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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　天野　英
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　神という言葉は好きじゃない。


　意味が無いからだ。


　存在しないなら、論ずること自体が無意味。


　存在するなら、抗あらがうこと自体が無意味。


　いてもいなくてもどうでもいい、人が、ただ誰だれかのせいにするために生み出した概がい念ねん。


　いいことがあれば、神のおかげ。


　悪いことがあれば、神のせい。


　結局、何の足しにもなりゃしない。


　だから俺は神が嫌きらいだ。





　魔まという言葉は好きじゃない。


　いちいち言う必要が無いからだ。


　ただ事象の昏くらい側面を切り取って、もっともらしく呼んだだけ。


　俺も時々悪魔と呼ばれたりする。


　それはただ、俺がそれを解き放つのをためらわないからだ。


　結局誰の中にもいて、ただ表面に出るか出ないかでその存在が問われるモノ。


　こんなわかりきったこと、いちいち口に出す必要も無い。


　だから俺は魔が嫌いだ。





　人という言葉は嫌いじゃない。


　わかりやすい形で、俺の目の前にいるからだ。


　悩なやんで迷うヘタレのくせに、たまに神こう々ごうしくて、たまに悪魔より恐おそろしい。


　誰よりも人間らしくて、人間臭くさい。


　神はいてもいなくてもどうでもいい。


　魔はいちいち言う必要なんて元から無い。


　けど、アイツはいる。


　神も魔もいなくても、アイツは俺の隣となりにいてくれた。


　神や魔はどうでもいいが、アイツがいないと困る。


　だから、だから──とっとと帰ってこいよ。







──『三さん剣けん抄しよう』最終章〝剣つるぎ守もり〟終しゆう代だい・飛ひ流りゆう要かなめの走り書き





　序章







　何な故ぜ走っているのかは、よく覚えてない。


　視界も思考も、真あ紅かに染まって、うまく考えがまとまらない。ただ、血ち塗ぬられた道を駆かけ抜ぬけた先にいる「敵」の存在だけが俺を満たす。


　斬きれ。


　そう、俺の中の何かが叫さけんでいる。


　そうだ、それでいい。それだけでいい。


　背後で自分を呼ぶ声がした気もするが、邪じや魔まだ。


　立ち塞ふさがるなら、ソイツも斬り殺す。


　俺の道を阻はばむ者は、神だろうが魔だろうが、一いつ匹ぴき残らずぶち殺してやる！


「ギィィィシャァァァァッッッッッッッ!!」


　口をついた咆ほう哮こうは、歓かん喜きに満ちていた。


「斬る」という行こう為いは、そのまま快楽に直結しているらしい。


　そうとも、「斬る」とは至上の快楽。


　何も考えずに、ただ目の前の相手を殺せばいい。


　心なんて無む駄だなものは必要ない。


　ただ思うままに刀を繰くり、全すべてを斬り裂さけばいい。


　俺は〝王おう〟。


　全て破は壊かいし尽つくす覇は者しや。


　全身が軽い。痛みも消えた。呼吸するのと同じぐらい、自然に、軽かろやかに剣が振ふるえる。


　ほら、もう敵は目の前だ。


　あれ……コイツ……誰だ？


　異メ魔ギ人ド……〝地ち刃じん〟？


〝天てん……剣けん〟？


　まあ……いいか。


　どうせ、殺すんだから。


　もう小手先の技術はいらない。


　わざわざ斬閃ラインを見定める必要も無い。今の俺なら、好きな場所を斬れる。


　斬閃ラインは予告線から指定線へ。


　一いち撃げきでキメる。


　その首、ソッコーで刎はね飛ばしてやる！





　──あれ…………？





　斬閃ラインが……見えない!?


　何故？


　俺に斬れないモンなんて、ありゃしないはずなのに。


　何で……何で……俺の刀がぶち砕くだけてる……!?


　あれ……お前……何つったっけ……!?


〝正まさ……宗むね〟…………？


　待てよ、俺……誰だ？


　何で、戦ってるんだっけ……？


　疑問は、激痛で途と切ぎれた。


　腹を、幅はば広びろの透とう明めいな刃が貫つらぬいている。単なる裂れつ傷しようではなく、存在自体が根こそぎ持っていかれそうな苦痛が全身を駆け抜ける。


　愛刀の残ざん滓しとでも言うべき破は片へんが粉雪のように宙を舞まい、己おのれに降り注ぐ。





　──負け……た？





　腹から剣つるぎが引き抜かれ、両りよう膝ひざが崩くずれ落ちる。右手にある愛刀は、握にぎっていた柄つかだけを残し、完全に砕け散っていた。


　視界が暗黒に染まることで、皮肉にも精神を侵しん食しよくしていた真あ紅かい霧きりが晴れていく。


　閉とざされていく意識の中で、いくつもの顔が明めい滅めつしていった。


　皆みんなすぐに消えていくのに、一つだけ消えない顔が、笑え顔がおがあった。


　年上の女性が微笑ほほえんでいる。


　蒼あおい君、と呼ばれた気がした。


「美み亜あ…………」


　呟つぶやきは、笑みを伴ともなっていた。


　そして少年は仰あお向むけに斃たおれる。


「蒼ィィィィィィッッッッ!!」


　後方から駆け寄る者がその背中を受け止める。その感かん触しよくを最後に、少年の意識は完全に闇やみに消え──〝王メレフ〟の親しん征せいは終わりを告げた。




　第一章　極者アダム・バルフ敗走







　蒼あおいが負けた。


　口に出せば、ごくごく短い事実。


　だがその短い事実が、極者アダム・バルフ達を打ちのめしていた。


　四し門もん朱す雀ざくと冴さえ木き蘭らん丸まるは、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすことしかできない。


　さっきまで己に刻まれていた〝真紅の斬閃デツドライン〟は消え、脳を灼やく真しん紅くのビジョンもない。全身を縛しばっていたプレッシャーも皆かい無むだ。


　だからこそ余計に感じられる。


　蒼が完かん膚ぷ無なきまでに敗北し、その〝神エ理クのス欠ト片ラ〟と〝正まさ宗むね〟が完全に打ち砕かれたことを。


　もっとも、禁断の第四鎖式レヴイ・リミツターの影えい響きようが消えたところで、また新たな脅きよう威いが二人を襲おそう。


　眼前に佇たたずむ人類の創造主と異メ魔ギ人ドの頂点に君臨する者──〝天剣〟と〝地刃〟。


　ほとんど物理的な重圧に近い〝魔テ合フいム〟は、極者アダム・バルフの精神すら蝕むしばみ、抵てい抗こうの意志を摘つみ取る。


　それでもなお、駆ける者はいた。


「蒼ィィィィィィッッッッ!!」


〝王メレフ〟の名を叫び、その下もとへ急ぐ要かなめ。


　やめろ、と声にならない叫びを朱雀と冴木があげる。


　勝てない──お前でも。


　お前も──無む駄だ死じにする気か!?


　要の実力は、二人共知ち悉しつしている。蒼を除けば、この場にいる誰より強いことだろう。


　それでも──勝てる気がしない。


　お前なら──わかるはずだろ!?


　そんな二人の思考を無視し、要は全速力で絶望の戦場を駆け抜ける。


　仰向けに倒れる蒼──その背が地につく前に、要が支える。それは、同時に要もまた〝天剣〟と〝地刃〟に対たい峙じすることを意味した。


　要は蒼に肩かたを貸す格好で佇たたずんでいた。


　蒼の左ひだり腕うでを首に巻き、自分の右手で彼の腰こしを支え、左手で強く蒼の左の手首を摑つかむ。蒼はピクリとも動かず、腹からは夥おびただしい出血が続いている。


　呼吸がある以上、生きてはいる。


　その右手は、砕け散った〝正宗〟の残ざん骸がいである柄つかをまだ握りしめている。


　だがいつまでもつだろう？


　対異メ魔ギ人ド戦における敗北の意味は、ここにいる誰だれもが知っている。


　負ければ──


「喰くらうか……」


〝地刃〟が低い声で言う。音量は小さいのに、脳のう髄ずいにまで染しみ渡わたる声。


　──約やく定じようの時が来た。


〝天剣〟が、極者アダム・バルフの脳内にのみ響ひびく声で言う。精神をざわめかす、禍まが々まがしい天てん啓けい。


　真紅の異メ魔ギ人ドが、二人に近づく。


　異メ魔ギ人ドの頂点に君臨しながら、その体表は滑なめらかで、特とく徴ちよう的な突とつ起きも見当たらない。頭部も丸く滑らかで、人体模型をそのまま象かたどったような肉体だ。大おお柄がらではあるが、異メ魔ギ人ドで言えば標準、とても脅威とは思えない。


　しかしその肉体は、周囲に散らばる上級レリウーリアの捕ほ食しよくの果てに生まれたおぞましきモノ。


　下級エナリアが人を喰らい、中級クトニアが下級エナリアを喰らい、上級レリウーリアが中級クトニアを喰らう。そして互たがいに喰らいあった上級レリウーリアの身に、〝地刃〟は宿った。


　異世界の人類を変へん貌ぼうさせ、己が宿るに相応ふさわしい器うつわを創つくりあげた〝地刃〟。


　そしてその左手にある豪ごう壮そうで幅広の刀身の剣つるぎは〝天剣〟。


　人を進化させ、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に目覚めさせて極者アダム・バルフを生み出した。


　二つの高位の生命は交こう錯さくし、永きに亘わたる約定を成じよう就じゆせんと蒼と要に迫せまる。


　近づくたびに、その〝魔テ合フいム〟が要の精神を侵食する。


　姿勢を崩さないだけでも、ほとんど奇き跡せきに近いだろう。その証しよう拠こに、朱雀と冴木は救きゆう援えんにさえ来られない。


〝王メレフ〟を、蒼を救う、その一念だけが要を支えていた。


　それでも、この敵には敵かなうべくもない。


　相手も、それを熟知している。だからこそ問う。


「何故……逃にげぬ？」


　──〝王メレフ〟もろとも……喰らわれたいか？


〝地刃〟の血に塗まみれた唇くちびるが動き、〝天剣〟は直接脳に問いかける。


　脳と耳、それぞれに響く問いかけに、要の口が動く。


　その紡つむがれる言葉に、〝地刃〟の足が止まる。〝天剣〟のかすかな揺ゆらぎが、空気を通して伝わる。


「真まことか……？」


　──我にたばかりは効かぬ。


〝魔テ合フいム〟が、その威い力りよくを増した。矮わい小しような人間の真意を確かめようと、悪意の奔ほん流りゆうが物理的な圧力をもって要に叩たたきつけられる。


　それでも要は立っていた。


　人の身で神と魔に立ち向かう無む謀ぼう。それでも彼は、〝軍師ヤツド・イエミノ〟としてその職分を全まつとうする。


「本当だとも。確かめたいだろう、お前達も？　永きに亘る貴様らの約定、果たすならば完全な形が望ましいはずだ」


　脳を灼く苦痛に苛さいなまれながらも、要は口元に笑みを浮うかべる。


　それでこそ飛ひ流りゆう要──属性〝軍師ヤツド・イエミノ〟。


「貴様らの目的がコイツを殺すことならば、好きにするがいいさ。だが、そうじゃない。それじゃあ……意味がない。エサとするならば、喰い時を誤ってはいけない。選ぶのなら……ちゃんと戦ってからだ。そして今、俺を喰う意味も無い。俺がいなければ、コイツが貴様らの前に再び立つことは無い」


　それは、交こう渉しようであり駆かけ引きだった。


　吹ふけば飛ぶような脆もろく儚はかなき人間が、その智ち謀ぼうを駆く使しして絶対者に立ち向かう無謀。


　あるいは飛流要に運命づけられた属性は、このときのためだったのかもしれない。


　そして──敵は頷うなずいた。


「よかろう」


　──心得た。


〝地刃〟と〝天剣〟は共に要の提案を受け入れる。絶望の中に見えたかすかな希望。


　しかし、まだ何も救われてはいない。


「連れていくがいい。だが、これから宴うたげが始まる。それを止める気はない。せいぜい……足あ搔がけ」


　──でなくば、ただ喰われろ。


「……いずれまた」


　それだけ言い残し、要は蒼を脇わきに抱かかえ、その場から立ち去った。


　急いで仲間達の下へ舞まい戻もどり、硬かたい表情で告げる。


「時間が無い……ずらかるぞ。死にたくなかったら、すぐにこの場から離はなれろ」


　有う無むを言わせぬ口調に、朱雀と冴木は頷き、再び駆け出した要に続く。冴木は失神したままの綾あや姫ひめを抱え、朱雀は相変わらずピクリとも動かない蒼の身を案じながら、五人は決戦の場であった四門工業本社ビルを離れ、大通りにでた。


　すでに住民の避ひ難なんは完かん了りようし、車の通行も皆無だ。〈武ぶ街がい〉をほぼ半分に分割する広い三車線の道路の真ん中で、彼らは一度足を止めた。


　咆ほう哮こうが聞こえる。


　今まで幾いく度どとなく耳にした、あの忌いまわしい異メ魔ギ人ドの雄お叫たけび。


　極者アダム・バルフならば、その声で敵の力量もある程度想像がつく。これは間ま違ちがいなく──先ほどまで対峙していた上級レリウーリア。


　しかも声量からして──百体規模！


「どういうことだ……!?」


　朱雀は振ふり返り、天空に生じるあの巨きよ大だいな〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟を見上げた。世界に毒を吐はき続ける黒点は、今また新たな脅威を地に降り注いでいる。


　次々と空から舞い降りる上級レリウーリア。


　このペースで出現が続けば、五人で斃たおした異メ魔ギ人ドの総数などすぐに上回るだろう。


　これまでの努力が徒労に終わるのと同時に、朱雀は「数」の現実という逃のがれられない悪夢に唇を嚙かみ締しめる。


「何が……起こっている!?」


「あちら側は、もう淘とう汰たが終わったということだ」


　要の声が、咆哮の響き渡る街に滔とう々とうと流れる。それは諦てい観かんの響きさえ帯び、ただ現実を受け入れている。


「淘……汰？」


「俺達同様、異メ魔ギ人ドもまた自然発生的な進化の産物ではない。特に上級レリウーリアは、選別され、同族を喰らった末に生まれるものだ。おそらく、あちら側にいる異メ魔ギ人ドはもう共食いを一通り終えて、上級しかいない。そして、それが全てこちら側へ来る。総数はわからんが、確実にこの街の住民よりは多いだろうな」


　告げられた絶望的な事実に、朱雀は言葉を失う。


　もう突とつ出しゆつした「個」でどうにかなるレベルじゃない──戦争を通り越こし、文字通り生存競争が始まろうとしている。


「つまり……人類皆みな殺ごろし？　本ほん腰ごし入れてエサを確保？」


　年長者としての自覚か、あるいはこんなときでも余よ裕ゆうを失わない生来の気質か、落ち着いた声で冴木が問う。


「……それは手段であって、目的ではありません。奴やつらは元々、この世界で人類に代わって覇はを唱えようなんて思ってない。俺達とは違い、思考そのものが完全に〝地刃〟と同化している。そして、奴らの目的は一つだ」


　要は低く呟つぶやき、肩を貸したままの蒼を見つめる。対〝天剣〟・〝地刃〟の切り札である少年は、傷ついたまま動く気配を見せない。


　朱雀は険しい顔のまま、今後の方向性を要に問う。


「しかし……どうすればいい？　あんな数の上級レリウーリアが外に出たら……」


「それは問題ない。もうすぐ〈武街〉は完全に隔かく離りされる。各ゲートは完全に閉へい鎖さされ、異メ魔ギ人ドの外への流出を喰い止める」


「何よ……それ!?」


　か細い声で尋たずねたのは、綾姫だった。


　ようやく〝地刃〟の〝魔テ合フいム〟と〝天剣〟のプレッシャーから解放された少女は、兄の腕うでの中で意識を取り戻していた。


「その通りの意味だ。元来、この街の防ぼう壁へきは外部からの異メ魔ギ人ド侵しん入にゆうを防ぐと同時に、内部で〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟が開いた場合に備えて外部への異メ魔ギ人ド流出を阻そ止しする役目も持っている。建設当初から、今日のことをある程度予期して俺が進言していた。そして今は最大の非常事態、政府と四門帯たて刀わき、そして俺の判断で、もう閉鎖は決定している」


　綾姫が息を[image: ]のむ。


　あらためて実感したが、自分が恋こいした少年は、とんでもない男のようだ。


「……もっとも、上級レリウーリアの群れの隔離は想定していないし、そもそも閉じ込めること自体が可能かもわからん。しかし、時じ間かん稼かせぎにはなる。それに閉鎖されるこの街は、むしろ奴らにとって都合のいい場所かもしれん。異物は……むしろ俺達だ」


　要の顔が険しくなり、迫る危機に思いを馳せる。


　残る三人も、徐じよ々じよに近づく上級レリウーリアの気配を感じとる。数体どころではない……数十体の敵に対して、疲ひ弊へいしたこの身でいかに立ち向かう？


「極者アダム・バルフクラスにして街に残る最後のエサ。ここに来るまでに街の状じよう況きようは確かく認にんしたが、残ったのはもう俺達だけだ。奴らは確実に俺達を狙ねらう。ゲートの完全閉鎖までに、脱だつ出しゆつしなくてはならない」


〝王〟不在の中、〝軍師〟が至上の命を三人に下す。


　しかし、綾姫は頭かぶりを振り、それを拒きよ絶ぜつする。


「無理よ……あんなのに……勝てっこない……!!」


　涙なみだぐむ彼女の言葉が、何を指しているのかは、その場の誰だれもが知っている。


　そしてそれが揺らぐことのない真実であることも。


「〝天剣〟と〝地刃〟は来ない。殺す気なら、俺が最初に殺やられてる。奴らの目的は、そういう次元のものじゃない。相手はあくまで上級レリウーリア多数。勝つ必要も戦う必要もない。逃げてゲートをくぐればいい」


　綾姫だけでなく、朱雀と冴木にも言い聞かすように要は言う。


　どのみち、生き延びるためには、街から出るしかないのだ。


「……ゲートの閉鎖までの時間は？」


　いち早く覚かく悟ごを決めた朱雀が問う。


「ざっと三十分というところだな」


「そうか……」


　朱雀は眉まゆを顰ひそめ、これからのことに思いを巡めぐらせる。


　けして、余裕のある時間ではない。現在地が中心部の大通りのため、ほぼ一直線に駆け抜ぬければいずれゲートにつく。一いつ般ぱん人なら時間切れで終わるだろうが、自分の走力なら何とかなるだろう。


　迫る上級レリウーリアとの戦いという課題はあるが……けして不可能ではない。


　それは要も同様だろう。


　蒼を抱えているというハンデはあるが、それでも彼が自分に後おくれをとるとは思えない。余裕とはいかないまでも、まず間に合うだろう。


　冴木も……そのはずだ。


　問題は……残る一人。


　三人共、口には出さない。だが、今ここにいるメンバーで誰が劣おとっているかは、皆みんなわかっている。単純な足の速さ以前に、追いすがる上級レリウーリアに対して……どこまで対たい抗こうできるか。


　当然だが、他人を思いやる余裕はこの先ここにいる誰にもない。


　綾姫自身が、誰よりそれを実感している。


　だから、彼女は青ざめた顔で自分を抱だき締め、小刻みに震ふるえていた。





　私はいいから、逃にげて。





　そう言いたい。


　そう思っている。


　でも、恐きよう怖ふが言葉を紡がせてくれない。


　死ぬ覚悟ぐらいならある。それでも……喰くわれる覚悟は、まだつかない。そしてその覚悟を待つ時間もない。


　重い沈ちん黙もくが流れたとき、俯うつむいて震える少女を、力強く冴木が抱き締めた。


「……え？」


　顔を上げると、兄が微笑ほほえんでいた。子供の頃ころから変わらない、やさしい顔で。


　親同士が別れて、離れ離れになったときも……お兄ちゃんと離れたくない、そう泣きじゃくる自分を、こうやって抱き締めてくれた。


「大好きだよ、綾姫」


「何……言ってるの？」


「君のお兄ちゃんで、幸せでした」


　澄すみ切った笑え顔がおで、冴木は両手を綾姫の肩かたに置く。


「これから、君は一人で走らなきゃならない。四門クンは、君を助ける余裕がない。飛流クンもそう。彼には、君より優先して守らなきゃならないものがある。悲しくても今はそれが現実だ。いつか彼の一番になるためにも、今はとにかく逃げなきゃね」


「お兄……ちゃん？」


　冴木の考えをおぼろげながら察し、綾姫の顔がこわばる。


「ずっと思ってた……どうして、僕は二つ持ってるんだろうって。せめて、一つだけでも君にあげられたら、辛つらい思いをさせなくて済んだのにって。けど……ようやくわかった。僕は、きっとこのときのために神様から力を与あたえられたんだ。君を守るために、僕は極者アダム・バルフになったんだ」


「お兄ちゃん…………」


　もう、綾姫は兄が何をするつもりか理解していた。首を左右に振り、それを思い止まるよう懇こん願がんする。


　そんな妹の視線から逃れるように、冴木は彼女から身を離し、要と朱雀に告げる。


「僕が残って奴らの足止めをする。焼け石に水かもしれないが、やらないよりはマシでしょ？　一応極者アダム・バルフだし、エサとして注意もひけるだろうし、ね」


「冴木さん……」


〝射手ツアラフ〟の悲痛な覚悟に、朱雀が顔を歪ゆがめる。


「そんな顔しないでよ。こういうときは、年長者が残るのがキマリだよ？　最後ぐらいかっこつけさせてよね。別に死ぬ気もないし」


　続いて、冴木は要に近づく。支えられている蒼の傍そばで身を屈かがめ、その顔を覗のぞき込む。


「あ～らら、ボロボロになっちゃって。でも……まだやれるよね？」


　冴木の視線の先にあるのは、刀身が砕くだけ散りながらも、なお蒼が握にぎり締めている〝正宗〟の柄つか。


「後は頼たのむよ」




[image: ]


　冴木はそっと〝正宗〟の柄に触ふれ、一いつ瞬しゆん握にぎり締しめる。それが〝王〟に捧ささぐ〝射手〟の別れの挨あい拶さつ。


「君も……元気でね」


　柄から手を離し、冴木は要に語りかける。この少年は、引き止めるなどという無ぶ粋すいなまねはしない。むしろ、こうすることを望んでいるだろう。


　それでも、共に戦いし仲間のために、飛流要は冴木の耳元に口寄せて何事か呟く。


　告げられた言葉に、冴木は微び笑しようした。


「……ありがと[image: ]」


「ご武運を」


　それが〝軍師〟との別れ。


「じゃあね～」


　片手を振ふりながら、冴木は咆ほう哮こうの聞こえてくる方角を向いた。もう、上級レリウーリアはすぐそこまで来ている。


「待って……!!」


　まだ現実を受け入れられない綾姫が呼び止める。


　だが冴木が止まるはずもない。


　すがるように、彼女は要を見た。もう、彼しか兄を止められない。


　要もまた、綾姫を見ていた。


　まっすぐ彼女を見つめ、一いつ切さいの感情を排はいした声で告げる。


「一度しか言わない」


「…………？」


「生き残れ」


　それが、決別の言葉だった。


　綾姫は目に溜たまっていた涙を拭ぬぐい、蒼同様、意識を失っても握り締めていた朱しゆ槍やりを地に投げ捨てる。


　そして……全速力でゲートに向けて駆かけ出す。


　誰よりも先に。


　誰よりも迅はやく。


　自分が兄のためにできることが、それだけだと理解しながら。


　拭っても拭っても溢あふれてくる涙でにじむ視界。


　心の中で兄の名を呼び続けながら、彼女は〈武街〉を駆け抜ける。


　それを見届けた要は体勢を整え、蒼の体を背負って、綾姫と逆方向へ駆け出す。けして振り返りはしない。


　逆方向を行くということは、綾姫を見捨てたに等しい。


　彼女の運命を一切思考から切り捨て、二人きりの逃とう避ひ行こうを行く。


　それが飛流要の覚悟。


　綾姫はいち早く去り、要は蒼と共に去った。


　残る朱雀は、一人残る冴木の背中を見つめていた。


　くだらない感傷かもしれない。それでも、最後まで見つめていたかった。


　しかしもう時間は無い。


　決断のときは、もう来ている。


　行くべき道は二つ。


　どちらを選ぶかは──決まっていた。








「これは皆みなさんお揃そろいで♪」


　肩を竦すくめ、冴木はいつもの軽かろやかな口調を崩くずさず言う。


　眼前に立ち並ぶのは、数十体に及およぶ上級レリウーリア。これはまだ第だい一いち陣じん、後からいくらでも敵は来る。


「ギィィィシャァァァァッッッ!!」


　各おの々おのが咆哮をあげ、冴木を取り囲む。〈武街〉最大の大通りで始まるのは、あまりにも不利な多勢に無勢の対決。


　ゆえに今こそ……秘ひめられた力を解放する時。


「〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟二重解放デユアルオープン」


　冴木を取り囲む全すべての上級レリウーリアが、青い燐りん光こうに彩いろどられる。今、全ての異メ魔ギ人ドは彼の「的」と化した。


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、認識アクセス」


　上級レリウーリアは皆、己おのれの視界を疑った。目の前の上質なエサの輪りん郭かくがぶれだす。人間をはるかに超こえる動体視力は、たとえ相手が極者アダム・バルフといえど、その動きを見誤ることなどない。唯ゆい一いつ、蒼だけがその領域に達していたが、冴木には〝聖命の禁樹セフイロト・ゲート〟を開くなど夢のまた夢。


　ただ、弓という自身の武器と〝神エ理クのス欠ト片ラ〟がかろうじて上級レリウーリアとの身体能力差を埋うめてくれる。


　そして今──新たな扉とびらが開かれようとしていた。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現シエケル……！」


　異メ魔ギ人ドの視界の異常は、極きわみに到とう達たつした。彼らの視界にある冴木の姿は、どれもがぼやけ、霞かすみ、揺ゆらぎ、一つとして確固たる実体をもたない。


「ギィッッッ！」


　一体が、まず冴木に向かって駆けた。


　当然、彼は愛用の弓で迎げい撃げきする。強きよう靭じんな上級レリウーリアの肉体には、一点を連射することでしか確固たるダメージは与えられない。


　矢の残りも考えれば、ごくわずかな本数でダメージを与える、眼球を狙ねらうのがセオリー。


「イッちゃいな？」


　冴木の連射は瞬またたく間まに上級レリウーリアの眼球を貫つらぬき、脳のう髄ずいに達する。最後の一いつ矢しで、仰あお向むけに倒たおれる上級レリウーリア──だが追撃は来る。


　矢を放ったばかりの冴木は、限りなく無防備に近い。しかも、矢を番つがえるのに若じやつ干かん手間取っている。上級レリウーリアの発達した視力は、それを見み逃のがさない。


　四体の上級レリウーリアが、それぞれ飛びかかってくる。


「フェイク」


　高速の矢が、時を置かずして四本放たれた。ほぼ同時に上級レリウーリアの額を穿うがち、衝しよう撃げきと苦痛で彼らをのけぞらせる。


　何な故ぜ──？


　まだ弓は放てないはず──。


　困こん惑わくする四体を押しのけるように、新たな敵が続々と冴木に迫せまる。


「ありゃま、ゾロゾロと」


　牙きばと爪つめを伸のばし、その肉を喰くらい血を啜すすろうと近づく上級レリウーリア。冴木の矢を向けられても、動じることはない。皆、冴木の筋肉の動きと視線から、頭部を狙うことを予測している。だが、全ての同属の動きを止めることなど不可能。


　穿たれる部位がわかっていれば、痛みを堪こらえて前に出ることなど造作も無い。


「ギィィシャァァァッッッ！」


　視界が紅あかく染まろうと、このエサは頂く。


　撃うつなら撃て、片目ぐらいくれてやる！


　皆そう思い、舗ほ装そうされた道路を駆け抜ぬける。


「フェイク」


　──……！


　上級レリウーリアは皆、一様に足元を見た。足首に突つき刺ささる細い楔くさび。絶ぜつ妙みようかつ精密な一射は、容易に異メ魔ギ人ドのバランスを崩し、彼らをつんのめさせる。


　後続の敵も、同属にひっかかる形で総崩れして転んでいく。なまじ数が多いだけに、前列の者が壁かべとなり、冴木に近づくことができない。


「では、御ご機き嫌げんよう[image: ]」


　軽やかに言い、冴木は背を向けて駆け出した。元より、無む駄だ死じにする気はない。そうすれば、妹が悲しむ。それに──待ってくれている人もいる。


　綾姫と同じ方向へ向かえば、追いつきはしないだろうが、彼女の背中を捉とらえることはできるだろう。


　久しぶりに全力疾しつ走そうを心に決めたとき、道路に突っ伏ぷす者が視界に飛び込んできた。


　御み塚づか七なな人と。


〝天てん剣けん〟の剣つるぎ守もりにして、属性〝司祭コメル〟。


　要に敗れ、その身に宿していた〝天剣〟に見限られ、今全身を血に染めながらうつぶせで倒れている。特に背中の損傷が著いちじるしく、肉が根こそぎ内側から爆はぜ、内臓まで体外へ晒さらけ出しそうなほど、無残な様相を呈ていしている。


　さらに言うなら肋ろつ骨こつ周辺は要にやられてほぼ複雑骨折、片足は骨そのものが露ろ出しゆつしたうえに、砕くだかれていた。


「……元気？」


　不ふ謹きん慎しん極まりない質問だが、冴木は一応訊きいてみた。生きてるだけで不思議だが、これも〝天剣〟の剣つるぎ守もりの力だろう。人の成り立ちから干かん渉しようしてきた剣つるぎの力の残ざん滓しは、捨て去った宿主の命をかろうじて繫つないでいるらしい。


　七人は緩かん慢まんな動作で、冴木の方に顔を向け、か細い声で答える。


「……そう、見えるかい？」


「……こりゃ失礼。色々あったみたいだけど、飛流君と戦やり合ったんだよね？　ダメだよ、戦う相手選ばなきゃ。彼と戦る場合、勝ち負け以前に人間としての尊厳守れるかどうかが分かれ目だから」


「らしい……ね」


　自じ嘲ちようめいた笑えみが、七人の口元をかすめる。


「もう、一つの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟……使ったん、だね？　属性〝道化バデラン〟……〝真実の偽善トウルー・ザ・フエイク〟」


「まあ、ね。けど、これ使うと超ちよう疲つかれるんだよね。単体じゃ使い物にならないから、どう足あ搔がいたって、〝因果の魔弾デイヴアインターゲツト〟と併へい用ようするしかないし。今は……感謝してるけど。時じ間かん稼かせぎには、もってこいだ」


「騙だます……気かい？　上級レリウーリア全てを……その力で？」


「そのための〝神エ理クのス欠ト片ラ〟だからね。うまくひっかかってくれるといいけど」


　呟つぶやいた淡あわい希望を打ち消すように、新たな上級レリウーリアが冴木に近づく。


　これまでの同属の失態を見ていたのか、足取りは慎しん重ちようそのもの、明らかに冴木の矢を警けい戒かいしている。


「あらら……また来た。でも……こういうタイプの方が、かかりやすい」


　冴木は瞬しゆん時じに敵を「的」と認にん識しきし、矢を番える。


　敵もまた。


　冴木に突き出された左ひだり腕うでは、かつて〈武街〉で対たい峙じした新種の異メ魔ギ人ドと同一の構造だった。手首から生える、銛もりに似た突とつ起き。それは異メ魔ギ人ドの意志で本体から切り離はなされ、驚きよう異い的な速度で射出される。


　上級レリウーリアならば、その威い力りよくはかつて屠ほふった中級クトニアとは比べ物にならないだろう。


　命中率は文句無しに冴木が上、だが威力はどうだ？


　敵の「矢」に自身の矢を当てたとして、弾はじいて軌き道どうを変えられるのか？


　その高速の矢を──身体能力で劣おとる自分が避よけられるのか？


「……貧びん乏ぼうクジ、引いたかな？」


　肩かたを竦すくめて呟き、冴木が動く。


　その体の輪郭がぶれ、上級レリウーリアの狙いを逸そらすべくかすかに右に動く。


　少なくとも、上級レリウーリアにはそう見えた。


　そして見えたがゆえに、その動体視力は人間の小こ賢ざかしい計略など意に介かいさず、正確に冴木を狙って矢を放つ。


　風を切り裂さく一矢は、確かに回かい避ひ不能の速度を備えていた。


　それなのに、空むなしく冴木の右みぎ頰ほおをかすめるだけで終わった。


「…………!?」


　上級レリウーリアは、我が目を疑った。それは確かに正しい。間違ったのは、狙いではなく己の「目」だ。


　偽いつわりの情報を脳に伝えた目に、〝射手〟が罰ばつを下す。


　追撃が来るタイムラグを見逃さず、冴木の連射が上級レリウーリアの両眼を穿つ！


「ギィィィィッッッ……」


　それは、何故、という人語を意味していたのかもしれない。他の部位と比べてあまりに脆ぜい弱じやくな眼球は、脳髄への攻こう撃げきを遮しや断だんできず、そのまま微び細さいな矢に屈くつした。


　斃たおれる上級レリウーリア──しかし、冴木もまた肩で息をしている。〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を二つ同時に解放するというのは、そういうことなのだ。


「みご、と、だね。属性〝道化バデラン〟……フェイントの究極型。対峙した瞬しゆん間かん、敵、は、君の偽ぎ装そうに惑まどわされる……」


　かすれた声で言う七人。〝王メレフ〟を除く全ての〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を無効化しうる彼は、眼前の戦いの真実を捉えていた。


　冴木は動いていない。


　ただ軽く上体を揺らし、そう見せかけただけ。


　こんな単純極まりない動作を、敵は見み抜ぬけなかった。信じ込まされた。〝道化バデラン〟の小芝しば居いは、敵の目には真実に映り、偽りの光景から抜け出せない。


　かつて、朱雀もそれに[image: ]のみ込まれた。


　フェイントのはず、当てる気の無い威い嚇かくの一矢。


　そう見抜いた、いや信じ込まされた矢は、殺傷力をもって彼の胸に突き刺さった。


　真実こそが偽にせ──偽が本物に変わる。


　己がしかけた偽装を、相手に信じ込ませるフェイントの究極型──属性〝道化バデラン〟、〝真実の偽善トウルー・ザ・フエイク〟。


「……だ、が、いつ、まで、もつ……？　二つの欠片かけらは……そう、長く、は……」


「無理して喋しやべんないでいいよ。君には二つとも効かないし、大したことないでしょ？　それに……結局、土ど壇たん場ばではごまかせないんだよね」


　冴木は悲痛な顔で、右方を見た。障害物が無いために、妹の背中を目で追うことはできる。どんどん小さくなっていく背中──いっそ、見えなくなるぐらい小さくなれば、安心できる。


　だが、その背に脅きよう威いが迫っていた。


　本来であれば、血けつ臭しゆうに惹ひかれて冴木を追うはずの上級レリウーリア──しかし、単に距きよ離りの問題か、あるいは気まぐれか、前菜としての興味本位なのか──一体の上級レリウーリアが、綾姫を追っていた。


　まだ彼女との距離はあるが、走力は圧あつ倒とう的てきに上級レリウーリアが上だ。いずれ妹が追いつかれるのは容易に想像がつく。


　ではどうする？


　答えは一つしかない。


　冴木は急いで複数の鋼糸の弦つるを縒より合わせ、一本の弦を作り出す。


　作業が終わると右の袖そでをまくりあげ、さらに敵に放つべき針の矢を、右の下腕の数か所に突き刺す。当然痛みが脳を貫つらぬくが、冴木は顔に出さず射法の姿勢に入る。


　狙ねらうは、綾姫を追う上級レリウーリア。


　すでに、敵は矢の最大射程の限界ギリギリの位置にいる。


　あくまでも有効射程ではなく、最大射程ギリギリだ。元々冴木の弓は、対異メ魔ギ人ド戦を想定し、二元物理論の下もとでより白兵戦に近い状態での使用が前提だ。それでも冴木の技量ならば、現代弓道における遠えん的てきの距離である六十メートル圏けん内ない程度であれば、一射で中級異メ魔ギ人ドすら仕留めうる。


　だが相手は上級レリウーリア、しかもその距離はもう有効射程などとうに越こえ、百、二百メートルと最大射程すら飛び越えようとしている。


　刻一刻と迫る綾姫との接せつ触しよくを考えれば、逡しゆん巡じゆんの暇いとまなど無かった。


　冴木は狙いを定め、鋼糸の弦を限界まで引き絞しぼる。隠おん密みつ性を考こう慮りよせず、弦は複数の鋼糸を縒り合わせ、反発力を増していた。冴木の膂りよ力りよくをもってしても引くことは困難であり、引けたとしても精密な狙いに支障をきたす。


　それを解決したのが、右腕に突き刺さる数本の矢。


　鍼はり治ち療りようを応用した冴木家の秘術が、束つかの間限界を超こえた膂力を引き出し、さらにより精密な射法を可能とする。


　──でも……まだ足りない。


　冴木の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟は、確かに発動していた。距離の問題がクリアできれば、当てることは簡単だ。


　しかし、目的は当てることではなく殺すこと。最悪でも、動きを止めること。


　二矢を放つ余よ裕ゆうはなく、全て一矢で終えねばならない。


「南な無む八はち幡まん大菩ぼ薩さつ、我国の神しん明めい、日につ光こう権ごん現げん、宇う都つの宮みや、那な須すの湯ゆ泉ぜん大だい明みよう神じん、願わくはあの的の真ん中射させ給え……！」


　弦を引く右手に、さらに力がこもる。だがけして力んではならない。


　心を研とぎ澄すまし、最大の射程と最大の威力、最大の精密さと速度を──矛む盾じゆんする要素を全てこの一矢に詰つめ込こめ！


「これを射損ずるものならば、弓切り折り自害して、人に再び面おもてを向かうべからず……！」


〝神エ理クのス欠ト片ラ〟をフル稼か動どうさせ、冴木は今この瞬間も遠ざかる「的」の体から、さらに針の太さほどの微細な的を見み出いだす。


　狙うは、ただ一か所、首の延えん髄ずい部分。冴木家がその歴史で学んだその一点は、威力を伴ともなえばこの針の矢でも確実に異メ魔ギ人ドを葬ほうむり去る。


　だから、当たれ。


　冴木式弓術史上、最高の一射よ、今ここに。


「今一度……今一度、愛する者の下へ戻もどれと思おぼし召めさば、この矢外させたもうな！」


　冴木が矢を放った。


　障害物のない射線上を、全ての想おもいを込めた矢は虚こ空くうをまっすぐ駆かけ抜ぬける。その飛来音は、上級レリウーリアの発達した聴ちよう覚かくに捉とらえられた。振ふり向こうとする敵──しかし、振り返ろうとするその命令が五体に伝わる前に、矢は到とう達たつしていた。


　青き燐りん光こうに彩いろどられた上級レリウーリア──その中でひときわ星の如ごとき強い光を放つ、延髄の一点。


　矢は強きよう靭じんな筋肉を貫き、その全身を敵に喰くい込ませる。


「ギ…………」


　叫さけびすら満足に上げられず、上級レリウーリアはうつぶせに斃れた。その音で、前方を走っていた綾姫が足を止めて背後を振り向く。


　敵に追われていたのは知っている。追いつかれる恐きよう怖ふと戦いながら、ずっと走っていた。


　だが、もう自分を追う敵はいない。


「お兄ちゃん……」


　もう、兄の姿は見えない。でも、涙なみだで滲にじむ視界には、笑え顔がおの兄がいた。前を向き、綾姫はまた走り出す。


　自分に唯ゆい一いつできるのが、それだけと理解しているから。


「……元気、でね。綾姫」


　呟いたとき、冴木の右腕の内部で、何か爆はぜるような音がした。顔を歪ゆがめながら、冴木は右腕を押さえ、突つき刺さした針の矢を抜いていく。


「そういや、父さんに使うなって言われてたっけ……」


　冴木式弓術の秘伝は、文字通りその一矢に全すべてを込めるもの。実際の戦場では、数多あまたのリスクを背負う禁じ手でもあったのだ。


　そして、敵はもう迫せまっていた。


　上級レリウーリアに……十体以上取り囲まれている。


〈武街〉脱だつ出しゆつ以前に、どれだけ生き延びられるか──もうそんな状じよう況きようだった。


「馬ば鹿かだね、君は……」


　路上で倒たおれたままの七人の声が聞こえる。すでに半死半生の獲え物ものには興味が無いのか、上級レリウーリアは彼には群がろうとしない。


「結局、人のために戦って……死ぬの……かい？　君としては、かっこ、わるいんじゃないかい、そういうの……」


「まあ、ね」


　飛びかかる時を窺うかがう敵に目をやりながら、冴木はあくまでも軽かろやかに言う。


「けどさ、大人になると気づくんだよね……かっこわるいことが、本当はかっこいいってことにさ」


「………………」


「それに、結構キライじゃないんだよね……今の自分は」


「……そう、かい……」


「君のことも、キライじゃなかったよ？　戦うことを諦あきらめて、運命を受け入れて、軍門に降くだるってのも……大変でしょ？」


　七人は、薄うすく笑って目を閉じた。呻うめくように、言葉が零こぼれる。


「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな。天なるかな、地なるかな、人なるかな……」


　神トにリ捧スげアるギ聖オ句ンが戦場に響ひびく。


　天てん剣けん・地ち刃じん・人じん刀とう──三み剣つるぎの覇は者しやを決めるべく、戦場はなお混迷を極きわめ、新たな火花がここに散る。


　一いつ斉せいに冴木に飛びかかる上級レリウーリア。


　冴木は、再び鋼糸の弦を張り、針の矢を番つがえる。すでに右腕はほぼ感覚が無く、弓を引けるかすらあやしい。


　それでも最後の瞬間まで、その一瞬まで、きっと彼は撃うち続けるだろう。


〝道化バデラン〟を演じながら、〝射手〟は再び矢を番える。


　属性〝射手〟冴木蘭丸──その戦いくさ、未いまだ終わらず。








　要は無心のまま〈武街〉を駆け抜けていた。


　背負う蒼の生の鼓こ動どうは、まだ絶えていない。すでに〝水デ瓶リ座ー〟は打ち込み、最低限の処置は行ってある。


　死なせない。


　何があっても、絶対に死なせない。


　さらに要の速度が上がる。本気を出すことを厭いとうこの少年が、今全速力で〈武街〉を駆ける。


　このまま行けば、綾姫より早く〈武街〉を脱出することもできるだろう。


　それでいい。


　優先されるべきは〝王あおい〟の命。


　全てを犠ぎ牲せいにしても駆け抜けろ！


「…………！」


　何なん人ぴともとめられないはずの疾しつ走そうが、唐とう突とつに止まった。


　要の視線の先には、杖つえを携たずさえた一人の老人が佇たたずんでいる。


　剣けん翁おう。


〝地刃〟の剣つるぎ守もりの統とう括かつ者にして、先代の人刀の〝剣つるぎ守もり〟。そして、師にして実父。


　その存在は、戦いの中で幾いく度ども感じていた。


　常に暗あん躍やくし、こちらの手の内を探さぐろうと、様々な刺し客かくが送られてきた。


　だが、直接対たい峙じしたことはない。


　互たがいを意識しながら、交わらない関係──そういう親子なのだ。


　それが今、この場所で、この火急のときに相見あいまみえている。


「久しぶりだのう、要」


　隻せき眼がんの老人が、朗ほがらかに笑う。息子むすことの関係を知る者がいれば、その裏にある積もり積もった怨おん念ねんにも似た醜しゆう悪あくな感情を想像し、寒気が走るだろう。


　その隻眼も、その老いも、全ては当時六歳の要がもたらしたもの。


　幼き息子に敗れ、力ずくで〝剣つるぎ守もり〟の座を奪うばわれた汚お辱じよくの過去。


　今こそ、全てを清算するとき！


「わざわざ語る必要もあるまい……街を出たくば儂わしを討うて。できぬのならば、全てを失う。受けねば……先に〝王〟から死ぬぞ？」


　好こう々こう爺やの笑みを崩くずさず、剣翁は要が背負う蒼を指差す。これこそが剣翁の狙い。


　蒼自体に興味はない。


　先に彼を殺して要の苦しむ顔を見る、というのも一興だが、それよりも重要なのは本気の要と死合うこと。


　そのチャンスは、今このときをおいて他ほかにない。


　この大通りを駆け抜けて街を出るためには、自分を斃たおすしかない。他の道を選ぶ余裕と時間はすでにないのだ。


　ゆえに要は本気を出す。


　敵の実力を見誤らない息子は、本気を出さねば勝てない相手と看破しているはずだ。何より、速そつ攻こうで決着をつけなければいけないのだから。


　それでいい。


　選せん択たく肢しが無く、何より王の命を優先するこのときこそ、待ち焦こがれた対決のときに相応ふさわしい。


「さあ……来い、要！」


　歓かん喜きに彩いろどられながら、剣翁が吼ほえる。


　要は動かない。


　ただ、自分の父を路ろ傍ぼうの小石の如ごとくわずらわしい矮わい小しような障害物と見定め、冷ややかに言う。


「どけ」


　それが、それだけがその右目を抉えぐった日から、初めて放たれた言葉。


　予想外の言葉に、一いつ瞬しゆん剣翁の顔がこわばる。


　だがすぐにその表情は余裕を取り戻し、また高らかに語り出す。


「そうか……そうだな、お前にとっては儂などその程度の存在か……焦がれていたのは、儂だけだな…………」


　突きつけられた事実に、剣翁は手で顔を覆おおい隠かくして笑う。手が顔から離はなれたとき、その顔は屈くつ辱じよくへの怒いかりと、それをこれから晴らす喜びが交じり合った、奇き怪かいな表情に変わっていた。


「だが！　今は貴様が儂に焦がれる場だ！　さあ来い要、それともここで王を殺す気か!?　早くこの儂を斃してみろ！」


　吼える剣翁。


　だが要は動かない。


　苛いら立だつ剣翁が、ついに自ら一歩踏ふみ出す。


　そのとき、要の後方から駆けて来る者がいた。二振ふりの妖よう刀とうを携え、彼は剣翁に斬きりかかる。


「貴様……！」


　妖刀〝禍まがつ村むら正まさ〟の一いつ閃せんを、杖で受け止めながら、剣翁は歯は嚙がみして〝騎士アビル〟四門朱雀を睨にらみつけた。


「久しぶりだな……やはり、こちらを選んで正解だった」


　微笑ほほえむ朱雀。


　因いん縁ねん浅からぬ二人──しかし、今の剣翁は要しか見えていない。杖を振って朱雀を弾はじき飛ばす。杖は中央から二つに裂さけたが、衝しよう撃げきはそのまま朱雀に伝わった。


　朱雀は打ち合いに固こ執しゆうせず、そのまま下がって要の傍かたわらに陣じん取どる。彼にとっても、優先すべき事こと柄がらは一つだ。


「お前……」


「行け」


　顎あごでしゃくり、朱雀は〝軍師ヤツド・イエミノ〟を促うながす。


「ここは俺が引き受けた。アイツには借りもある……ここで返しておくのも悪くない」


　不敵に笑いながら、朱雀が言う。


　それだけで、要はもう全てを受け取った。


　安っぽい同情も共感もいらない。お互い、為なすべきことを為せばいい。


　だから、要は一言しか言わなかった。


「死ぬなよ」


「死なせるな」


　朱雀もまた。


　彼の視線は、要が背負う蒼に注がれていた。今なお〝正宗〟の柄つかを手放さない彼。冴木と同じように、朱雀もまたそっと柄に触ふれ、一瞬だけ強く握にぎりしめる。


　それが、〝王〟と〝騎士〟との別れ。


　朱雀が目配せし、要は一気に駆かけ出す。


　目指すはゲートのみ、障害物たる剣翁は、もう思考から消えている。


「させるか！」


　要の前に立ちはだかる剣翁──そこに駆く動どう音を轟とどろかせながら、駆けてくる漆しつ黒こくのバイク。


「何!?」


　完全に予想外の伏ふく兵へいに、思わず剣翁も後退する。


　二者の間に割り込んだ対異メ魔ギ人ド戦二輪試作型〝騎き神しん〟。




[image: ]


　王の忠実な愛馬は、今その危機を救うため、戦場に舞まい降りた。


　自動走行モードを作動させたのは、もちろん要だ。人の足よりも信しん頼らいできる鋼鉄の騎き馬ばを事前に呼び寄せておいたが、絶ぜつ妙みようのタイミングで到とう着ちやくしてくれた。


　しかし、〝騎神〟は〝王〟専用、その完全なる起動には楔くさびを解かねばならない。


　要は〝騎神〟に駆け寄り、計器盤ばんの役目を果たすタッチパネル式のディスプレイに手を触れる。


「第一種緊きん急きゆう事態。〝王〟の不在により、代行承しよう認にん申しん請せい。〝軍師〟飛流要、コード・クライシス入力」


　独自のパスワードが入力され、〝騎神〟が束の間その身を〝王〟以外に委ゆだねる。


　承認は為され、ディスプレイに文字が浮うかびあがる。





　──Have a seat please, Have a seat please, [image: ]'-[image: ]'──





　要は即そく座ざに蒼ごと〝騎神〟に跨またがり、〝王〟の代理として命を下す。


「高速機動モード維い持じのまま、自動走行開始。一いつ瞬しゆんでも迅はやく〈武街〉から出ろ」





　──Understand.──





　再び爆ばく音おんを轟かせ、〝騎神〟が動き出す。要が操縦できないため、〝騎神〟は組み込まれたナビゲーションシステムに従い、自動操縦のままこの通りを全速で駆け抜ぬける。


「行かせるか！」


　剣翁が〝騎神〟を喰くいとめようと動く。それを朱雀が斬りかかって阻はばむ。頭上の一閃を躱かわしながら、剣翁は怨えん嗟さの念を向ける。


「貴様ァァッッ！」


「お前の相手は俺だ！」


「ほざけ！」


　なおも朱雀から逃のがれようとする剣翁。しかし朱雀が作り出した停てい滞たいは、〝騎神〟の力を解放させるには充じゆう分ぶんだった。


「鎧がい装そう甲こうパージ！」


　要の命により、〝騎神〟の堅けん牢ろうな漆黒の装甲に切れ目が入り、弾はじけ飛ぶ。


　銀のフレームを晒さらした騎馬は、今最速を得て〈武街〉を駆ける。全すべては〝王〟を救う為ため──あるいは、建造の目的そのものが、今このときのためだったのかもしれない。


「待て、要！」


　要が耳を貸すはずもなく、〝騎神〟は駆け去った。


　その速度には、さしもの剣翁も追いつく術すべが無い。


　さらに悲ひ嘆たんする間もなく、朱雀が迫せまってくる。


「残念だったな」


「…………痴しれ者ものが！」


　要に去られ、ようやく剣翁の敵意は全て朱雀へと向いた。隻せき眼がんに凝ぎよう縮しゆくした怨うらみの視線が、朱雀を射い貫ぬく。


「よかろう……要を殺す前の準備運動だ。来い、四門の小こ倅せがれ」


「是ぜ非ひもない！」


　首を狙ねらって一直線に斬りかかる朱雀。


　その最さ中なか、彼は耳を疑う言葉を聞いた。


「〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟解放オープン」


「何!?」


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、認識アクセス」


　困こん惑わくしつつも、〝禍村正〟で老人の首を薙なぐ。刃やいばの接せつ触しよく前に、剣翁は朱雀の懐ふところに踏み込みその一閃を躱す。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現エグロフ！」


　刹せつ那な、朱雀の全身が星々に彩いろどられた。光り輝かがやく星点を、剣翁の拳こぶしが打ち抜き、また新たな星々が生まれていく。


　どれも軽く鋭するどい拳──人差し指を立てた一本拳！


　この技わざ……この力、間ま違ちがいなく属性〝軍師〟の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟、〝破滅の座クライシスポイント〟。


「まさか……お前!?」


「愚ぐ行こうを悔くいろ」


　嘲あざ笑わらう剣翁の声。同時に、朱雀は右手の〝禍村正〟の刃が、自分の首に向けられていることに気づいた。


　いや、向けられたのではない。


　俺自身が……俺を斬ろうとしている！


「チィッ！」


　舌打ちをして、朱雀は上体を反らして己おのれの刃から逃れた。そして肉体も制せい御ぎよ下に戻もどる。傍はたから見れば滑こつ稽けいな行いだろうが、朱雀はこの自らの攻こう撃げきが返される恐おそろしさを知っていた。


　だからこそ、何とか逃れられた。


　かつて要に見み舞まわれたこの技術──〝神エ理クのス欠ト片ラ〟。


「貴様……飛流と同じ……!?」


「いかにも。儂わしは奴やつの師にして、父親よ」


　悠ゆう然ぜんと語る剣翁。


　朱雀は疑うことなくその事実を受け入れた。技といい性格といい、言われてみれば納なつ得とくできる部分が多々ある。


「なるほどな……そして同じ能力、か。〝神エ理クのス欠ト片ラ〟は同一のものが存在しないと言っていなかったか？」


「飛流家と〝天てん剣けん〟は例外よ。代々同じ力を受け継つぐ。だが儂と要、どちらが上かは、まず貴様に教えてやる！」


　剣翁が朱雀へ踏ふみ込み、再び高速で拳を繰くる。


　それは朱雀の迎げい撃げきを許さず、彼の反応速度を超こえて叩たたき込まれた。


「〝山ゲ羊ヂ座ー〟」


　星せい拳けんを打ち込まれ、朱雀がのけぞる。拳の衝しよう撃げきはさほどない、なのに、全身が火に灼やかれるように熱い。


「星の業ごう火かに灼やかれ死ね」


「な、何を……した!?」


　思考もまた業火に灼かれ、視界に火花が散る。


　体が熱い。


　この感覚……覚えがある。全身が燃え立ち、創つくり変えられる感覚。


　──まさか……これは!?


「気づいたか？　さすがは、かつて〝地刃〟に喰われた男よな」


　剣翁が醜しゆう悪あくな笑えみを浮かべる。あえてこの星拳を選んだのは、相手が朱雀であるため。


「〝生命の実〟と呼ばれる因子を人は持たぬ。ゆえに、〝地刃〟の加護もなく無理にその肉体を活性化すれば、自然と崩ほう壊かいする。唯ゆい一いつ属性〝王〟にして〝刀とう神しん〟たる那な斬ぎり蒼は、人刀の〝剣つるぎ守もり〟が受け継いだ叡えい智ちである紋もん様ようを刻むことで、ある程度〝聖命の禁樹セフイロト・ゲート〟を開くことができるが……貴様には無理だ」


「……才能という、やつか」


「その通り。お前もわかっておろう？　人は生まれつき不平等だ。極者アダム・バルフ同士であっても、差は存在する。〝神エ理クのス欠ト片ラ〟とは魂源ルーアハの顕現。ゆえに、本来その力は全能にして無限。だが、人の脆ぜい弱じやくな体では儚はかなき夢想。ゆえに顕現は限定され、文字通り『欠片かけら』でしかなくなる。それでも〝刀神〟たる者は、持って生まれた資質で、〝生命の実〟がもたらす生命力の顕現〝聖命の禁樹セフイロト・ゲート〟を擬ぎ似じ的に再現し、限りなく人の限界に近づく。貴様と違ちがってな」


　解説は、朱雀を貶おとしめるためだけにされたものだった。


　だが、そんなことでこの少年は絶望したりしない。


　才能の差など、持って生まれたものの違いなど、とうに叩きつけられている。


「……なるほど、な。那斬とは違い、俺なら、肉体が暴走する、わけだ。だが、異メ魔ギ人ド化しないだけ、マシ、だな」


　よろめきながらも、朱雀は倒れない。体勢を立て直し、〝禍村正〟の切っ先を剣翁に向ける朱雀。


　しかし、刃の先に敵はいない。また、敵に懐へ潜もぐり込まれていた。


　重い拳が朱雀の全身に叩き込まれる。両りよう頰ほおが打ち抜かれ、腹にも重厚な一いち撃げきが減めり込む。さらに足あし払ばらいを見舞われ、朱雀は地に伏ふした。


「……ガ……ハッ…………」


「消しよう耗もうしたその身で、儂に勝てると思うたか？　そのままそこで死ね」


　朱雀に興味を失い、剣翁もまたゲートに向かう。


　その足が不意に止まる。見下ろせば──足の甲こうに大おお脇わき差ざしが突つき刺ささっている！


「なっ…………」


　苦痛よりも、驚きよう愕がくが剣翁を襲おそう。這はいながらも追いすがってきた朱雀が、足元にいた。腕うでを伸のばし、彼は左手の大脇差で文字通り剣翁の足を地に縫ぬいつける。


「このクソガキが！」


　怒いかりの形相で、剣翁は朱雀の顔を蹴ける。一撃ではなく、二撃、三撃と、鬱うつ憤ぷんを晴らすかのようにひたすら蹴る。


　しかし朱雀は柄つかから手を離さず、剣翁を行かせようとしない。


　やがて、剣翁も足を止める。


　ここに来て、ようやく──朱雀の意図に気づき始めた。


「貴様……目的は、儂を斃すためではなく、足止めか……？　あの二人を先に行かすためだけでなく、確実に安全圏けんまで逃のがそうと……そのために醜しゆう態たいを晒しているのか？」


　朱雀は答えない。


　上級レリウーリアとの度たび重かさなる戦いに、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟の長時間の解放、星拳のダメージ……会話をする体力も尽つきかけている。蒼を除けば、最も上級レリウーリアを屠ほふったのは彼なのだ。


「愚おろかなことよ……何な故ぜそこまで要に尽くす？　アイツは貴様の命など意に介かいしておらんわ。実の父すら打ち倒し、ただ己おのれのためだけに動く……奴はそういう男だ」


「そう……だな」


　朱雀が顔を上げる。


　疲ひ労ろうと鮮せん血けつに彩られた顔の中で、その瞳ひとみにはけして打ち砕くだけない意志が宿っていた。


「お前の言うとおりだ……アイツは、必要とあらば、俺どころかこの街の人間全てを犠ぎ牲せいにするだろう。世界だって、平気で切り捨てる。だがな、たった一つだけ……信じられることがある」


「何だそれは？」


「アイツは……絶対に那斬だけは裏切らない!!」


　それは、剣翁すら気け圧おされるだけの気き迫はくを伴ともなった言葉だった。


　だがそれも一瞬、剣翁は朱雀の手を摑つかみとり、その手ごと引っ張ることで大脇差を足の甲から引き抜ぬいた。


「戯たわ言ごとを」


　剣翁の見た目からは想像できぬ握あく力りよくに、朱雀の手から、大脇差が零こぼれ落ちる。なおも諦あきらめず、右手の〝禍村正〟で剣翁の心臓を狙う。


　だが、もうその突きに必殺の威い力りよくは無かった。


　剣翁にあっけなく躱され、さらに柄を握にぎる力すら消え失うせ、手が柄から離はなれる。かわりに、剣翁が〝禍村正〟を握り……朱雀の腹に突き刺す！


　朱雀の口から、鮮血が零れ落ちる。


〝禍村正〟の伝承──持ち主に牙きばを剝むく呪のろわれた刀。


　伝承通り、今妖よう艶えんな刃は主たる朱雀を襲う。


「愚かな男よ。そこまで望むなら、ここで朽くちて死ね」


　嘲あざけりを口にしたとき、剣翁は近づいてくる気配に気づいた。街の中心部から、獲え物ものを求めて奴らは来た。


　上級レリウーリアが群れを成なし、こちらへ向かってくる。


　死し闘とうの気配と血けつ臭しゆうが、上級レリウーリアを招き、呼び寄せた。


　しかも、その紅あかい瞳ひとみは〝地刃〟の剣つるぎ守もりたる自分すら完全にエサと認にん識しきしている。〝地刃〟本体も、ここに来てすでに人間の走そう狗くは不要と切り捨てたらしい。


「……時間をかけすぎたな。待てよ、まさか、これも貴様の……！」


　見下ろしたとき、刀の切っ先が顔をかすめた。剣筋は浅く、ダメージには程ほど遠とおい。しかし顔を斜ななめに分かつ傷が、はっきりと刻まれている。


　眼球はまったくの無事で、視界にも出血による影えい響きようはない。それゆえに、はっきりと敵の姿が見えた。


　腹を貫つらぬかれながらも、なお立ち上がり、己に牙を剝いた妖刀を持つ〝騎士アビル〟の姿が。


　妖刀の中の妖刀〝禍村正〟の伝説は、今塗ぬり替かえられた。


　牙を剝かれながらも、その刀を己の物として何度でも立ち上がる不ふ屈くつの剣けん士し。


　長き彷ほう徨こうの果てに、妖刀は今真の主あるじを得た。刀身を主の血で染めながら、その切っ先はまっすぐ剣けん翁おうを向いている。


「キ、サ、マ……！」


「……お前、本当に飛流の父親か？」


　死の淵ふちにいながら、朱雀の瞳は力を失ってはいない。


　いつだってそうだ。いつだって、何度だって彼は立ち上がる。


「何っ!?」


「飛流なら、俺の浅い計略など、すぐに見破っただろう。飛流なら、ただ斃すだけではなく、どう斃すべきか……必ず考えただろう。どうやら、とんびが鷹たかを生んだらしいな」


「ほざけ……負け犬が！」


「負け犬……？」


　朱雀は不思議そうに首を傾かしげる。


「違うな……俺は、ただ託たくしただけだ。恨うらみ骨こつ髄ずいの貴様だが、どうも俺は甘い。せいぜい首を刎はねることぐらいしか思いつかない……しかし、飛流は違う。アイツなら、俺の想像を絶する殺やり方で、お前を斃すだろう」


「…………！」


「いずれ、アイツはお前の前に現れる。そしてお前は後こう悔かいするだろう……何故、奴と戦ったのかと。こんなことなら、ここで負けておけばよかったと。四門さん、何故斃してくれなかったのかと……絶望の中で、貴様は息絶える」


　それは、予言ではなく確信だった。


　澄すみ切った表情の朱雀に、剣翁は何も言えない。


　ただ苛いら立だち、座して死を待つ少年を嘲る。


「ほざいていろ。どうせ貴様は死ぬ」


「……無む駄だ死じにする気はない。那斬ともう一度……戦やるまではな」


「あの小こ僧ぞうは死ぬ運命さだめよ。生き残ったとて、お前が勝てるはずもない。所しよ詮せん貴様は、地を這う虫けら。力を得て勘かん違ちがいしたようだが、それ以上高みに昇のぼれるはずも、強くなれるはずもない」


「なれるさ」


　朱雀は迷いなく言い切った。その瞳は、何も疑っていない。


「絶対に、強くなれる」


「貴様……何故言い切れる？　何を見てきた？」


「知っているからさ……明けない夜など無いと。降り止やまない雨など無いと。超こえられない限界など無いと……！」


「……ほざけ。地べたを這う虫が」


「貴様こそ、妄もう執しゆうの中で足あ搔がいていろ……俺は生きる。生き残る……それが俺の騎き士し道どうだ」


「………………」


　剣翁はもう朱雀に見向きせず、その場から駆かけ去った。


　上級レリウーリアの群れを相手にする気はない。求めるのは、あくまで要だけ。


　何より、彼自身もまた〈武街〉閉へい鎖さ前に街を出なければならぬ身なのだ。


　殺そうと思えば、殺せるだろう。だが、これ以上朱雀を相手にして、無傷でいられる自信は無かった。


　負けるはずはないのに、斃せない。


　本命の相手が控ひかえているとはいえ、憎にくむべき敵を斃せずにこの場を去る──何なのだろう、この虚きよ無む感かんは。


　勝利……とは程遠い。結局は、朱雀の意図した結果になったのだろうか。


　心中で燻くすぶる敗北感すら、朱雀の計算の内かもしれないことに歯は嚙がみしつつ、剣翁は去っていく。


　残された朱雀は、剣翁が遠ざかった後、その場に崩くずれ落ち、茫ぼう洋ようと空を仰あおいでいた。


　もう立ち上がる気力も体力も無い。この体では、走ったところで間に合いはしないだろう。とりあえず足止めの役目は果たしただろうから、仕事は終わりだ。


　後は、蒼と要が何とかするだろう。


　己がすべきことはただ一つ……待つだけ。


　朱雀は静かに目を閉じた。


　もう、その周囲を上級レリウーリアが取り囲み始めている。捕ほ食しよくの時は近い。


　飛びかかろうとする上級レリウーリア──その視界を、まばゆい光が覆おおった。


「ギィィッッッ!?」


　皆みな一様に目を押さえ、嗅きゆう覚かくでエサを捜さがし求める。しかしその嗅覚すら混乱させる鼻を刺さす刺し激げき臭しゆうが立ち込め始めた。


　肉体的なダメージは無いが、一時的に目と鼻を奪うばわれ、異メ魔ギ人ド達は困こん惑わくしていた。


　全すべては、上空から投下した閃せん光こう弾だんと煙えん幕まく弾だんの所業。


　破は滅めつは空からやってきたが、救いの手もまた空からやって来た。


　朱雀の頭上で羽ばたくヘリからロープが伸のびる。その先せん端たんのフックを腰こしのベルトに繫つなぎ、一人の男が〈武街〉に降り立つ。装そう甲こう服とゴーグル付きのヘルメットで完全武装したその男は、即そく座ざに朱雀を抱かかえ上げ、ヘリに合図を送って自分と朱雀ごと空へ舞まい上がらせる。


　全ては迅じん速そくに行われ、男も上級レリウーリアの〝魔テ合フいム〟の影響に[image: ]のみ込まれる前に、息子を救うことができた。


　その穏おだやかな顔を見れば、息子が自分を信じていることが理解できた。


　朱雀は、最初から理解していた。


　街が閉鎖されるのならば、そこに必ず父の意志が介かい在ざいしていることを。


　非常時のためか、残念ながら電話は繫つながらず、直接蒼と要、そして冴木や綾姫の救助を頼たのむことはできなかった。


　だが、それでも父を信じていた。出来うる限りの手段で、必ず何らかの救いの手を差し伸べる──そう信じていた。


　だから、何も恐おそれずに足止めに残った。


　根底の部分で繫がっている二人──そういう親子なのだ。


「……よくやった、朱雀」


　息子への賛辞を呟つぶやき、四門帯刀は下方に視線を落とした。小さくなっていく〈武街〉……自らが建造し、対異メ魔ギ人ドのために全てを懸かけた街。


　だが街は崩ほう壊かいし、〝王〟は敗れた。


　息子を救い出しても、世界の闇やみは晴れない。








　綾姫は息を切らしながらも、無事ゲートをくぐり抜けていた。


　ゲートの周辺には、複数の装甲車と、四門工業の関係者とおぼしき人間が待機しており、彼女を保護するためか、声をかけながら近寄ってくる。


　綾姫は肩かたで息をしながら、その場に座り込んで両手を地につける。


　背後で、ゲートの閉まる音がした。


　複合装甲のシャッターが幾いく重えにも降り、外部からの侵しん入にゆうも、内部からの流出も、全てを拒こばむべく街が閉とざされていく。


　綾姫は目に涙なみだを浮うかべながら、振ふり返る。


　兄は来ない。


　自分だけ、生き延びた。


「お兄ちゃん……！」


　縋すがるように呼んだ名は、空むなしく閉ざされたゲートに拒きよ絶ぜつされた。


「お兄ちゃん…………!!」


　いくら呼んでも、兄が現れることは、なかった。








　ゲートをくぐりぬけた直後、〝騎神〟は稼か動どう限界を迎むかえ、強制停止の状態となった。最大加速モードの後こう遺い症しようとも言える冷れい却きやく作業が終わらない限り、まともに走ることはできない。


　要は〝騎神〟から降り、蒼を背負ったまま歩き出す。きちんと舗ほ装そうされた道なのに、要の目には荒あれ果てた荒こう野やにしか映らない。


「まだ悩なやんでるのかよ、母親殺したこと。だからいまいち本気になれなかったのか？」


　返事があるはずもないのに、要は問いかける。


「くだらないことで、いつまでも悩むなよ」


　蒼は答えない。答えてくれない。


「俺が許してやるよ」


　素っ気無く要は言った。


「それでも自分で自分が許せないなら、そのときは俺が殺してやる。だから……」


　要の目に、悲痛な色が浮かぶ。


　紡つむがれる言葉は、祈いのりにも似ていた。


「とっとと帰って来い」


　急せかすように要は言う。


「俺のところに」


　言い聞かせるように要は言う。


「皆のところに」


　絞しぼり出すように、呻うめくように要は言う。


「姉さんのところに」




　第二章　女達の想おもい







〈武ぶ街がい〉崩壊のニュースは、隠いん蔽ぺいされることなく世界中に配信された。


　もっとも、上空に生じた最大級の〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟、さらに脱だつ出しゆつした住民の存在があれば、隠蔽工作など無意味だろう。


　最も安全だった日本に、今なお胎たい動どうを続ける〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟が生じ、さらに対異メ魔ギ人ド戦の砦とりでたる〈武街〉も崩壊、上級レリウーリアまでその姿を現した。


　かろうじて保たれていた平安のバランスが崩れ、日本は、いや、世界は恐きよう怖ふにおののいていた。


　そして、真実を知る者達は、さらなる圧あつ倒とう的てきな絶望に打ちのめされている。


　対異メ魔ギ人ド戦最終兵器、封ほう刀とう〝裏うら正まさ宗むね〟の消失。


　上級レリウーリアに対たい抗こうしうる極者アダム・バルフの消失。


　そして──属性〝王メレフ〟那な斬ぎり蒼あおいの敗北。


　全ては失われ、全てが敗れ去った。


　だが、まだ何も終わってなどいない。


　何も。








〈武街〉崩壊から数日後、要かなめは四し門もん工業が資金援えん助じよをしている国立の病院にいた。対異メ魔ギ人ド戦における治ち療りようでは世界でも最さい先せん端たん、〈武街〉からもそう遠くはない。


　病院のすぐ傍そばに宿しゆく泊はく施し設せつもあるため、長期の滞たい在ざいも問題ない格好の施設だ。


　そんな場所でも、この絶望を希望に塗ぬり替かえることはできない。


　要は集中治療室の前に佇たたずんでいた。


　広いスペースだが、そこを占せん有ゆうしている患かん者じやは一人だけ。


　壁かべの上半分はガラスで、廊ろう下かから中の様子は透すけて見えた。


　そこにいるのは、肉体に無数の管を通され、人工呼吸器をつけ、数多あまたの医い療りよう機器の制せい御ぎよでかろうじて命を繫ぎとめる友。


　ベッドに横たわる蒼は、今なお意識が戻もどらず眠ねむり続けている。


　要の姿を見つけた担当の医師は、重い表情で彼に話しかけてきた。


「状じよう況きようは……芳かんばしくありません。その……」


「俺には気を遣つかわなくて結構です。はっきり言って下さい、いつ死んでもおかしくないと」


「それは……」


　初老の医師は口ごもる。それが、要の言葉を裏づける何よりの証しよう拠こだ。


「……腹部の傷は、重傷には違ちがいありません。しかし、それ以上に全身が疲ひ弊へいしきっている。肉体的には頑がん強きような方のはずですが、どうしてここまで弱っているのか」


「魂源ルーアハの伝導に異常をきたした。第四鎖式レヴイ・リミツターの後遺症、さらに〝天てん剣けん〟が魂源ルーアハの伝導経路を破は壊かいした。これはもう器うつわである肉体を医学でどう治療しようが、治るもんじゃない。蒼の『生命』そのものがダメージを受けたと言っていい。人間は皆、根底で魂源ルーアハに繫がっている。だが今蒼はその繫がりを断たたれ、生命が枯こ渇かつしている」


「…………？」


　医師には、要の言葉が理解できない。だから、ただ緊きん急きゆう手術の前に、彼が下したある「指示」の結果を告げる。


「とりあえず保管してありますが……あんな物、いったい何に？　そもそも、何な故ぜあんな物が体に……」


「……いずれ使います。捨てないでおいて下さい」


　それだけ言い残し、要はその場を去り、廊下の椅い子すに座る美み亜あの下もとへ向かった。


　蒼の容態を知らせると、彼女はすぐにやって来た。


〈武街〉の崩壊は、真しん武ぶ学園の崩壊に等しい。生徒や職員の処しよ遇ぐうもまったくの未定、もっと言えば、そんなことは後回しになっているというのが正しい。


　とりあえず自宅待機ということになっているが、中にはもう〈武街〉を捨て去り、他校への編入や、別の地域での生活を考えている者もいるだろう。


　しかし、今の美亜は蒼のこと以外考える余よ裕ゆうなどない。


　絶望的な蒼の姿を見てからというもの、彼女はこうやって集中治療室に近い場所で、俯うつむいている。


　要は向かいの壁に背を預け、腕うで組ぐみをしながら問う。


「怒おこらないんだな。てっきり、ひっぱたかれるとでも思ってたんだが」


「……怒る？」


　美亜が顔を上げた。泣き腫はらした顔が、無理矢理笑えみの形を作る。せめて弟の前では、生徒の前では気き丈じように振ふる舞まう──そんな悲痛な意志がにじみ出ている。


「……どうして？　あなたが連れて帰ってきてくれたんでしょ？　あなたがいなかったら、蒼君、死んでたんでしょ？」


「………………」


「あなたが無傷なのは、蒼君を無事に連れ帰るため。あなたに何かあったら、蒼君だって危なくなる。だから、あなたは怪け我がを負わずにいなきゃならなかった。それぐらい、私にだってわかるわ」


「かもな」


　要はそれだけ言った。それだけしか、言えなかった。


「ありがとう。ちゃんと……連れて帰ってきてくれて…………」


　かすれた声で、美亜が言った。そして、彼女はまた俯く。


　要はそれ以上言葉をかけることなく、歩き出した。寄るべき病室は、他ほかにもある。


　蒼とは違う階に、その部屋はあった。


　面会謝絶の個室──病室の前では、既き視し感かんを覚える光景が広がっていた。


　病室前の椅子に座り、俯く影かげ山やま鈴すず香か。


　朱す雀ざくの身を案じる彼女もまた、四門帯たて刀わきのはからいでこの病院にいた。病室にいるのは、言うまでもなく朱雀だ。


　要の足音に気づき、鈴香は顔を上げた。要の姿を見ると、その瞳ひとみに怒いかりを燃やしながら、憎ぞう悪おを叩たたきつけてくる。


「何しに来たのよ……!?」


　美亜とは正反対の対応──しかし、これが正しいのかもしれない。美亜は、ただ必死に堪たえていただけなのかもしれない。


「何で、何でアンタだけ無傷なのよ……！」


　敵意を込めて、要の胸に拳こぶしを叩きつける。


　かつて一戦交えた身、敗北どころか身に染しみる恐怖を味わわされた相手なのに、鈴香に恐きよう怖ふ心しんは無かった。それよりも、怒りが彼女を突つき動かしている。


「那斬蒼は、朱雀よりもっとひどい怪我してる。冴さえ木きさんは、帰って来なかった。会長は、ずっと泣いてる……なのに、アンタだけ何で無傷で平然としてるのよ!?　何で!?」


　また、要の胸に拳が届く。


　要は無表情のまま立ち尽つくし、黙だまってそれを受けている。


　鈴香の目に浮うかぶ涙なみだは、限界を迎むかえて零こぼれ落ち、彼女も唇くちびるを嚙かみ締しめながら涙を手の甲こうで拭ぬぐう。


「朱雀、お腹なかの怪我だけじゃなくて、全身がボロボロなんだって。助かったけど、後こう遺い症しようとか出て、リハビリとかも時間かかるかもって。何で、何でこんなことに……!!」


　力無く、何度も何度も鈴香は要の胸を叩く。


　しかしやがて手を止め、俯きながら悲痛な声で漏もらす。


「わかってるわよ……」


　ポツリと呟つぶやかれた言葉。床ゆかに、涙の雫しずくが滴したたり落ちる。


「朱雀が、自分で決めたんだって。後こう悔かいなんか、してないって。アンタのせいじゃないって。けど、けど……！」


　抑おさえきれない激情。


　対照的に、要は冷静な声で告げる。


「俺のせいだ」


　鈴香が顔を上げると、要はこちらを見ずに、ただ壁を見つめている。目に映るものが何なのかは、鈴香には知る由よしもない。


「あのとき、親父おやじをとっとと殺して三人で無事に逃にげるという選せん択たく肢しもあった。だが、俺は選ばなかった。二人がかりで親父と戦うこともしなかった」


「どう……して？」


「俺は、安全策を取った」


　淡たん々たんと要は言う。自分の所業に一いつ切さいの疑問を持たず、責務をこなしただけ、とでも言うように。


「親父を斃たおすことは、俺の目的じゃなかった。追い詰つめたところで、苦くるし紛まぎれに蒼に手を出されたら、全すべてが終わる。斃す斃さないじゃない、いかに早く、いかに無事にあの場を凌しのぐか……俺はそれしか考えてなかった。多分、先せん輩ぱいもそう考えたんだろうな。だから残った。親父が他に手を打っていることも懸け念ねんして、ギリギリまで足止めをした。ホント、よくやってくれたよ」
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　素す直なおな賛辞──だが鈴香が喜ぶはずもない。そんなもので、この激情を消せはしない。なのに、なのに鈴香は何も言えなかった。


　要の内で燃え滾たぎるものが、それをさせなかった。


「蒼が勝てないのはわかってた」


「…………？」


「不完全な〝正宗〟に、辿たどり着いていない最終鎖式ゲマル・リミツター……不安要素しかなかった。勝てるはずがなかった。だから、俺は予行練習だと割り切ってた」


　いつの世も〝軍師〟は非情なまでのリアリストであることを求められる。勝てぬのならば、せめて次に繫つながる負け方をせねばならない。


「負けて得るものもある。何より恐おそろしいのは未知──一度負けて相手を知るのも悪くない。そう思った。その過程で、俺と蒼以外の全てが失われるかもしれない、その覚かく悟ごもあった。けど……おかしいな」


　小首を傾かしげる要。


　その動作と浮かぶ表情に、鈴香は後じさった。恐きよう怖ふが──かつてこの少年に感じた昏くらい恐怖が──また込み上げてくる。


「わかってたはずなのに──どうして、こんなにムカつくんだろうな…………」


　要は嗤わらっていた。


　左手で自分の額を摑つかみ、鈴香を戦せん慄りつさせながら──嗤っていた。


　怯おびえる鈴香を残し、要はまた歩き出す。


　もう顔から嗤いは消えている。だが、胸の奥で蟠わだかまるモノは、何一つ消えてなどいない。


　階段を下り、二棟とうの病棟に挟はさまれて存在する、中庭に向かう。


　今日は天気がよく、看護師や家族の付つき添そいの下、多くの患かん者じやが日光浴を楽しんでいる。


　庭内は広く、草木と花が生おい茂しげり、病人でなくともつい心を癒いやすために立ち寄りたくなる場所だ。


　要は、庭内でも一ひと際きわ目立つ大木に背を預け、茫ぼう洋ようと佇たたずむ女性の下もとへ行く。


　白衣姿の女性は、この場所でも特に違い和わ感かんがない。禁きん煙えんの院内でタバコを咥くわえているのが多少異質だが、火は点つけていない。


　口くち寂さびしさに咥えているだけ──いや、寂しいのは口だけではないのかもしれない。


「……飛ひ流りゆう、か」


　近寄る要に気づき、真武学園養護教きよう諭ゆ・巴ともえ亜あ紀きは視線を向ける。


　お互たがい、面識は無いに等しい。


　要は生徒としての一いつ般ぱん的な知識、そして噂うわさで聞いた校内で冴木と親しい唯ゆい一いつの存在としてしか、彼女を知らない。


　亜紀もまた、冴木から聞いた話でしか、飛流要という少年を知らない。


　二人を繫ぐのは、冴木だけ。


　そして今、冴木はいない。


　五人の中で、冴木だけが戻もどらなかった。


　街の中心部にいただけに、四門帯刀も救きゆう援えんを送れず、脱だつ出しゆつは彼自身に委ゆだねられていた。


　しかし、彼は戻らず、〈武街〉の中に消えた。


〈武街〉ゲートに設置された監かん視しカメラは、要と蒼、綾あや姫ひめの脱出以降、誰だれも映し出さなかった。


　ゲート閉へい鎖さ後も、防ぼう壁へきが内部から破は壊かいされた形けい跡せきは無い。壁かべをよじ登ることも、電磁防壁が施ほどこされているため、人の身では不可能。そもそも上空の監視ヘリからも、脱出の報告はあがっていない。


　閉とざされた重厚な壁は、彼を包む巨きよ大だいな棺ひつぎでもあったのだろうか。


　初対面にして、重い沈ちん黙もく。


　やがて要は口を開き、冴木と最後に会った者としての義務を果たす。


「冴木さんは……俺達のために、街に残りました」


「……だろうな。かっこつけたかったんだろ。ホント、底なしのバカだ」


　亜紀は嘲あざけるように漏らす。そこに秘ひめられた哀かなしみを、目に光るかすかな雫を、要は見み逃のがさない。


「俺は…………」


「よせ。殴なぐられに来たなら、無む駄だな配はい慮りよだ。それに、けしかけたのは私だ。お前が責任を感じるようなことじゃない」


　達観したように亜紀は言い、空を仰あおぐ。そうすれば、瞳から何も零れはしない。


「ホンット、バカだな。死ぬのが一番かっこわるいってのに」


「あなたと冴木さんは……」


「養護教諭と生徒の仲、だ。ただのな。それとも、カウンセラーと患者か？　どっちにしても、お互い必要以上に入れ込んじゃいないさ」


「………………」


　亜紀の言葉は、事実だろう。


　だからこそ、冴木はずっとあの場所にいた。だからこそ、彼は安らげた。


　だが、冴木は自らの意志でその安住の地を飛び出した。心地ここちよいぬるま湯に浸ひたって、ごまかし合う大人の関係を続けていれば、それはそれで幸福だっただろう。


　けれど、どちらもそれを望まなかった。


　だから亜紀は送り出し、冴木は戦地に赴おもむいた。


　別れは、きっとより深く結びつく再会のためのもの。


　なのに、冴木は帰ってこない。


「私は、医師免めん許きよも持っててな。こんなご時世だ、人手はいくらあっても足りないらしい。〈武街〉があんなことになった以上、当分養護教諭には戻れそうにない。しばらくは、ここでバイトでもするさ。お前も、今できることをしろ」


　亜紀は空から目を離はなし、親指で左方を指差す。


　その先にはベンチがあり、制服姿の一人の少女が腰こしかけている。


「私より、アイツの方が重症だ。行ってやれ」


　要は一礼し、ベンチに向かう。


　制服姿の綾姫が座っていた。


　特に傷を負っているわけでもないが、精神的なショックが大きく、とりあえず療りよう養ようのためにこの病院に滞たい在ざいしていた。


　しかしその心は無明の闇やみを彷徨さまよい、今もまた俯うつむいている。


　要が傍そばに近づいても、顔は上がらない。ただ、小さく呟くだけ。


「お兄ちゃん……いなくなっちゃった…………」


「ああ」


　抑よく揚ようなく要は言う。それしか言えないのかもしれない。


「私のせいよね……私、弱いくせに……戦いに行ったりしたから…………」


　要は何も言わない。


　あのとき集つどった五人の中で綾姫が一番劣おとっていたのは確かだが、本人が自覚しているのに、口を挟んでもしょうがない。極者アダム・バルフ以外と比べれば強い、そんな言葉は無駄な慰なぐさめだ。


「私が、いたから……残ったのよね……？　足手まといの、私のために…………」


　違ちがう、と否定することは簡単だった。


　あの場合、仮に綾姫がいなくとも、冴木は年下の三人のために、特に傷ついた蒼のために、一人敵を引きつけたのかもしれない。


　冴木蘭らん丸まるとは、そういう男だろう。


　しかし要はそれを口にはしない。そんな言葉では、綾姫は何一つ救われない。


「私、ずっとお兄ちゃんの後ろ、くっついてた……」


「…………」


「最初は、弓を習ってた。でも、お兄ちゃんが凄すごすぎて、ついていけなくて、パパもお兄ちゃんにつきっきりだったから……だから、槍やりを始めたの。ちょっとでも間合いが長くて、弓に近いかなって思って……」


　溢あふれ出る想おもい。


　なのに、兄は伝える前にいなくなってしまった。


「私、私まだお兄ちゃんに何にも言ってないのに……私も大好きだよって、言ってないのに……！」


　両手を強く握にぎり締しめ、綾姫が涙なみだを零こぼす。


　とめどなく溢れる涙。


　要は何もせず、ただそれをじっと見つめている。


　やがて、綾姫がポツリと漏もらす。


「何か……言ってよ」


　要は無言のままだ。


　こらえきれなくなった綾姫は、絶ぜつ叫きように近い叫さけびを上げる。


「こんなときぐらい……やさしくしてよ!!」


　顔を上げて、要を見る。涙に濡ぬれた顔を見つめる要は、どこまでも冷ややかだった。


　ようやく放たれた言葉にも、感情の色は見えない。


「好きなだけ泣いてろよ」


「…………！」


「お前が涙を流す分だけ、冴木さんが悲しむ」


　それが最後の言葉だった。


　要はそれ以上一いち瞥べつもくれず、中庭を去る。その背中を、綾姫はずっと追っていた。


　見えなくなるまで、ずっと追っていた。








　中庭を出た足で、要は病院の入り口に向かっていた。受付を抜ぬけ、自動ドアをくぐり、駐ちゆう車しや場じようを通りすぎる。


　建物から出た以上、携けい帯たい電話の使用は問題無い。電話帳に登録してある番号を呼び出すと、どこか疲つかれた印象のある錆さびた声が応じた。


「君か…………」


「いくつか頼たのみたいことがある」


　開口一番、要は電話の向こうの四門帯刀にそう切り出した。


「まず誰にも邪じや魔まされない場所を用意してくれ。俺も心当たりはいくつかあるが、やはりアンタの私兵でガードを固めてくれた方が安全だ」


「……君は、何をする気だ？」


　四門帯刀は、疲れているようだった。


〈武街〉の崩ほう壊かいに、世界各地での異メ魔ギ人ドの跳ちよう梁りよう、そして重傷の息子むすこ。


　確かに、心を重くすることしかない。しかも、異メ魔ギ人ドの殲せん滅めつを願う彼にとっては最悪の事態すら起きた。なのに──その絶望を分かち合えるはずの少年は、普ふ段だんと何も変わってはいない。


「俺は俺のすべきことをするだけだ。〝剣つるぎ守もり〟としてな」


「……那斬蒼は敗れた。そして君でも〝天剣〟と〝地ち刃じん〟には勝てないのだろう？」


「蒼はまだ生きてる。充じゆう分ぶんだろう、それで？」


　要が虚きよ勢せいを張っていないことは、四門にも感じ取れた。彼はまだ、何も諦あきらめてはいない。


「だが……〝正宗〟はもうない。砕くだけ散ったと聞いた。残ったのは柄つかだけ……それで何ができる？」


「不完全な状態だった。砕けるのも当然だった。だが、まだ終わってない」


　要はどこまでも冷静だ。最悪の事態を想定し、善後策を練っていたのだろうか。


「〝天剣〟と〝地刃〟……結局、奴やつらは何がしたいのだ？　今、世界中の異メ魔ギ人ドは共食いを始めている。各地域で生き残った一体は、それぞれ日本に向けて動いている。目的はおそらく……〈武街〉だろう。そして、集まればまた共食いが始まる」


「最後に残る一体、それが重要だ。俺達が〝地刃〟と呼ぶ存在は、そこに宿る。異メ魔ギ人ドの中での究極の個体、全すべてはそれを生み出すためにあった。そして〝天剣〟も共にあるだろう」


「種としての繁はん栄えいではなく、ただ強力な一体を選び出す……そんな非合理なことに、何の意味がある？〝天剣〟とやらも、何がしたいのだ？」


　四門の問いかけに、要は答えを提示した。もう最初から四門はそれを知っているはずだ。


「自分の息子がかつてされた仕打ちを思い出せ。それが全てだ。〝天剣〟と〝地刃〟は単独で種として成立し、より高みを目指している。俺達も異メ魔ギ人ドも……そのために作られたエサであり──器うつわだ」


「うつ、わ……？」


　興味を惹ひかれるが、今の要にはいちいち解説をしてやる余よ裕ゆうなどない。


「場所の提供は簡単だろうが、もう一つアンタにしか頼めないことがある。厄やつ介かいだろうが、こっちの方が重要だ」


　要の二つ目の要求を聞き、電話口の向こうで四門は首を傾かしげた。


「そんなもの、どうする気かね？　君にとってはまったく必要のないものだろう？」


「理由は、準備が整ってから話す。アンタも納なつ得とくするだろう。それに、これから俺が始めることはアンタにとっても悪い話じゃない」


「……〝天剣〟と〝地刃〟を斃たおすため、かね？」


「全てにおいて、必要になる。特に……『六つ目』を得るためにな」


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟……かね？」


　かつて要が語った、対〝天剣〟・〝地刃〟戦で必要となるという六つの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟。


　要が口にしたときは、蒼に叩たたきのめされて意識を失っていたが、その後朱雀から話は聞いている。


　だが、要を除く極者アダム・バルフはすでに戦える状態にない。今さら『六つ目』とやらが顕けん現げんしたところでどうなる？


「〝天剣〟の剣つるぎ守もりも気づいていなかった。見み出いだせていなかった。となると……おそらくあそこにある。薄うす々うす気づいてはいたが、どうやら予備としていくつか後世に託たくす形を取ったらしい」


「何を……言っている？　それも、『三さん剣けん抄しよう』に記き載さいされていることなのか？」


「『三剣抄』には、六つ目の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟は記載されていない。記された属性は五つ、そして六つなければ勝てない、それだけだ」


「…………？」


　四門には歴代の〝剣つるぎ守もり〟の意図が理解できなかった。六つの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟が必要……だが、五つしか言げん及きゆうされていないとは、どういうことだ？


「対〝天剣〟・〝地刃〟戦を想定したとき、必要な五つの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟は導き出せた。同時にそれだけでは勝利に届かないことも予想できた。だから、六つ必要なんだ。〝剣つるぎ守もり〟の予想を超こえたところにある未知の力が、想定外の六つ目が」


〝王メレフ〟・〝軍師ヤツド・イエミノ〟・〝騎士アビル〟・〝射手ツアラフ〟・〝道化バデラン〟……五つの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟では勝てない。


　そもそも、〝天剣〟と〝地刃〟に対たい峙じしたとき、まともに動けたのは蒼だけだ。要もできないことはなかったが、第四鎖式レヴイ・リミツターを戒かい放ほうした蒼とは、身体能力の差で連れん携けいもままならなかっただろう。


〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を揃そろえるとは、多人数で戦うということではない。


　その真の意味は、要だけが知っている。


　そのためにも、「六つ目」を手に入れなくてはならない。


「まだ、何も終わっちゃいない。これからが始まりだ」


　揺ゆるがぬ希望と確信。


　ゆえに、四門帯刀は少年に全てを託した。


「──わかった。場所と所しよ望もうの品の提供はしよう。他ほかに望みは？」


「俺が戻もどったら、病院内のスペースを一か所貸してくれ。場所はどこでもいい。ただし、アンタの会社の設備を搬はん入にゆうしてくれ」


「我が社の……？　まさか、君は…………」


「そのまさかだ。そのためにも、先にこれを片付ける必要がある」


　要の背負う決意を読み取り、四門はもう無む駄だ口ぐちを挟はさむのをやめた。


　どのみち、託すしかない。


　老兵は去り、ただ若き〝軍師ヤツド・イエミノ〟と眠ねむれる〝王メレフ〟に全てを託すのみ。


　彼らしか、この世界を救えない。


「病院の方は、君の帰き還かんに合わせて用意しておこう。しかし、さすがに全ての工程をそこで行うのは……」


「あくまでやるのは仕上げだけだ。素材マテリアルはそちらに送る。かなり手間がかかるだろうが、お宅の会社の技術力なら何とかなるだろう。詳くわしい注文は後でメールを送る」


「……わかった。他に希望は？」


「広告を頼む」


「広告……？」


「ああ。ド派手にな」


　最後の要求を伝え、要は電話を切った。眼前には、病院の敷しき地ちと外を分かつ門がある。そこを出れば、もう完全に病院の施し設せつから脱ぬけ出る。


　決意を秘ひめ、〝軍師〟は孤こ独どくに歩を進める。


「どこ……行くの？」


　投げかけられた声に、要は足を止めた。


　振ふり向くまでもない。この控ひかえめな声は……月つき島しま琴こと美みだ。


　蒼の見み舞まいのためか、彼女もこの病院にいた。出て行く要を見つけ、急いで追ってきたのだ。


「こんなときに……どこ行くの、飛流君？」


　琴美は要に近づき、手を伸のばせば摑つかめる距きよ離りまで来る。要は背を向けたまま答えた。


「野や暮ぼ用ようでな。すぐ戻る」


「戦いに……行くんでしょ？」


　全てを見み透すかしたように、彼女は言う。


　蒼同様、彼女にも隠かくし事ごとは無理らしい。


「行かないで……」


「……行けと言ったり、行かないでと言ったり、忙いそがしい奴だな。言っとくが、そう毎回お前の言うとおりになると思うな。もう平手打ちも喰くらってやる気はない。大体、お前の言葉で俺が動いたなんてうぬぼれるな。俺はただ、やり返すのを忘れてたのと、予行練習を見届けにいく方向も悪くないと思っただけだ。別に俺が出向く以外にも、いくらでも方法はあったんだからな」


　相変わらず要の憎にくまれ口ぐちは健在だ。基本的に、女の言動で自分の行動が決まるのは許せないタイプだから、まあ致いたし方かたない。


　しかし、琴美はなおも続ける。


「那斬君が……あんなになって、四門先輩も大おお怪け我がして……会長や、先生も……すごく、落ち込んでる。冴木さんは……いなくなっちゃった…………」


　琴美の目から涙なみだが零こぼれる。


　要は背を向けているから、その光景を見ることができない。だがどんな顔をしているかは、容易に想像がついた。


「もう……こんなの……やだよ……！　これで、飛流君までいなくなったら……」


　泣きじゃくる琴美。


　その頭にポン、と要が手を載のせる。驚おどろく琴美を、振り向いた要が見つめている。


「心配すんな」


　声は、やさしかった。多分、蒼ぐらいしか聞いたことのない声こわ音ね。


「蒼は死なない。アイツが俺をおいて死ぬはずがない。姉さんが待っているのに、死ぬはずがない」


「飛流君……」


「俺も死なない。蒼が生きているから。お前が泣いているから」


　要の目には、強い光が宿っていた。


　負けない。


　たとえ一人でも、絶対に。


「俺のことなんざどうでもいいから、惚ほれた男の心配でもしてろ。それとも、振られたらもうどうでもいいのか？」


　琴美は首を左右に振る。


　要は微び笑しようし、病院の外へ向けて歩き出す。


　何か言いかけた琴美を押し留とどめるように、彼は己おのれの決意を口にする。


「決ケ着リつけてくる」








　同日、全テレビ局のテロップに、断続的にあるメッセージが流された。


　各社の新聞広告にも、同様のメッセージが掲けい載さいされた。


　インターネット上の広告、各種掲けい示じ板ばんでも、同様の内容が書き込まれた。





　四門工業神か奈な川がわ工場第二ブロックにて待つ。決着つけられたし。




〝剣つるぎ守もり〟飛流要







　誰だれもが首を傾げるその内容を知るのは、世界で二人だけ。


　挑ちよう戦せん状を叩きつけられ、街の雑ざつ踏とうの中で、剣けん翁おうは微笑ほほえむ。


「その気になったか……要。よかろう、すぐ出向く」




　第三章　正まさ宗むね誕生







　その日は雨だった。


　山中の古ぼけた庵いおりは、所々に雨あま漏もりがあり、雨の日は否いや応おうなしに気が滅め入いる。


　もっとも、晴れの日でも住む者の心は陰いん鬱うつな闇やみが蟠わだかまっていた。


　主あるじである老人は、部屋の隅すみで、今日も酒びたり。


　それを咎とがめる家族はおらず、唯ゆい一いついるのは、心配そうな視線を向ける九、十歳の童わらべだけ。


　祖父と孫ほどに年の離はなれた二人だが、血けつ縁えんは無い。


　外の天気を心配する童と対照的に、白髪しらがの老人はただ酒をあおり続けている。


　いつまでも続きそうなその光景は、やがて庵の戸を叩く音によって変化が生じた。


　無関心な老人に代わり、少年が戸をかすかに開けて問う。


「……誰？」


「五ご郎ろう入にゆう道どう正まさ宗むねの庵はここか？」


「…………」


　久しく他人から聞かなかった名に、童は後ろを向いて老人に言った。


「お師し匠しよう様、お客人だよ」


　老人の返答は無い。好きにしろ、という意志に受け取り、童は戸を開けて客人を招いた。


　来訪者の異装に、童は目を丸くした。


　来訪者は、全身を黒い布で巻いていた。頭から足に至るまで、全すべて覆おおい尽つくし、顔すら例外ではなかった。布の巻かれていない両手にも擦すり切れた包帯が巻かれ、これまでの壮そう絶ぜつな人生を想像させる。


　唯一、瞳ひとみだけが真しん摯しな意志を秘ひめながら童に晒さらされており、血を吐はくような言葉を紡つむぐ。


「刀を一ひと振ふり、打って頂きたい」


　声からも性別がはっきりしない。口元も布で覆われているのに、声はくぐもらずに、はっきりと聞こえた。部屋の隅の老人にも、聞こえたはずだ。


「お師匠様……」


　返答を急せかすように、童が言う。老人は溜ため息いきを吐つき、物もの憂うげに答えた。


「誰から聞いたか知らんが、俺はもう隠いん居きよした身だ。この通り、手も震ふるえてろくに鎚つちも持てん。体にもガタが来てる、死に損ぞこないのオイボレよ」


「だからこそだ」


　異装の客人は、平然と言った。


　童は目を丸くし、老人は眉まゆ根ねを寄せた。


「死にかけた貴き殿でんの打つ最後の一刀──だからこそ意味がある。その命を燃やし尽くしてもらわねば、到とう底てい完成などしない。名工たるその集大成、文字通り命がけで振るって頂きたい」


　老体に対して、あまりに無理な要望。


　死ねと言っているに等しい。だが、男は本気だ。


「お願いできないか？」


「帰けえんな」


　それが返答だった。それでもなお何か言いかけようとする来訪者──それを代弁するかのように、童が言った。


「お師匠様、打ってよ。俺、お師匠様の仕事、ちゃんと見たい」


　ピタッと酒をあおる老人の手が止まる。しかしすぐにその手は震え出し、持つ杯さかずきを異装の者と童に向けて投げつける。


　二人に当たることなく、杯は壁かべに当たって砕くだけた。


「帰れ！」


　さすがに、童もそれ以上何も言えなかった。


　男もこれ以上この童に負担を強しいることはできないと感じ、重々しく告げる。


「今日はこれにて。だが、私も退ひくことはできない。聞き届けて頂けるまで、待たせて頂く」


　そうして、来訪者は出て行った。


　言葉どおり、庵のすぐ傍そばに聳そびえる大木の下に座り込み、何日も待ち続けた。


　見かねた童は、何度も老人に進言したが、聞き入れられるはずもない。


　結局、十日目の朝に童は一人で異装の者に話しかけた。


「……悪いけど、無理だと思う。お師匠様、頑がん固こだから。もう刀は打たないって決めてたから」


「何な故ぜだ？」


　問いかけに、童は無力感と共に首を左右に振る。


「わかんない。昔は、すごい刀かたな鍛冶かじだったらしいけど……もう、辞やめたんだって。理由は訊きいても教えてくれない」


「君は……弟で子しか？」


「……一応、そのつもり。でも、何にも教えてくれない。俺、親いなくて、お師匠様が引き取ってくれて……てっきり、手伝いさせられるのかと思ったけど、ここに引きこもって、ずっと酒飲んでる」


　師の凋ちよう落らくぶりに納なつ得とくがいかないらしく、童は唇くちびるを尖とがらせて異装の者の横に腰こしを下ろす。


「多分、無理だよ。諦あきらめなよ」


　諭さとすように言うが、異装の者の意志は固いらしく、童の勧かん告こくに興味を示そうとはしない。


「私はいつまでも待つ。そう正宗殿どのに伝えてくれ」


「……うん」


　社交辞令的に、童は答え、その場から去った。


　一応、伝える気ではいる。


　だが、何も変わりはしないだろう。


　実際、変わらなかった。


　それでも異装の者はひたすら待ち続けていた。


　それこそ雨の日も風の日も──姿勢を変えることなく、ただ同じ場所に居続けていた。いつしかその光景は日常となり、そこにいることに違い和わ感かんもなくなった。


　童も相手を依い頼らい人にんではなく、徐じよ々じよに風変わりな隣りん人じんとして認にん識しきし始め、暇ひまを見つけては、その傍かたわらに座って他愛たわいもない話をするようになっていた。


「アンタ……名前は？」


「ない」


「そんなこと、ないだろ？　誰にだって、名前ぐらいあるよ」


「私はもう誰でもない。あまりにも多くの命を背負いすぎてしまった。私に託たくした者全てが私であり、散っていった全ての者が私だ。今ここにいる私は、たまさか皆みなを代表してここにいるにすぎない」


「……わけわかんない」


　禅ぜん問もん答どうのような答えに、童は頭を抱かかえた。どうもこの隣人の言うことは難しくてしょうがない。大体、格好からして謎なぞだらけだ。


　さらに言えば、どうやって食事を摂とっているのか、睡すい眠みんをとっているのかすらも怪あやしい。


　食事はもちろん、水を飲んでいるところさえも見たことがないし、一度夜中に訪ねてみたときも、寝ねているそぶりはまったく見られなかった。


　よくよく見れば、口元を覆う布も、その表面にざわめき一つ立っていない。


　呼吸すらしているのか怪しい。


　それでも、童にはさほど不気味に思えない。


　そういう低てい俗ぞくな感情を超ちよう越えつしたところに、傍らの者は存在していた。


「……何で、刀がほしいの？」


「斬きるためだ」


「わかってるよ、そんなの。刀は人を斬るためのものだって、お師匠様言ってた」


「人じゃない」


　異装の者の素っ気無い答えに、童は首を傾かしげた。人以外のモノを斬る、そんな刀、あるのだろうか？


「じゃあ、何を斬るのさ？」


「〝天てん剣けん〟と〝地ち刃じん〟」


「何それ？」


　ますます童は首を傾げた。やはり何を言っているのか、まったく理解できない。


「人からすれば、神であり、魔ま性しようだ。それを斬るためには、生なま半はん可かな刀では駄だ目めだ。様々な手法を検討したが、やはり『刀』がいい。『斬る』ということは、それだけでその存在を終わらせ得うる。検討を重ねたが、象しよう徴ちよう的にも機能的にも、この国で発展した刀工技術が最も適していると我々は判断した」


「……我々？　他ほかに、仲間いるの？」


「私以外皆死んだ。私は全ての同どう胞ほうの死を糧かてに、全ての想おもいを胸にここにいる」


　それきり、異装の者は口を閉とざした。


　童も深く追及しようとはしない。


　言葉の節々から、隣となりの存在が歩んできた辛つらく昏くらい道のりが想像できる。それは、子供には理解できない、踏ふみ込んではならない崇すう高こうなものだろう。


　けれど、共感ぐらいはできる。


　うらぶれた老人しか話し相手のいなかった童にとって、この異装の者は、いつしか貴重な語らいの相手になっていた。


　その相手が渇かつ望ぼうする刀──師匠も、打ってやってもいいのではないだろうか。


　だが現実的に考えて、今の師匠に、正宗に、刀が打てるのだろうか？


　一応道具は庵にあるし、刀を「打つ」こと自体は問題無いかもしれない。


　だが肝かん心じんの材料がない。刀を打つには、鋼はがねがいる。いい刀を作るには、なおのこと精せい錬れんされた「玉たま鋼はがね」と呼ばれる素材が必要となるのだ。


　玉たま鋼はがねは砂鉄から精錬されるが、大量の砂鉄に対し、得られる玉たま鋼はがねはごくわずか。


　そして今、この山にはその砂鉄自体がない。


　この場所自体が、日本刀を作ることに適していないのだ。仮に材料を調達したところで、玉たま鋼はがねを得るための精錬設備がない。ゆえに、「たたら吹ふき」と呼ばれる鋼の精錬作業は不可能だ。どうしてもここで作るのであれば、せめて玉たま鋼はがねだけは他で得なければならない。


「けど……今のお師匠様に、鋼を分けてくれる人、いないと思う」


「何故だ？」


「お師匠様、昔は鎌かま倉くらの幕府のお抱えの刀とう匠しようだったんだって。すごい刀いっぱい作って、弟子も俺よりすごい人達が、いっぱいいたって。ここに住んで最初の頃ころは、訪ねてくる人もいっぱいいた。アンタみたいに、刀を打ってって言う人もいた。でも、お師匠様は皆追い返して、しまいには誰だれも来なくなった」


　童わらべの表情は沈しずみ、孤こ独どくな老人に思いを馳はせる。


　正宗は刀だけでなく、童以外との全ての人間と縁えんを切り、孤独にあの庵いおりでうらぶれていた。


　おそらくは、このまま童のみに看み取とられて死んでいく。


　師が病を患わずらっていることを、童は薄うす々うす知っていた。心配はするが、老人は一いつ切さいに耳を貸さず、ただ酒に溺おぼれるだけ。


　それでも童は老人を見捨てられない。


「どうして、お前は傍にいるのだ？」


　問いかけに、童は微笑ほほえんだ。ようやく、子供らしい素す顔がおが覗のぞく。


「お師し匠しよう様って、すごい名人なんだよ。お師匠様の作った刀、何本か見た。どれも切れるだけじゃなくて、すごいキレイだった。あんなキレイな物、俺、今まで見たことない」


　純じゆん粋すいな物とは、ただそれだけで美しい。


　幼く曇くもりの無い瞳は、誰よりも師の偉い大だいさを知っていた。


　後の歴史が証明するように、彼の師が打った刀は、ただの凶きよう器きから芸術の域に昇しよう華かされ、数多あまたの者が追い求めた。


　なまじその生しよう涯がいが伝説に彩いろどられたため、刀匠は偶ぐう像ぞう化され、やがては日本刀の代名詞としてその名を馳せることになる。


　日本刀の中興の祖にして、相そう州しゆう伝でんの大成者。


　最高の刀匠にして、名刀を作り続けた伝説の刀匠。


　たとえそれが偶像であっても、後世の者によって歪ゆがめられた姿であっても、正宗が名工という事実は変わらない。


　鎌倉幕府のお抱えであり、諸国を放ほう浪ろうし、刀の一つの型を完成させた偉大な男。


　だが、後世の者も誰も考えはすまい。


　その最さい期ごが、刀を捨て、ただ酒に溺れる無む為いで堕だ落らくした日々であったなどと。


「お師匠様……何で刀打つの辞めたんだろ……」


　寂さみしげに、童が漏もらす。他の誰が去っても、彼は、彼だけは師を見限れない。


「一度だけ、見よう見まねで鎚つちを振ふるってみたんだ。怒おこられて、すぐ取り上げられたけど。大事な物らしいから、当たり前だけど。けど、本当に辞めたんなら、道具だって捨てるよね!?」


「そうだな。だからこそ、私はここで待っている」


「それに、腰が入ってないって言われた。何も教えてくれないけど、ちゃんと見てたんだよ…………」


　童は両りよう膝ひざを抱え、俯うつむく。声には嗚お咽えつがこもっていた。


　いつしか空は夕焼けに染まり、烏からすの鳴き声が聞こえてきた。


　異装の者はかける言葉を持たないのか、ただ童を見つめながら、いつものように佇たたずんでいる。


　その静せい寂じやくが、不意に破られた。


「下がれ」


　それだけ言い、異装の者は立ち上がった。


「え…………？」


　顔を上げると、そこに異形の存在がいた。


　山の動物と違ちがい、その体はやや前ぜん屈くつながらも完全な人型だ。しかし人ではない。


　グロテスクに発達した筋肉は、くすんだ緑色に彩られ、肌はだもひどく硬こう質しつだ。浮うき上がった血管が毒々しく、どう見ても他者の肉を喰くらうために生み出された存在にしか思えない。


　実際、牙きばは異常なまでに発達し、爪つめも長く鋭するどい。瞳ひとみも白目との境が無く、全て紅あかで塗ぬり潰つぶされ、より凶きよう暴ぼうさを感じさせる。


　童の知識にはまったくない怪かい物ぶつは、その額から突つき出る突とつ起きによって、ようやくある程度理解の範はん疇ちゆうにある存在として認識された。


「鬼おに…………？」


「違う。だが、あながち外れてもいない。元々鬼とは、奴やつらを誤った認識で捉とらえたゆえに生まれた言葉」


「え……？」


「異メ魔ギ人ドだ」


　異装の者は身構えた。


　同時に、異メ魔ギ人ドもまた咆ほう哮こうをあげる。


「ギィィィィシャァァァァッッッッ!!」


　山の全土に広がる奇き声せいをあげ、異メ魔ギ人ドは一直線に異装の者を目指した。


　──逃にげよう！


　そう童は言いたかった。


　だができない。声も出せない。ただ歯を鳴らし続け、震ふるえるだけ。


　すでに体は、敵の発する不可視のプレッシャーに[image: ]のみ込まれ、身動きができない。


　対照的に、異装の者は敵の存在にまったく怯おびえず、ただ冷静に分ぶん析せきを行う。


「下級エナリアの素す手で型か……中級クトニアでなくてよかったな」


　敵が迫せまる。


　禍まが々まがしい爪を武器に、その首筋にかぶりつき、肉を抉えぐろうと迫ってくる。


　それに対し、異装の者は何も持ち合わせていない。足元に黒い布で覆おおわれた包みがあるが、当然武器にはなりえない。


　体格は中肉中背だが、中ちゆう途と半はん端ぱな打だ撃げきなど、敵には通じまい。


　ゆえに、異装の者は敵の力を利用した。


　眼前に伸のびた敵の右みぎ腕うで──そこに、人差し指の第二関節を立てた、一本拳が数発繰くり出される。威い力りよくは敵を止めるには程ほど遠とおいが、迅はやさは勝まさっていた。


　そして──敵の腕が軌道を変える！


「ギィッ!?」


　異メ魔ギ人ドは、困こん惑わくしていた。


　何な故ぜ──何故、俺は俺に爪を向けている？


　答えが得られるはずもなく、鋭い爪は自身の喉のど笛ぶえを切り裂さいていた。鮮せん血けつが宙を舞まい、斃たおれる異メ魔ギ人ド……しかしそのおぞましき食しよく欲よくは、死の淵ふちにありながら、なおエサを求めた。


　残る左腕が、せめて一ひと搔かきでも肉を得ようと異装の者に振るわれる。


　異装の者は、右手で敵の手を振り払はらい、身を守った。しかし爪で手に巻いていた包帯を裂かれ、初めて瞳以外の地じ肌はだが覗く。


「ギ…………」


　最さい期ごの抵てい抗こうもさほどの成果を上げられず、異メ魔ギ人ドはようやくその生命の灯ひを燃やし尽つくし、仰あお向むけに斃れた。


　その瞬しゆん間かん、童を縛しばっていた〝魔テ合フいム〟の呪じゆ縛ばくも解ける。


　混こん濁だくした意識が正常に戻もどり、彼は異装の者と異メ魔ギ人ドの死体、両方に目をやりながら、茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。


「何だ、コイツ……」


「異メ魔ギ人ドだ。いずれ、世に溢あふれ出て人を滅ほろぼす」


「そんな……」


「まだその日は遠く先のことだ」


　平然と言う異装の者を、童は畏い怖ふを湛たたえて見つめる。その右手に巻かれた包帯が一部切り裂かれていることに気づき、童は晒さらされた相手の肌を凝ぎよう視しする。


　切り傷はある。


　なのに、血は一ひと滴しずくも出ていない。


　いぶかしんで顔を近づけると、今できた傷以外に、無数の傷きず跡あとがその手に刻まれていることに気づいた。さらにその傷跡の上に、刺青いれずみとおぼしき無数の文字が上書きされている。


　文字……とはいえ、まだ読み書きさえ不自由な童には、正確なことはわからない。


　ただ明らかにこの国のものではなく、異国のものであることは想像がついた。


「アンタ……どこから来たの？」


　あらためて眼前の者の素す性じように興味がわいてくる。恐おそれを通り越こし、ただ知りたいという純粋な気持ちが童を突き動かす。


「遠くから」


「……異国？」


「ああ。ずっと、旅していた」


　童は、それ以上尋たずねることができなかった。


　どれぐらい、この人は旅をしてきたのだろう？


　どんな思いで、どんな過か酷こくな道のりを重ねて、ここに来たのだろう？


　すでに衣ころもはあちこち擦すり切れ、肉体すら無数の傷に彩られている。手だけではなく、おそらく全身が惨さん状じように覆われ、あの異国の文字が刻まれていることだろう。


　傷を負い、さらにその上に文字を刻む──まさに苦行だ。


　ふと、童はこの異装の者の輪りん郭かくが、ひどく儚はかなげなことに気づいた。


　よくよく見れば、実感が無い。


　かろうじてこの場に存在している、かろうじて命を繫つなぎとめている……そんな印象だ。


　今にも霧きりのように四散して消えてしまう──そうなってもおかしくない気がした。


「アンタ……生きてるの？」


「かろうじてな。数多の犠ぎ牲せいが、私を現うつし世よに留め置く術を完成させた。異メ魔ギ人ドを斃せたのも、築き上げた闘法のおかげだ。だが、未完成だ。そして私にはもう時間がない」


　異装の者の瞳に、感情の色が宿る。


　それを哀かなしみと見定め、童もまた胸を押さえる。


「……大だい丈じよう夫ぶか!?」


　童が振り返ると、後ろに師匠たる正宗がいた。あの異メ魔ギ人ドの咆哮を聞き、駆かけつけたのだろう。


　息を切らし、感情をあらわにして、師は童を見つめている。


　童わらべは小さく頷うなずき、異装の者を呼び出した。


「大丈夫、だよ。この人が助けてくれた……」


　正宗は、いぶかしみながら、異装の者を見た。ようやく、互たがいに目を合わせて対たい峙じする二人。


　異装の者は一礼し、丁てい寧ねいに応対する。


「お弟で子し様に怪け我がは無いようだ。もう夜だ、このまま連れて帰って頂きたい。この死体は、私が埋うめておきます」


「……ああ」


　抑よく揚ようなく答え、正宗は童の手を引き、庵いおりに戻る。


　童は何か言いたげだったが、結局言い出せずに正宗に付き従った。それでも視線は最後まで異装の者を追い、何かを訴うつたえている。


　やがて夜は更ふけ、異装の者は変わらず大木に背を預け、その根元に座っていた。すでに異メ魔ギ人ドの死体は無く、ただ黒い布に覆われた五体だけが、夜の闇やみに溶とけ込んでいた。


　その静寂に、異物が侵しん入にゆうした。


　近寄る人物に気づき、異装の者は尋ねる。


「何用か？」


　眼前に正宗が立っていた。手には酒の入った瓢ひよう簞たんを提さげ、もう片方の手には杯さかずきが二つ握にぎられている。


「……礼が、まだだったからな。出来の悪いガキだが、一応弟子だ。ありがとうよ」


　そう言って、正宗は傍かたわらに腰こしを下ろした。杯に酒を注つぎ、異装の者へ勧すすめる。


「結構だ」


「飲めないのかい？」


「もう、何も受け付けない体になった」


「………………」


　それ以上勧めることをやめ、正宗は自分の分のみを注ぎ、酒をあおる。夜空には満月が浮かび、酒の肴さかなには絶好だ。


　獣けものも声を潜ひそめ、邪じや魔まするものは何も無い。


　なのに、正宗の顔は一向に晴れない。


「あのガキの親は……俺が殺した」


　吐はかれた言葉は、寂せき寥りようと悔かい恨こんに満ちていた。すでに人生の終しゆう焉えんが近づき、老ろう齢れいに至る者が出してはならない、悔くやみの声。たとえ命尽きたとしても、その未練は来世に持ち越されてしまうだろう。


「殺した、とは？」


　異装の者の声は静かだった。特に驚おどろいた様子もない。


「あのガキの両親は、野盗に襲おそわれて死んだ。一人だけ生き残ったアイツは、道みち端ばたでわんわん泣いてやがった」


　正宗はまた酒をあおり、目を閉じた。甦よみがえる光景に唇くちびるを嚙かみ締しめ、重い口調で語り出す。


「俺が通りかかったとき、もう野盗はいなかった。ただ、アイツの両親の死体に刀が突き刺ささってた。言うまでもないが、その刀でアイツの両親は殺された」


「その刀は──」


「俺の打った刀だ」


　杯を地に置き、正宗は天を仰あおいだ。月に照らされた顔は、過去に囚とらわれていた。いくら飲んでも、酔よいつぶれても、その心はいつだってあの日を彷徨さまよっている。


「一目でわかったよ、俺の打った刀だとな。俺ぁ元は幕府お抱かかえの刀とう匠しようだ、人様に献けん上じようする刀にゃ、基本銘めいは入れねぇ。もっとも、俺にはそんな礼れい儀ぎどうでもよかった。俺の刀はそんじょそこらの刀匠の打った物とは違ちがう……誰だれが見ても、俺の刀だとわかる。そう思ってた。それが誇ほこりだった」


　正宗は自じ嘲ちよう気味に笑い、瓢簞を直接口元に運び、酒をあおる。口の端はしから零こぼれた雫しずくを手で拭ぬぐい、また重い口調で悔恨を吐き出す。


「あのときも、すぐにわかった。俺の刀だとな。刃は紋もんや造りからもピンときたが、斬きれ味もまさに俺の刀だった……うまく斬られてたよ、アイツの父親も母親も。刃は毀こぼれもせず、血に塗まみれたまま、突つき刺さってやがった」


「何故、あなたの刀はそこに？」


「さあ、な。もちろん野盗のために刀打ったことなんざねぇ。だが、どんな貴い御ご仁じんに献上しようが、所しよ詮せん刀なんざ人斬り包丁よ。流れ流れて、誰の手に渡わたるかわかんねぇ。いや、誰の手に渡るなんざは、どうでもいい。結局のところ、誰の手にあっても、人を斬る。それが刀だ。当たり前のことだがな」


「ゆえに、刀を捨てたのか？」


　異装の者の問いに、正宗は小さく頷いた。


　無む辜この童の両親の命を奪うばった罪。


　間接的に、あの童の親を殺したのは、己おのれなのだ。


「俺ぁ、それまで刀を打つことしか考えてなかった。いい刀を造る、つまりは、より頑がん丈じようでより斬れて、より綺き麗れいで、より人が殺せる刀を造る──それを目指してた。それが誇りだった。年くっても、諸国を渡って技術を学んだ。刀を打つたびに、腕が上がってく気がした。けどな、結局俺は何にもわかっちゃいなかった……」


「──あなたが刀を捨てても、何も変わりはしない。あなたが刀工の道を選ばなかったとしても、あの子の両親は殺されていただろう。他ほかの誰かの刀で」


「……だろうな。俺一人が鎚つちを置いても何も変わらないように、俺一人が刀を打っても、何一つ変わらねぇ。だが、俺はもう打てなくなった」


　正宗は己の両手を見つめる。酔いとは関係なく、その手は震ふるえていた。たとえ鎚を握っても、もう役立たずなのは誰が見てもわかる。


「俺の言ってるこた、ただの甘い戯たわ言ごとよ。刀を打たなくなった刀工は、それだけで意味がねえ。たとえ人斬り包丁だろうが、それを求める奴やつがいる。それが必要なときがある。それがわかってるから、刀工はみーんな鎚を振ふるってる。疑問を持とうが、騙だまし騙しやってんだよ。だから、俺はただ逃にげ出しただけだ。テメェの人生懸かけた仕事を、老いぼれてから放ほうり出して、ただ酔いどれてるだけだ」


　正宗は瓢簞の酒を飲み干し、また己自身を嘲あざける低い笑いを漏もらす。


　誰が知るだろう、後の世に比類なき名工と謳うたわれる男の、こんな姿を。


　それまでの人生を否定し、うらびれた最さい期ごを迎むかえようとしている、こんな姿を。


「何でアンタが俺を求めてるのかは知らんが……他当たりな。今の俺には、刀は打てねぇ。打ったところで、こんな男の刀、使い物にならん」


「そんなあなただから、頼たのみたい」


　正宗の苦く悩のうなど意に介かいさず、異装の者は言う。


　老人は困こん惑わくしながら、傍らの者を見つめる。あちらもまた、老人を見ていた。


　互いに目が合う。


　逸そらすことなく、異装の者は続ける。


「私が求める刀は、私が使うのではない」


「じゃあ、誰のためのものだ」


「……わからない。同どう胞ほうの予言では、ずっと後の世の、おそらくは子供が振るうことになるだろうと言っていた」


「お前さん……何を言っている？」


　弟で子し同様、師もまた、この奇き妙みような依い頼らい者の正体をおぼろげながら感じ取り始めた。


　この男の求める刀、それは想像するより、もっとずっと重い意味を持っているに違いない。


「だが、一つだけ言えることがある。その者も、きっと迷うだろう。たとえ相手がこの世界の存在でなくとも、たとえ斃たおさなければ我らが滅ほろびることになったとしても、彼はきっと悩なやむだろう。悩んで、罪を全すべて背負って、それでもなお前を向いて戦い続けるだろう。だからこそ託たくせる。そんな男だから、我らの希望を託せるのだ」


「………………」


「斬る、というのは罪深い行こう為いだ。いかなる理由があれ、誰かを守るためだとしても。だが、誰かがやらねばならない。だがその誰かは、何も考えず刀を振るう者であってはならない。哀しみに身を焦こがし、罪を背負い、それでも這はい上がって立ち上がる者でなくてはならない。そうでなければ、力を手にする資格は無い。〝王メレフ〟と呼ばれる資格など無い」


　異装の者は、立ち上がっていた。


　彼は託すために来た。もう自身に残された時間は少ない。


　だからこそ、託すために、後の世に対〝天てん剣けん〟・〝地ち刃じん〟用の唯ゆい一いつ無二の武器を残すために、彼は数多あまたの死を乗り越こえ、この地に舞まい降りたのだ。


「俺には……そんな大層な刀を打つ資格なんざ、ねえよ」


　吐き捨てるように言い、正宗は顔を逸らす。


　ずっと苦悩していた。


　あの日あの童の泣き顔を見てから、その両親の死体に突き刺さった刀を見てから、己の所業の罪深さを知ってから、ずっと無明の闇を彷徨っていた。


　それが、罰ばつだと思っていた。


　刀工の道を捨て、寂さびしい最期を迎えることが、唯一の罪つみ滅ほろぼしだと思っていた。


「ならば、何な故ぜあの子を引き取った？」


「……んなもん、ただの気まぐれだ。いや、単にテメェの罪を帳消しにしたいだけかもしれん」


「違うな。あなたは、自分の罪と向き合うために、あの子を傍そばに置いた」


「………………」


「あなたは一番辛つらい道を選んだ。そんなあなただからこそ、頼みたい」


　異装の者はまっすぐ正宗を見て言った。


　だが彼は目を逸らす。


「俺は…………」


「打ってよ」


　あどけない声に、二人は声の聞こえた方を見た。


　童が立っていた。


　師の苦悩を洗い流すように、屈くつ託たくのない笑みを浮うかべて、彼は言う。


「俺、知ってたよ。お師し匠しよう様の刀で、おっ父とおっ母が死んだこと」


「お前…………」


「でも、いいんだ。俺、お師匠様が苦しんでるのを見る方が、もっと嫌いやだ」


　そう言って童わらべはまた笑みを深くする。


　正宗は、もう何も言えなかった。


　何故子供は、無む垢くなままで生まれて来るのか。


　それはきっと、大人の罪を洗い流すため。


　罪深き存在を救うために、生まれてくるのだ。


　声を殺して、老人は泣いた。雫が地に落ち、染しみを作る。


　やがて彼が顔を上げたとき、その眼前に異装の者が黒い包みを差し出していた。包みは解かれ、中の物を晒さらしている。


「これは…………」


　正宗も、近寄って覗のぞき込んだ童も、目を瞠みはった。


　ざらついた表面の岩石のような塊かたまりは、紛まごうことなき玉たま鋼はがねそのもの。


　知らぬ者が見れば、これがあの日本刀に生まれ変わるとは、到とう底てい思えぬ無骨な刺とげ々とげしい塊だが、正宗の目にはそれが膨ぼう大だいな量の砂鉄を溶とかし込み、長時間炉ろにかけ、手間をかけて精せい錬れんした最高の素材だとわかる。


　しかし、何かが違う。


　これまで目にしたことない極ごく上じよう品ひんだが、既き存そんの素材とは何かが違う。いかに極上の素材とはいえ、外見はあくまでも常識の範はん疇ちゆうを出ない、想定内の物。なのに、何か引っかかる。


　例えば──そう、まったく別の素材が、表面上だけを似せて、この形に落ち着いたような……そんな違い和わ感かんを覚える。


「選び抜ぬいた上級レリウーリアの武器型の刃と、ごく微び量りようを入手した〝地刃〟の欠片かけら、そして用済みとして捨てられた〝天剣〟の剣つるぎ守もりの血肉……それらを混ぜ合わせた物だ」


　解説をされても、正宗と童にわかるはずもない。


　しかし、これが通常の玉たま鋼はがね以上に過か酷こくな工程を経て精錬されたことだけは想像がついた。


「錬金の秘法を用いて、何とかこの形に固定できた。数多の犠ぎ牲せいを払はらって、得られたのはこれだけしかない。一ひと振ふり打つ分しかないが、それだけでも我々の戦った価値はある。文字式もすでに組んである。後はこれを刀に鍛きたえあげるだけだ。頼めるか？」


　正宗は無言で包みごと玉たま鋼はがねを受け取った。


　それが答えだ。


「ご依頼──受けさせて頂く」


　もう、そこに酔よいどれた老人はいなかった。


　そこにいるのは、後の世に名工と謳われる男、五郎入道正宗。


　ようやく見ることのできた師の真の姿に、童はまた微笑ほほえむ。


　祝福するかのように、月光もまたその光を増したように思えた。








　翌日、正宗は正装に着き替がえて庵いおりに鎮ちん座ざしていた。


　正装と言っても、刀工の真の正装は仕事着だ。烏え帽ぼ子しを被かぶり、神職の斎さい服ふくに似た白い衣ころもを纏まとい、全身から厳おごそかな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。


　元来、刀とは神に捧ささげる物。


　刀造りとは、いわば神に捧げる神事とも言える。


　まして、それが文字通りその生しよう涯がいを懸かける仕事とあれば、厳げん粛しゆくな気持ちで臨のぞむのは当然だ。


　そして、それを見つめる異装の者と童。


　二人は立ったまま、偉い大だいな刀工の最後の仕事を見つめている。


　そして、正宗は動いた。


　すでに素材は揃そろい、後は鎚で打ち込んで鍛え上げ、形を整えていく。


　台にもたらされた玉たま鋼はがねを置き、正宗は熱した鎚を打ち下ろした。狭せまい庵はすぐに熱気で満ち溢あふれ、ただ鎚の音だけが響ひびいていった。


　長い長い作業──だが、傍かたわらで見つめる二人は微び動どうだにせずその仕事を目に焼き付けている。


　日本刀の製造の概がい要ようは、まず玉たま鋼はがねを鎚で鍛え、それから刀身の形を作り上げていき、最終的にその刃を研とぎ上げることで完成に至る。


　そのどれもが職人の技量の結集であり、気の抜けない作業だ。


　特に、今日の作業は困難を極きわめた。


　異装の者がもたらした玉たま鋼はがねは、恐おそるべき硬こう度どを誇ほこっていた。生半可な打ち込みでは、鎚が跳はね返される。精神を集中し、一点を見定め、文字通り全身全ぜん霊れいを込めることで、ようやくその一打が身を結ぶ。


　老体には、あまりに手て強ごわい素材──語られた通り、本来は鋼とはまったく異なる材質なのだろう。


　だがそんなことはどうでもいい。


　どうせ生涯最後の仕事だ──全力を込めなければ鍛え上げられないというなら、この命を捧ぐまで。


　おおまかな形作りを終え、正宗は小こ鎚づちに持ち替かえて、鍛え上げた鋼を本格的に刀身の形に整えていく。


　いよいよ刀身の形が決まる作業だけに、通常は色々と試行錯さく誤ごもするし、完成形に向けて思い悩むことも多い。


　なのに、今日はそれが無かった。


　まるであらかじめ刀身の形が定められているかのように、迷うことなく刀身の形が思い浮かび、それに沿って手が動く。


　異装の者からは、何も要求されていない。


　ただ思うがままに打てと言われた。おそらく、あの素材にはもう完成形の素地まで内包されていたのだろう。いや、きっと刀を打つとは、元々そういうことだ。もたらされた素材から、ただ理想的な形を打ち出すだけ。


　それは刀工の仕事だ。


　だからただ思い浮かぶ太た刀ちを打てばいい。


　長さは五尺──おそらく、それが最良だ。長大で重さも相当な物になるが、きっと彼なら使いこなせる。その長さは、一振りで多くの敵を斃すだろう。


　出会うことが叶かなうはずのない後世の持ち主──なのに、正宗にはその勇姿が想像できた。心も躍おどる。後世に、後の世に誇れる物を残す──職人として、これ以上の喜びはあるまい。


　そんな浮き立つ心と正反対に、肉体は衰すい弱じやくしていた。


　体が重く、鎚つちを振ふるうたびに命が吸い取られていくようだ。おそらく、それもこの素材の性質なのだろう。なるほど、死が近づいた自分にしかできない仕事だ。


「お師匠様……」


　師の異変を感じ取り、童はその背に駆かけ寄ろうとする。それを異装の者が止めた。


「やめろ」


「だって……このままじゃ、お師匠様……！」


「死ぬだろうな。あれは生気を喰くらう。まして造形前の原態、無む秩ちつ序じよに目の前の存在の生気と記き憶おくを喰らっていく」


「そんな……何でそんなこと！」


　師への仕打ちに、童が怒いかりを露あらわにする。だが異装の者は冷ややかに告げる。


「必要だからだ。そうしなければ、数多の者の生気と記憶を喰らわねば〝天剣〟と〝地刃〟には勝てん。お前の師にはすでに伝えている。本当の意味で、命を捧げることになると」


「だからって……！」


「目を逸そらすな。ちゃんと見ろ。お前の師匠を、日本一の刀工の最後の仕事を」


　童は、もう何も言えなかった。


　ただ、黙だまって師の最後の仕事を見届ける。


　やがて、仕上げの時が来た。


　できあがった刀身を水に浸ひたし、焼き入れと呼ばれる作業を行う。充じゆう分ぶんに冷れい却きやくをした後は、いよいよ研とぎ──日本刀を日本刀たらしめる斬きれ味を生み出す仕上げの作業だ。


　ここに至るまでの時間は、通常の作業時間よりかなり短い。


　すでにその完成形を内包した鋼は、刀工の心身を根こそぎ奪うばい去るかわりに、迅じん速そくにその形を変えていく。それは同時に、正宗の体力の限界が早まることも意味していた。


　研ぎの仕上げまで来たとき、もうその老体は気力だけで動いていた。


　そのくせ、刀身を研ぎ上げる動きに、一糸の乱れも無い。正宗の命を吸うように、より刀身はその美び麗れいな刃は紋もんと鋭するどさを磨みがき上げていく。


「もう……いい。もういいよ、お師匠様……！」


　懇こん願がんするように童が言う。だが正宗はやめない。口こう腔こうに這はい上がってきた血をこらえながら、必死に作業を続ける。


「お師し匠しよう様……」


　涙なみだを堪こらえながら、童がその背に駆け寄る。


「手ぇ出すな！」


　師に一いつ喝かつされ、童の足が止まった。


「やっとなんだ……やっとできる。やっと、やっと人様に胸張れる刀が打てんだよ。やっと、俺の殺してきた連中に、顔向けできる刀が打てんだよ……」


　死の淵ふちにありながら、言葉は希望と誇りに満ちていた。


　唇くちびるを嚙かみ締しめ、童はじっと見守る。その後ろには、異装の者もいる。


　正宗は何度もよろめき、何度も血を吐はいた。それでも作業には一いつ切さいの支障をきたさず、穢けがれた血を、神聖な刀身に一ひと滴しずくでも零こぼすことはしない。


「よお……アンタ」


　研ぎの終しゆう盤ばん、正宗は異装の者に声をかけてきた。


「何だ？」


「この刀を振る子供ってのは、どんな奴やつなんだ？」


「わからない。予言でわかったのは、名前だけだ」


「どんな名だ？」


「蒼あおい、と」


「……いい名だ」


　それが、最さい期ごの言葉だった。


　研ぎは終え、あとは刀身の根元、柄つかに納まる茎なかごと呼ばれる部分に銘めいを刻む銘切りだけ。


　だが、それが行われることは無かった。


　彼の矜きよう持じが示すように、その必要も無かった。


　もう作業台の上には、比類なき名刀が、相州伝の伝統を完全に受け継ついだ、誰だれが見ても正宗の作とわかる一刀が置かれていたのだ。


　前のめりに、ゆっくりと正宗が倒たおれていく。


「お師匠様!!」


　童わらべが駆け寄り、師匠の体にすがりつく。


　もう、事切れていた。


　なのに……なのに、何な故ぜだろう。


　何故、哀かなしくないんだろう？


「お師匠様……笑ってる」


　目に涙をいっぱいに浮うかべながら、童は言った。異装の者は小さく頷うなずく。


　最期の仕事を終え、誇り高き刀工は逝いった。


　己おのれの罪を清算し、後の世の時代を切り開くべく、その一刀に全すべてを込め、彼は死んだ。


　死に顔は、やすらかな笑え顔がおだった。


　どれだけ苦しんでも、どれだけ迷っても、きっとその生涯に悔くいなんてなかった。


　最期に、最高の刀を打てたのだから。


　最期に、最後の弟子に、その仕事を見せられたのだから。


　異装の者もまたその遺体に近づく。


　地には、血文字で遺言が刻まれていた。





　蒼に捧ぐ





　そう残されていた。


　それが、遺言であり、未来に残した希望。


「お師匠様…………」


　童は泣かなかった。泣けば、師の最期の仕事を汚よごすことになる。弟で子しとして、彼はその幼い体で全てを受け止めた。


　作業台で、美麗な刀身が光っている。抜ぬき身みの刃はは、偉い大だいな刀工の全てを受け継ぎ、その生しよう涯がいの栄光を証明するかのように、いつまでもその美しさを保つだろう。


　後に人じん刀とうと呼ばれ、五郎入道正宗最後の一ひと振ふりにして、歴史の闇やみに埋うもれる刀。


　封ほう刀とう〝裏うら正まさ宗むね〟、ここに誕生。








　数日後、庵いおりの傍そばに小さな墓が作られた。


　後に様々な伝説と議論を呼ぶ正宗の墓、それは深山の中にひそやかに存在した。


　童は花を供え、師の最後の作である刀を両手に敷しいた布の上に載せていた。


　刀身は完成したが、本来日本刀とは、刀工以外にも様々な職人が手を入れる総合芸術だ。


　抜き身の刀身だけでなく、柄も鍔つばも、鞘さやも必要になる。


　しかし、それらの品はすでに異装の者が用意しており、〝正宗〟は本当の意味で完成を迎むかえていた。


　柄は通常の物と特に変わらないが、鞘と鍔は異形の品だ。


　鞘は通常の収納型の物ではなく、金属の質感を持つ黒い帯状の物。一見すると革かわを巻きつけたような格好だが、その強度はいかなる衝しよう撃げきからも刀身を守り抜く。


　そして鍔。


　真円の形状に、図ず柄がらの形を刳くり貫ぬくことでその形を浮かび上がらせる〝陰かげ透すかし〟と呼ばれる技法を凝こらした品だ。浮かび上がるのは文字の意い匠しようだが、童にはそれが何を意味するのかはわからない。


　異国の物であるのは明らかで、かつて見た異装の者の手に刻まれた刺青いれずみと同じ文字であることだけは、かろうじて推測できる。


「この刀……どうするの？」


　童の問いに、異装の者は静かに答えた。


「やがて、この刀に相応ふさわしい者が現れるだろう。それまでは、鍛きたえあげる」


「鍛える……？」


「そうだ。優ゆう秀しゆうな剣けん士しの生気と記憶を喰らい、いずれ来る日までこの刀を鍛えあげる。今のままでは、まだ到とう底てい勝てはしない。だが、いずれ時が来れば──私は見届けることができないだろうが」


　異装の者は、どこか寂さみしげに言った。


　もう、終しゆう焉えんの時はすぐそこまで来ていた。世界各地で、異メ魔ギ人ドに、〝天てん剣けん〟に抗あらがいし同どう胞ほう達。


　来きたるべき戦いのために彼らは必死に対〝天剣〟・〝地刃〟用の武器と闘法を追い求めた。


　その中で、ほとんどの者は死に絶え、最後に残った一人に後事を託たくした。


　その最後の一人さえ、傷つき、本来であればもう死んでいるはずの身だった。


　しかし対〝天剣〟・〝地刃〟を想定した秘術の応用で、かりそめの生を得た。そして、ようやくその役目も終わろうとしている。


　この数日、童から頼たのまれ、伝えるべきことは全て伝えた。


　あとは……別れだけ。


「私は、もうすぐ消える」


　儚はかなげな言葉の通り、異装の者の輪りん郭かくは、ぶれだしていた。もう、いつ消えてもおかしくない。


「お前は……どうする？」


　問いかけに、童はまっすぐな瞳ひとみで答えた。


「守るよ。この刀は、俺が守る」


「『蒼』が来るまで、先は長いぞ？　お前だって、生きてはいない」


「だったら、俺の子供が守る。子供が死んだら、孫が守る。ずっとずっとここにいて、ずっと守っていくさ」


「そうか」


　異装の者は目を閉じた。


　笑って──いたのかもしれない。


「名を聞いていなかったな。何という？」


「かなめ」


　そう言って、童は笑った。


「そうか。使命を受け継いでいくには、姓せいがいるな。飛ひ流りゆう、というのはどうだ？」


「うん、それでいい」


　屈くつ託たくなく笑うかなめの頭を、異装の者はそっと撫なでた。そして、右手で〝正宗〟の柄に触ふれる。


「さよならだ。だが、私はいつだってお前と共にある」


　その瞬しゆん間かん、異装の者は消失した。


　その全存在を〝正宗〟に吸収させ、完全に消え失うせた。後に数多あまたの剣けん豪ごうの記き憶おくと生気を喰くらうことになる〝正宗〟──最初にその身を捧ささげたのは、何ど処この者とも知れぬ、異装の者。


　かなめは、泣かなかった。
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　泣いてなんかいられない。やるべきことがあるのだから。


　大おお太刀たちを手に、彼は歩き出した。


　後に彼が最初の著者となる『三さん剣けん抄しよう』。


　そこには、〝正宗〟に宿る者の名が刻まれている。


〝剣けん者じや〟と呼ばれる存在は、その後人刀の〝剣つるぎ守もり〟の間で語り継がれることとなる。


　だがその真実を知るのは、この少年と──後の世の二人だけ。


　全ては昔、昔々の話。








「わかってるさ」


　長い夢の中で、彼は呟つぶやいた。すべきことは、わかっている。


「もう負けない」


　そう誓ちかった。偉大なる刀工と、その存在の全てを捧げた〝剣者〟。


　そして、何百年も前から、ずっとずっと一いつ緒しよの親と友も。


　彼らの想おもいを背負って、立たねばならない。


　蒼は──立たねばならない。




　第四章　要かなめの戦い







　その日は無風だった。


　嵐あらしの前の静けさ──とは使い古された表現だが、確かに嵐は目前に迫せまっていた。


　その場所は荒こう野やの如ごとく人気が無く、完全に無人だった。


　かつては四し門もん工業の主要工場として操業していたが、老ろう朽きゆう化かが進み廃はい棄きされ、今のところ稼か動どうはしていない。いずれは他ほかの施し設せつに改装されるのだろうが、この時世ではそんな計画を検討する余よ裕ゆうも無く、現在のところは、無人の工場地域としてただ存在している。


　本来なら立ち入り禁止、だが立ち入ったところでさして何も起こらぬ寂さびれた場所。


　決着の場としては、最良だろう。


　だからこそ要は指定し、剣けん翁おうもまた受け入れた。


　剣翁がその場所を訪おとずれたのは、早朝のことだった。曇くもり空ぞらだが、剣翁の心はむしろ晴れ晴れとしている。


　ようやく、時が来た。


　先日の〈武ぶ街がい〉崩ほう壊かいの際、朱す雀ざくの横よこ槍やりで決着がつけられなかったのは残念だったが、いずれ要から接せつ触しよくして来ることはわかっていた。


　いかなる理由があれ、息子むすこは自分を無視することはできない。


　絶対に。


　隻せき眼がんが妖あやしく光り、剣翁は工業地域の中央の一角にある、工場に足を踏ふみ入れた。


　すでに設備は撤てつ去きよされ、吹ふき抜けの広大な空間だけが内部には残されていた。邪じや魔まな障害物も無く、いざというときに武器に変わるような品も地に落ちてはいない。


　地下にも何らかの施設が存在しているようだが、今は完全に稼動が止まっており、戦いには何の影えい響きようももたらさないだろう。


「来たぞ、要」


　剣翁は高らかに宣言し、工場の中央に佇たたずむ息子に声をかけた。


　息子はすでに完全なる戦せん闘とう態勢に入っている。


　身に纏まとうのは、ノースリーブのインナーと洋風にアレンジされた袴はかま、そして全身を覆おおう鎧よろいたる〝正まさ宗むね〟の鞘と同じ材質の銀の帯──〝剣つるぎ守もり〟の正統なる戦いくさ装しよう束ぞく、鎧がい鞘しよう着ぎ。


　前まえ髪がみが顔にかかり、その表情は窺うかがいしれないが、もう覚かく悟ごを決めているのはわかる。すでに眼鏡めがねは外して素す顔がおを晒さらしている。


　それはこちらも同じこと──剣翁もまた、要と同じ意匠の服に身を固めていた。


　銀の帯だけは身につけていないが、他ほかは要とまったく同型の戦闘着。


　すでに老ろう齢れいに達しているはずの肉体は、まったく衰おとろえを見せず、全ぜん盛せい期きと変わらぬ張りと筋密度に満ちている。


　お互たがい肌はだを晒す格好だが、この時点ではまったく優ゆう劣れつは見えない。


「待ったぞ……この時を。お前に抉えぐられた右目が疼うずくわ」


　鍔つばに覆われた右目に、剣翁は手を添そえた。


　あの日から、一日も忘れたことなどない。


　わずか六歳の息子に目を抉られ、完全に敗北した。それからは失意の日々が続き、ただ離はなれで無む為いな時を送っていた。


　やがて憎ぞう悪おは復ふく讐しゆうという花を咲さかせ、剣翁は出しゆつ奔ぽんの道を選んだ。


　奪うばわれた〝剣つるぎ守もり〟の座などどうでもいい。先代から引き継ついだ役目など、犬に喰わせてやる。


　求めるのは、要のみ。


　あの日の屈くつ辱じよくを叩たたき返し、息子を地に這はわせ、完かん膚ぷなきまでに敗北を味わわせる。


　それのみが己おのれの人生の宿願。


　それだけを考えて生きてきた。


〝地ち刃じん〟に与くみしたのもそのため──世界の行く末などどうでもいい、ただ息子を観察し、その成長を見み極きわめ、技わざを分ぶん析せきする。


　そして今、全すべては整った。


　負ける要素は無い。


　恐おそるべき使い手には違ちがいないが、こちらも手を尽つくしてきた。


「さあ……来い要！」


　開戦を宣言したが、息子は動かない。


　予想通りだ。


　要は、こちらに分析されていることを知っている。手の内を読まれていることを知っている。だから、不用意に動くことなどない。


　あくまで敵の出方を窺い、後の先を突つく。


　まさに〝剣つるぎ守もり〟の、飛ひ流りゆう鞘しよう術じゆつの定じよう法ほうであり、幼き日の息子に、骨の髄ずいまで叩き込んだ基本中の基本。


　誰だれよりも忠実にそれを実行する息子が、動くはずがない。


　だから、こちらが動く。


　要に向けて、一直線に駆かけ抜ぬける。


　好都合──とあちらは思うだろうが、むしろ逆だ。あえて敵の得意な領域に踏み込んだうえで叩き潰つぶす。


　それこそが悦えつ楽らく！


「〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟解放オープン」


　力を存分に解放し、剣翁は地を駆け抜ける。


　要もまた、左手のレザーグローブの布地を嚙かんで手から外す。


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、認識アクセス」


　星が瞬またたき始めた。工場内の至る所に星々が明めい滅めつし、剣翁にも、要の肉体にも、星々が瞬いてゆく。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現エグロフ！」


　隻眼が、要の体に瞬く星々を捉とらえる。


　生半可な星せい拳けんなど、要に通じるはずもない。十二星拳の全てを極めた要相手では、ただの通常攻こう撃げきにしかならないだろう。


　ゆえに、一撃目から奥おう義ぎを使う。


　十二星拳の上に君臨する、飛流鞘術の奥義を。


「死ね」


　剣翁の拳こぶしが要に届く。


　迅はやさはあちらを上回る自信があった。だからこそ仕し掛かけた。


　いかに駆く身しんと識しき身しんを極め、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を有するとはいえ、所しよ詮せんは少ガ年キ。


　単純な身体能力で、今の自分に敵かなうはずがない。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟大解放フルオープン」


　突とつ如じよ発せられた言葉に、耳を疑う。考える前に、次の言葉が聞こえた。


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、接続コネクト」


「何っ!?」


「〝聖命の禁樹セフイロト・ゲート〟、開門ペテイハー」


　そのとき、剣翁は自分をはるかに凌しのぐ迅さで胸むな元もとを穿うがつ要の左手を見た。蒼あおいの聖痕ステイグマータを補完する、果実のマークに大きくバツ印をつけた紋もん章しよう。それが今、燦さん然ぜんと光を放っている。


「バ、カな……」


　驚きよう愕がくと共に、口こう腔こうから血が噴き出る。視線を落とせば、左胸にぽっかり穴が開いている。


「弱っ」


　事も無げに呟き、要は抉り取った心臓をあっさり握にぎり潰す。


　肉にく片へんが四散し、剣翁の心臓は永遠に失われた。


　呆ぼう然ぜんと膝ひざを突く剣翁。


　要は悠ゆう然ぜんとそれを見下ろす。


　決着が、互いの生死によってのみつけられるのであれば、まだ勝負は続いていた。


　剣翁は生きている。


　先手必勝を決めようとした矢先に、それをはるかに凌ぐ迅さで心臓を抉り取られた。それでもなお──生きている。


　要は顔色一つ変えず、父親の生存を受け入れる。元より予想はしていた。この親父おやじなら、それぐらいはするだろう。そうでなくては困る。


「な、ぜ、こんな…………」


　まだ剣翁の戦意は戻もどらない。


　要はそれを見み逃のがさず、無造作に父親の右目を覆う眼帯代わりの刀の鍔をもぎとる。


「いいかげん返せよ、〝正宗〟の鍔」


　うんざりしたように言う要。


　元々の目的はこれだ。剣翁の存在は別にどうでもいいが、これを盗とられたままなのは困る。


「あの日、お前は〝正宗〟からこれを取り外し、行方ゆくえをくらました」


　要はさして面おも白しろくもなさそうに、秘ひされた過去を語り出す。


　剣翁はまだ立ち上がれずに呆ぼう然ぜんとしている。


「仮にも先代の〝剣つるぎ守もり〟、〝正宗〟も油断したんだろうな。お前の生気と記き憶おくを喰くらうこともなく、そのまま逃にがした。そして、本来の力を失った。刀は刀身・柄つか・鍔・鞘が揃そろって初めて形を成す。代用品の鍔じゃ、調子が出ないのも当然だ」


　そう──それこそが〝正宗〟の不安要素。


　あの日、鍔を失った〝正宗〟は、本来の力を発揮することができなくなった。


　その身に宿る〝剣けん者じや〟はごく限られた時間しか姿を現せず、時折蒼に声をかける程度しかできない。


　鍔を取り戻すこと、それこそが〝正宗〟の力の完全なる解放に必要なこと。


　ゆえに、剣翁はそれを持ち出して行方をくらました。


　そうすれば、要は自分を無視できない。絶対に自分を追い、取り戻すべくいずれ戦いを挑いどんでくる。


　それは間ま違ちがっていなかった。


　逆を言えば──鍔さえ取り戻せば、別にこんな男はどうでもいい。


「まったく、眼帯代わりにするなんざ、何調子こいてんだか。ちゃんと消毒しておかないとな。手間増やしやがって」


　面めん倒どうそうに言う要。鍔を袴の中に仕し舞まい、一応仕事は終わった。


〝剣つるぎ守もり〟としての仕事は。


「貴様……その力は!?」


　呻うめくように剣翁が漏もらす。


　あの迅さ、あれは明らかに〝王メレフ〟のみに許された力。


　何な故ぜ、何故軍師ヤツド・イエミノが!?


　何故お前が使える!?


「ああ、これか？」


　要は左手をひらひらと振ふる。光り輝かがやくそれは、まさしく蒼の第参鎖式シエリシー・リミツターに等しき力。


「驚おどろくことはないだろう？　蒼の聖痕は、人の身で〝聖命の禁樹セフイロト・ゲート〟を顕けん現げんすべく刻まれたもの。かつて剣者が伝え、飛流家が研究を重ねた技術。その一部を刻んだ俺が、何故発揮できないものと考える？」


「し、しかし……！」


「そう……俺は蒼とは違う。アイツと違って資質がない。だから擬ぎ似じ的な〝生命の実〟のさらに擬似、左手しか効果が無い。しかも一回こっきりの隠かくし技わざだ。最悪、蒼を〝天剣〟と〝地刃〟から救うときに使うことも考えていたが、何とか温存できた」


　相変わらず要の口調は冷れい淡たんで、ただ事実のみを突きつけていく。


　剣翁は首を振りながら、これまでのことを思い返す。


　全ては……無む駄だ!?


　息子むすこは全てを予想し、切り札を隠し持っていたのか!?


「知らぬ……知らぬぞそのような飛流鞘術！　そのような技術、『三さん剣けん抄しよう』には伝えられておらぬ!!」


「当たり前だ。伝える必要などない」


　あっさり言ってのける要。


　ますます剣翁の顔が歪ゆがんでいく。


「元々、この聖痕は〝刀とう神しん〟の傍そばにいる〝剣つるぎ守もり〟のみに刻まれるものだ。つまりは、俺──本来はお前が刻むべきだったかもしれんが、結果的に必要は無くなった」


　無言のまま、剣翁は肯こう定ていした。


　歴代の〝剣つるぎ守もり〟でも研究用としてなら例はあるが、本当の意味で聖痕を刻んだ者はいない。自分は刻む前に、要にその座を奪うばわれた。


「伝えるまでもなく、資質を持つ者ならば、〝刀神〟と同じ代に現れるであろう〝剣つるぎ守もり〟ならば、必ずこの力を使える。おそらく、初代がそう考えた。ゆえに伝える必要も無く、後の世の俺のためだけにこの聖痕を伝えた。言ってみれば、俺が当代の〝剣つるぎ守もり〟であることは必然──言うまでもないが、貴様が刻んだところで、同じ芸当はできない」


　要は微び笑しようしながら言う。


　久方ぶりに再会する父親でも、まったく遠えん慮りよがない。


　まあもう心臓抉えぐってるぐらいだし。


「バカ、な……認めぬ、ぞ」


「お前が認める必要はない。お前のような〝剣つるぎ守もり〟の歴史を汚よごしたクズに認めてもらう必要などない」


「儂わしを貶おとしめたのは、誰だ……？　貴様が全てを奪い取った……！」


「で？」


　要は無表情のまま首を傾かしげた。


　バッカじゃねーの、と顔で語っている。


「言いたいことはそれだけか、負け犬？」


「貴様…………」


「お前自身が俺に言った……〝剣つるぎ守もり〟は強さが全すべて。儂が憎にくければ、その座を奪いとれとな」


「…………！」


　剣翁は歯は嚙がみした。確かにそう言った。己おのれが劣おとるのならば、即そく座ざに代だい替がわり、それが〝剣つるぎ守もり〟の掟おきて。だが──受け入れられなかった。


「もし貴様が父親だというのなら、己を超こえた息子の成長を素す直なおに喜ぶべきだった。もし貴様が〝剣つるぎ守もり〟だというのなら、己を超える〝剣つるぎ守もり〟の出現を受け入れて、その座を明け渡わたすべきだった」


「………………」


「だが、貴様は〝剣つるぎ守もり〟どころか人類を裏切った。俺のせい？　甘えんのもほどほどにしろ。単にテメーがクズなだけだカス」


　要はどこまでも容よう赦しやがない。


　実の父であろうと、かつての師であろうと、飛流要は容赦などしない。


「どんな一族であれ、長い歴史の中ではクズが生まれる。たまさかお前がそれだっただけだ。他の〝剣つるぎ守もり〟は皆みな、己の使命に殉じゆんじていた。たとえ時代に恵めぐまれなくても、〝刀神〟に出会えなくても、ただ後世に希望を残すことだけを信じて、俺という存在に全てを伝えていった。彼らの人生はそれだけで意味があった。それだけで輝いていた……」


　歴代の〝剣つるぎ守もり〟に思いを馳はせ、要は目を閉じる。


　栄光無き過去の〝剣つるぎ守もり〟達。


　彼らの遺志を背負い、今要はここに立っている。


　ゆえに許すわけにはいかない──この男を。


「正直、安心した。この程度で死なれたら、どうしようかと思ってた」


「な、に……？」


「その不自然に若い肉体……人工兵士マンメイドソルジヤーの技術に、〝地ち刃じん〟の欠片かけらを融ゆう合ごうさせたな？　だから心臓がなくても、ある程度生き永らえる。立てよ、戦いに影えい響きようも無いだろ？」


　言われなくとも、そのつもりだった。


　剣翁は立ち上がり、形容しがたい憤ふん怒ぬの表情で要を睨にらみつける。


　要に鍔つばを奪い返され、もう潰つぶされた醜しゆう悪あくな右目は晒さらしているだけに、余計に凄すごみが増す。


　だが、要は唇くちびるを歪め、涼すずやかに言い放つ。


「お前の考えてること……当ててやろうか？」


「何ィ……？」


「お前は今、こう考えてる。確かに奴やつの左手は脅きよう威い──だが、あくまで身体機能が増しただけ。技そのものは見立てどおり。上級レリウーリアあたりと殺やり合うつもりでいけば、恐おそれることはない。今のもあくまで不意打ち、知っていれば喰らわなかった……とな」


「…………！」


　図星だった。


　確かにそう考えている。だが間違っていないはずだ。


「見事な負け犬の遠とお吠ぼえだな。俺が追つい撃げきをしなかったから生きているのに、何調子こいてんだチンカス」


「貴様ァァァァ…………！」


「安心しろ、お前にはいいわけさえ許さない。抗あらがえない事実を叩たたきつけて殺す。来いよ、お前の見立ては間違っていない。これから俺が放つ技は、全てこの左手の応用にすぎない。お前がバカでなければ予想できる。そして、テメーは予想もできず、いいわけも許されず、ただぶち殺される」


「死ね!!」


　剣翁は、怒いかりを全て殺意に変へん換かんし、再び奥義を発動させた。


　飛流鞘術奥義──〝聖命の座セフイロト・アート〟！


　剣翁の目が、要の全身に浮うかび上がる星々を捉とらえる。


　数多あまたの星々を一定の規則に沿って打ち貫ぬき、人体を支配するのが星せい拳けん。


　しかし肉体に個人差があるように、星拳の威い力りよくも一定ではない。


　相手の肉体の頑がん強きようさ、駆く身しん・識しき身しんレベル、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に影響され、時にはその効果すら打ち消されることがある。


　しかし、この技は別だ。


　いかなる人体にも存在する、十の星。星の中でも魂源ルーアハに直結する、セフィラーと呼ばれる神秘の点。


　全てを繫つなげば、現れるのは六角形の図形にして、生命の実を象しよう徴ちようする生命の樹。


　飛流鞘術にも多大な影響を与あたえた神秘思想カバラ──その秘ひ儀ぎに基もとづき、十の星々を順に高速で打ち抜けば、その時点で相手の防ぼう御ぎよを無効化して完全に死に至らしめる。


　剣翁が高速で駆かる一本拳は、正確に星々を打ち貫いた。


　頭、肩かた、胸、腹──要は避よけも防御もせず、ただその拳を受ける。


　衝しよう撃げきに、ノースリーブのインナーが弾はじけ飛び、要の上半身がその素す肌はだを露あらわにする。


　細身ながら鍛きたえ込まれたしなやかな肉体。


　薄うすく筋肉が浮かび上がる細身の体に、大いなるセフィロトの樹が顕現した。


　光を増す十の星々が要の肉体を霊れい的てきな意味でも破は壊かいし、完全に魂源ルーアハとの繫がりを遮しや断だんして死に至らしめる。


　のけぞる要。


　破顔する剣翁。


　ついに──悲願の時が来た！


「何てな」


「へ？」


　間の抜けた声を意に介かいさず、要の左手が動いた。剣翁を凌しのぐ高速で、彼とまったく逆の順序で、自身の体に浮かんだセフィロトの樹を構成する十の星点を貫つらぬく。


「全セフィラー反転、邪命の座クリフオト・アート発動」


「何ィィィィッッッッ!?」


　要の体を覆おおっていた星々の光が消えてゆく。星の力は相そう殺さいされ、完全にその姿を消す。


　ゆえに──奥おう義ぎの効果も、また。


　飛流鞘術の頂点にして、歴代の〝剣つるぎ守もり〟すら全ての者が使えたわけではない奥義が、一いつ瞬しゆんで敗れ去った。


「無効」


　コキコキ肩を回しながら、要は平然と立っている。


　奥義？　何それ？……的な雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら。


「し、知らぬ……このような飛流鞘術……知らぬ！」


「当たり前だろ、俺のオリジナルだ。対奥義用のな」


　説明するのもわずらわしいといった感じで、要は語る。ここまで物分かりの悪い親父おやじの血を引いていると思うと、さすがにちょっと自己嫌けん悪おしたくなる今日この頃ごろ。


「お前、本当のバカだろ？　普ふ通つうに考えて、お前が奥義使ってくることなんざ、〝剣つるぎ守もり〟の俺なら簡単に想像がつくだろうが？　備えとくのは当然だ。つーかさっきあっさり戦術読まれた時点で気づけタコ」


「だ、だが…………」


「何な故ぜたやすく無効化できるのかって？　そりゃこの左手があるから。お前を超える星拳なんざ、簡単に考案して実行できる」


　またヒラヒラと要が左手を振ふる。


〝剣つるぎ守もり〟を超えるのは、〝剣つるぎ守もり〟。ゆえに、要は以前から対策を講じていた。


「……で、もう打ち止めか？」


「だ、黙だまれ！」


　狼ろう狽ばいしながら、剣けん翁おうは右手で要に殴なぐりかかる。さすがに先代〝剣つるぎ守もり〟、常人なら一発で殺せる威力。


　だが要の左手は簡単にそれを摑つかみ取る。


「ホンッッッットに、救いようのないぐらい弱いな。お前、本当に俺の父親？」


「だ、黙れ！　黙れ黙れ！」


「よくもまあ四門朱雀がやられたもんだ。アイツ、俺らに気を遣つかいすぎたな」


「うるさい！　貴様も、奴のように惨みじめに散れ！」


　その一言で要の顔つきが変わった。


　剣翁の右手を摑む手に力がこもる。超ちよう絶ぜつ的な握あく力りよくは、容易に骨を砕くだき、さらに手の中で砕けた拳を圧縮していく。要の拳が握にぎりこまれるたびに、その掌しよう中ちゆうで剣翁の手が赤あかん坊ぼうの手ほどに圧縮されていく。


「や、やめ……」


「お前が四門朱雀を語るな」


　剣翁の右手が完全に破は砕さいした。


　骨がすり潰される、不快な音が鳴り響ひびく。


「お前みたいな奴に、四門朱雀がやられたなんて考えると、それだけでイラついてくる……！」


　地じ獄ごくの底から轟とどろく声に、剣翁は己の無知を悟さとった。


　今までが……おかしかった。


　要が、憎むべき敵と対たい峙じして、あんなヘラヘラした態度をとるわけがない。


　意図的に抑おさえていた。


　だがもうその必要も無い。


　拳から手を放し、要は剣翁を解放した。


　だがそれも一瞬、即座に左拳で父親を殴り飛ばす。


〝神エ理クのス欠ト片ラ〟も技も関係ない、ただ単純な左ストレート。


　だが生命の実を顕けん現げんしたその拳は、今シンプルなだけに抗えない力で剣翁を工場の端はしに飛ばす。


　意識はある。だが、地に這はって立ち上がれない。そして、絶対的な事実がその拳だけでわかった。


　勝てない。


　努力しても、どんな策を講じても、絶対に勝てない。


　築き上げた十年が今……無残に砕け散っていく。


　悪あく魔まが近づいてきた。伸のばされた左手が、耳に軽く触ふれる。


「ヒィッ……」


　ただ純じゆん粋すいな恐きよう怖ふを覚え、全力で距きよ離りを取る。


　要は追わない。ただ、左手の指先が摑む物を突つき出している。


　片目を凝こらせば、それが何かはすぐにわかった。


　右耳。


　愕がく然ぜんとしながら、頭の右横に手をやる。


　無かった。


　──…………！


「忘れもんだぞ[image: ]」


　気がついたとき、息子むすこは目の前で笑っていた。


　逃にげる前に、口の中に千切りとられた右耳が放ほうり込まれる。思わず吐はき出した。


「おやおや、もったいない。お気に召めしませんでしたか、お父様？」


　孝行息子そのものといった風ふ情ぜいで笑う要。


　その笑え顔がおを保ったまま、彼は左手の人差し指と中指を揃そろえ、父親の失われた右目を再び貫く。


「ギャァァァッッッッ!!」


　この世ならざる苦く悶もんは、極ごく上じようのＢＧＭ。


　要はこれ以上ない笑顔を浮かべながら、その悲鳴に聞き入る。


「はあ～～気持ちいい……」


　恍こう惚こつと呟つぶやく息子。


　今、ようやく剣翁は己おのれの愚ぐ行こうを悟った。


　挑いどむんじゃなかった。


　戦いなんて、成立するはずがなかった。


　気づいたとき、朱雀の言葉が甦よみがえる。


　後こう悔かいする……そのとおりだ。こんなことなら、あそこで負けておけばよかった。


「はあ……サイッ・コーだ……クズを嬲なぶると心が晴れる……」


　右目から指を引き抜き、要は駄だ目め押おしに言った。踵かかとで無造作に剣翁の両りよう足あしを踏ふみつけ、丹たん念ねんにへし折る。さらに捻ひねって腱けんを破壊することも忘れない。


「これでもう逃げられない」


　背筋が凍こおった。


　あの日、息子は自分の右目を抉えぐりとって嗤わらっていた。


　時を経て、あの笑顔が再び自分に向けられている。


　ドＳモード──いや、違ちがう。


　それは、ドＳモードを超こえるドＳモード。


　そこにいるのは、たまさか人の形を取ったドＳという概がい念ねん。


　ドＳの純粋なる具現化──マキシマムドＳモード。


「ま、待て……要！」


「安心しろよ、残った左目まで潰つぶしたりはしない。お前が最後まで、ボロ雑ぞう巾きんにされる自分の姿を見ることができるように」


「や、やめろ……」


「残った左耳もちぎったりしない……最後までお前が自分の苦悶を聞けるように」


「よ、よせ……！」


「簡単に殺したりしない……生まれてきたことを後悔できるようにな」


　要の左手が放つ光が、その強さを増した。


　もう誰だれも彼を止められない。


　始まる──怒いかれる残虐の貴公子サデイステイツクプリンスの、狂きよう乱らんの宴うたげが。


「〝剣つるぎ守もり〟としての役目は、鍔つばを取り返した時点で果たした。ここからは俺として──飛流要として殺やらせてもらう」
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　工場内に瞬またたく星々もまた、光を増していく。


　要の怒りに呼応するように、これから始まる暴ぼう虐ぎやくの嵐あらしに備えるように、超ちよう新星の如ごとく、その光が辺りを覆い尽つくす。


「久しぶりだな……後先を考えず全力全開で戦やるのは。蒼と戦ったとき以来か……」


　もう剣翁は何も言えなかった。


　ただ歯を鳴らして息子に怯おびえる。


「よくよく考えたら……全部お前のせいだ。他ほかに当たる相手もいないし、とりあえず、そういうことにしておこう」


「ち、違…………」


「老いては子に従えってな」


　父親の髪かみを摑み、自分の顔の位置まで体を持ち上げる。


「テメーは黙って俺に殺られとけ」


　やさしく微笑ほほえみかけ、要は死し刑けい宣告をした。


「さあ……嬲オりシ殺オしキの時間だ」


「やめ…………」


　刹せつ那な、剣翁の体は宙に投げ出された。


　そこへ、要の一いつ本ぽん拳けんが乱れ飛ぶ。


「〝水デ瓶リ座ー〟」


「何っ!?」


　敵に向かって放たれるはずのない癒いやしの星せい拳けんに、剣翁が驚おどろく。


　傷の痛みが消え、体力も回復したように思う。何故、何故いまここでこの星拳を!?


「〝蟹座サルタン〟」


　呟きと共に、剣翁の体に瞬く星々が明度を落とし、暗くなる。


　必殺の威い力りよくを失い、ただ死なない程度のダメージを相手に与あたえる部位を示すだけの最弱にして最さい凶きようの星拳。


　その発動と共に、剣翁は要の意図を悟った。


　同じ〝剣つるぎ守もり〟だからこそ、同じ〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を持つからこそわかる。


　まず体力を回復させたのもこのため。ここから始まる、究極の星拳コンボの途と中ちゆうで死なせないため。


「巡めぐれ……星々の彼方かなた!!」


　要が両拳を高速で繰くる。


　剣翁の体表で星点が爆はぜると同時に倦けん怠たい感かんが全身を襲おそい、麻ま痺ひしたように体の動きが緩かん慢まんになる。


「〝蠍座アクラヴ〟」


「貴様…………！」


　まずは体を弱らせ、抵てい抗こう力を奪うばう。


　不安要素は徹てつ底てい的てきに排はいし、ここからが本番！


「これは誰よりも気高き〝騎士アビル〟四門朱雀の分！」


　新たな星拳が、剣けん翁おうの体を沸ふつ騰とうさせる。


　擬ぎ似じ的に〝地ち刃じん〟の欠片かけらを埋うめ込むのと同様の効果を生み出し、肉体を暴走させ、内側から焼き尽くす。


「〝山ゲ羊ヂ座ー〟」


　かつて剣翁が朱雀に見み舞まった星拳──しかし、威力は要がはるかに上。


　屈くつ辱じよくに身を焦こがす間もなく、要は続けざまに星拳を打ち込んでくる。


「これは傷ついた先せん輩ぱいを想おもっていた、影山鈴香あのおんなの分！」


　沸騰した血液が体内で脈動していく。


　すでに心臓が無いため、血流は一か所に集中せず、各所で暴発し血管が破は壊かいされていく。


「〝獅子座アルイエー〟」


　破壊された血管──そして血液はその流れを集中させ、全すべてが口から這いでようとしていく。


　だが喉のどで血液は詰つまり、さながら溺おぼれる魚の如く、老人はパクパクと口を動かす。


「これは、哀かなしみにじっと耐たえていた亜紀せんせいの分！」


　集中の限界を迎むかえ、口こう腔こうから血液が吐き出される。


　苦悶の叫さけびすら上げられず剣翁はただ喉を搔かき毟むしる。


「〝魚座ダグヤム〟」


　血の気の失うせた剣翁の体……だが要が容よう赦しやするはずもない。


　新たな星拳は、直接打ち込まれることなく、間合いの外から剣翁を狙ねらう。


「これは、誰よりもイカした〝射手ツアラフ〟冴さえ木きさんの分！」


　虚こ空くうに瞬く星々を貫つらぬき、衝しよう撃げきが伝導していく。


　見えざる力は剣翁の腹を穿うがち、血液に続いて吐と瀉しや物を空に撒まき散らさせる。


「〝射手座クシエツト〟」


　後方に弾はじき飛ばされた剣翁を追い、要が駆かける。


　疾しつ走そうをそのまま拳の威力に乗せ、銀の帯を拳に巻きつけ、さっきの全力の左ストレートを超える、さらなる強大な拳で顔を殴なぐりつける。


「これは俺にすがってきた綾姫かいちようの分！」


　歯と頰ほお骨ぼねを砕くだかれながら、剣翁がさらに後方にぶっ飛ばされる。


　同時に、意識も飛んだ。


「〝双子座テオミス〟」


　気絶などというある意味での救いを、要が許すはずもない。


　さらに距きよ離りを詰め、今度は剣翁の全身を縦じゆう横おう無む尽じんに蹴けりまくり、その意識を痛みで呼よび戻もどす。


「これは、泣いていた誰よりもやさしい月つき島しまの分！」


　拳と変わらぬ精密な蹴りは、容赦なく星点を穿つ。


　眠ねむっていた意識が呼び起こされ、五体の感覚も失われず、いつも以上に過か敏びんに反応する。


　これが下された判決。


　与えられた罰ばつは、この責めを全て受けきること。


「〝天秤座モゼナイム〟」


　高く、高く、剣翁の肉体は宙に舞い上げられた。


　すでに抵抗の気力などない。ただ引力に従い、地に堕おちるだけ。


　だがただの墜つい落らくなどで、要は終わらせない。


　ここまでの無数の連打の中に、もう最後の一いち撃げきを潜ひそませていた。


「これは涙なみだを押し殺していた、姉さんの分！」


　拳も蹴りも繰り出さず、要は舞い落ちる剣翁を指差す。


　ここまで痛めつけて、なお求めるのは、直接の脳から呼び起こされる究極の激痛。


「〝乙女座ベトウラー〟」


　獣けもののような叫びが、剣翁から漏もれた。脳が激痛に灼やかれ、白髪しらがを搔き毟る。


　それでも死ねない。


　まだ死ねない。


　まさに生いき地じ獄ごく、それが要を本気で怒らせた報むくい。


　ドＳの真の意味を思い知り、虫の如く、剣翁は地を這はいずり回る。


　全て……無む駄だだった。


　こんな悪あく魔まに、勝てるわけがない。


　本当に、朱雀に斃されておくべきだった、こんな、こんな惨みじめに、戦いとすら呼べない、一方的に嬲なぶり尽くされるなど……考えていなかった。


　だが、もう終わる。


　ようやく終わる。


　やっと……終わってくれる。


　今は、死すら救いに思えた。


　これでもう……あの悪魔と対たい峙じしなくて済む。


　そう思った矢先、頭ず蓋がい骨こつを叩たたき割る勢いで、頭に靴くつ底ぞこが押し付けられた。


「何終わった～みたいなツラしてんだ、生ゴミが」


「………………!?」


「まだ俺の分が残ってる」


　剣翁の顔から元々失っていた血の気がさらに引き、絶望に彩いろどられていく。


「最低でもあと一億発は殴りたいところだが、お前にそんな手間かけるのも逆に気に障さわるし、拳がもったいない」


　要は剣翁の後頭部を摑つかみ、近くの壁かべに力任せに顔を押し付けた。そのまま要は工場の奥へ向かう。


　壁の表面はざらついて粗あらいため、要が歩を進めるたびに、剣翁の顔がすりおろされていく。


　やめてくれ、と聞こえた気もしたが、その叫びさえもすり潰つぶされて聞こえなくなった。


　後に残るのは、ただ壁に刻まれていく血けつ痕こんと肉にく片へんだけ。


　ようやく壁から顔が離はなされたとき、もうその顔は原形を留とどめていなかった。すりおろされた顔は血に塗まみれ、鼻と唇くちびるはほぼそぎ落とされ、唯ゆい一いつ無事なのは左目だけ。


　要は工場の端はしに辿たどり着き、摑んだ剣翁の頭を床ゆかに向けさせる。


「見ろ」


　重々しい駆く動どう音が響ひびき、床が二つに割れた。眼前に、地下と繫つながる正方形の空白が生じる。


　地下のスペースはかなり深いところまで存在しているらしく、底が知れない。灯あかりがついていないことも手伝って、その全ぜん貌ぼうを見み渡わたすことは難しい。


　唯一、響いてくるかすかな声が、そこに蟠わだかまる存在を知らしめてくる。


　聞き覚えのある食しよく慾よくに塗れた咆ほう哮こう──まさか!?


　その正体を感じ取り、剣翁は底に目を凝こらす。


　いた。


　五十体を超こえる異メ魔ギ人ドが、咆哮をあげながらこちらを見上げている。血の臭においを嗅かぎ取り、エサを求めている。


「……か、要…………」


　息子むすこの意図する行こう為いを悟さとり、剣翁はおそるおそる息子に話しかける。


　要は楽しげな口調で、説明を始めた。


「四門帯たて刀わきに、捕ほ獲かくした個体をかき集めてもらった。何に使うかはわかってなかったようだが、お前には相当ムカついていたようだからな、場所の提供と合わせて、よく動いてくれたよ」


「お、お前…………」


「これはあくまで単純な興味で尋たずねるんだが、どんな気分なのかなぁ～～仮にも元人じん刀とうの〝剣つるぎ守もり〟でぇ～～さらに〝地刃〟の剣つるぎ守もりとして異メ魔ギ人ドを統制していた男がぁ～～何の変へん哲てつもない、普ふ段だんなら苦も無く斃せる、下級エナリアに喰くわれる気分ってのは？」


「や、やめろ……」


「アイツらエサ喰わしてないんで、超ちよう腹減ってるそうだ。いつ共食いが起こってもおかしくない。きっと、残さず頂いてくれるんだろうな～」


　要はどこまでも楽しげだ。


　彼を本気で怒おこらせるとは、こういうことだ。


「ずっと考えてた……お前をどうやって殺そうかって」


「…………!?」


「ノコギリで全身を数センチ単位で刻むとか、油の煮にえたぎった鍋なべに顔を突つっ込ませるとか、ドラム缶かん風ぶ呂ろに閉じ込めて、じっくりコトコト、トロトロになるまで煮込むとか……」


「………………」


　剣翁には、要が本気で言っていることがわかる。この息子は、至し極ごく真面まじ目めにそれを検討し、その光景を幾いく度どと無く思い浮うかべたことだろう。


「……が、その程度じゃ生ぬるい。もっとお前の心をズタズタにする方法じゃなきゃダ～メだ」


「ま、待て…………」


「最初は、お前が消えたことは別にどうでもよかった。〝正宗〟の鍔つばを盗ぬすみ、〝地刃〟の跳ちよう梁りように一役買ったことも、俺はむしろプラスに捉とらえていた」


「どういう、ことだ……？」


　ここまで来ても、息子の真意は摑めない。


　摑めないからこそ、こうして敗北している。


「不完全な〝正宗〟……だからこそ蒼は腕うでを磨みがいた。適度な負荷は、むしろ〝王〟を鍛きたえる。そして矮わい小しようで愚ぐ鈍どんなお前が異メ魔ギ人ドを統制したことで、逆に敵の動きは予想しやすくなった。理解できない異界の存在よりも、簡単に読めるクズの制せい御ぎよの方が、事は楽に進む」


「お前…………」


「だが……お前はやりすぎた。見み逃のがした俺のミスだ。身を隠かくすのだけはうまいから、いざ鍔が必要になったときも、結局見つけられずに、今日までかかってしまった。親の不始末は子の責任、今俺が務めを果たす」


「やめ…………」


　聞き届けられるはずもなく、要は無造作に地下へ剣けん翁おうを放ほうり投げた。


　無駄と知りつつ、剣翁は左手を伸のばした。地獄に堕おちた罪人が、蜘く蛛もの糸にすがったように、救いを求めてただ手を伸ばす。


　救いの手は差し伸べられない。


　だが、足は差し伸べられた。


　要が前方に突き出した足……剣翁は左手でそれを摑み、何とかして落下の運命を免まぬかれた。


　ほっとしつつも、息子の気まぐれをいぶかしみ、その顔を見上げる。


　笑っていた。


　これ以上ないというぐらい、澄すみ切った顔で。


　誰だれもが微笑ほほえみ返したくなる屈くつ託たくの無い笑え顔がお。


　なのに、総毛だった。


　ある意味で息子を真に理解したのは、この父親だったのかもしれない。


　絶望の果てに差し出された希望──そこから再び絶望に突き落とされることこそ、真の絶望。


　蜘蛛の糸を垂らし、地獄から這い上がる罪人が、もう少しで天上に辿り着くところで、糸を切る。


　これぞ究極のドＳ。


「やめ……」


「無様」


　笑顔のまま語りかけ、要は足を強く振ふった。ちょうど、路ろ傍ぼうの小石を蹴け飛とばすように、ごく自然な形で。


「死ね」


「要ェェェェェッッッッ…………!!」


　怨えん嗟さの叫さけびは、語ご尾びに行くほど遠くから聞こえた。闇やみの底に突き落とされた負け犬の声は、すぐに途と切ぎれた。


　かわりに、耳を澄ませばかすかな咀そ嚼しやく音おんと異メ魔ギ人ドの咆哮。


　どうやら、お気に召めしたらしい。


　今いま頃ごろは、肉の取り合いが始まっているだろうか？


　目を逸そらさず、要は地の底を見つめている。やがて足元の床を蹴り上げ、彼もまたその身を地下に投げ出す。


　その直後、地下からはより大きな苦く悶もんの咆哮があがった。


　さらに時間が経たつと、今度こそ完全な静せい寂じやくが辺りを支配したが、その意味を知る者はまだいない。








　剣翁が工場地区を訪おとずれてから数時間が経過していた。


　施し設せつの入り口で、四門帯刀は一人佇たたずみ、時計と睨にらみ合いをしている。


　剣翁と決着をつける──要はそう言っていた。


　そのために場所を提供し、剣翁が万一にも逃にげ出さないように、私兵も周辺に配備して、完全決着の状じよう況きようを整えた。


　本来なら息子の仇かたきとして自分がやりたいところだが、及およばないのはわかっている。


　同時に、要ならばよもや後おくれをとるまいという期待もあった。


　なのに、戻もどりが遅おそい。


　長期戦になったにしても、遅すぎる。


　首を傾かしげ、私兵による突とつ入にゆうを検討しだしたとき、視界の端から、こちらへ歩いてくる少年が見えた。


　真しん剣けん勝負の掟おきてに従い、戻ってきたのは一人だけ。


　それが見知った少年と知って安あん堵どしたものの、その異様な佇まいに、四門は思わず口元を押さえた。


　上半身裸はだかの要は、全身を返り血に彩られ、さらに肉片までまといつかせていた。


　一見すると華きや奢しやにも見える少年の儚はかなさを残しつつも、徹てつ底てい的てきに鍛え込まれた肉体──絵画のモデルになってもおかしくない、危あやういバランスで成り立つ繊せん細さいな肉体は、血ち化げ粧しようを纏まとい、見る者を幻げん惑わくする。


　自身はまったく傷を負っていないことに反比例して、敵に対してどのような仕打ちをしたか、容易に想像できるその凱がい旋せん姿に、四門は身み震ぶるいした。


「何が、あった？　剣翁は……」


「喰わせた」


　協力者に対する、素直で率そつ直ちよくな報告。


　それだけで、四門は剣翁の末路を悟った。薄うす々うす感づいてはいたが、捕獲した異メ魔ギ人ドを用意させたのは、そのためだったのだろう。


　憎にくむべき敵とはいえ、その最さい期ごには同情したくなる。しかし、それだけで要の容よう貌ぼうは説明できない。


「ずいぶん時間がかかっていたようだが……何をしていた？」


「ああ、地下に下りて、全部の異メ魔ギ人ドの腹搔っ捌さばいて、ちゃんと喰われたか確かく認にんしてたから、時間がかかった」


　四門の顔から、表情が消えた。


　眼前の少年から後じさり、首を左右に振る。


　かつては、敵対もした。挑ちよう発はつ的な言動を行い、その力を試ためすようなまねもした。


　今思えば──愚おろかだった。


　絶対に、この少年だけは敵に回してはならなかった。


　剣翁の犯おかしたミスは、そこに尽つきる。


　冷ひや汗あせを流し、視線を逸らす四門。


　それでも彼は異メ魔ギ人ド襲しゆう来らい以後の軍ぐん需じゆ産業のトップに立つ者の矜きよう持じとして、要に問いかける。


「君は……一体何のために戦ったのだ？」


　畏い怖ふを湛たたえた問いに、要は小首を傾げて、少し考えた。動作だけを見れば、何となく可愛かわいげもあり、年相応にも思える。


「半分は〝剣つるぎ守もり〟の仕事だな。無事終わってよかった」


「もう……半分は？」


「憂うさ晴らし」


　それが何か問題でも？　そう言わんばかりに、彼は実にすっきりした顔で四門を見つめている。


　もう四門は何も言えず、どうにかしてこの少年から遠ざかろうと、ただそれだけを祈いのり始める。


　そんな彼の意を知ってか知らずか、要は無表情で最後の要望を告げた。


「ずいぶん散らかしたから、後片付けしといてくれ」


　そう言って、要はその場を去った。


　四門が動き出すまでには、恐きよう怖ふを振り払はらうまでには、まだしばしの時間を要した。


　それからさらに数時間後、工場地下の清せい掃そうに当たった四門の私兵は、皆みなその凄せい惨さんな光景に吐はき気けと眩暈めまいを覚え、作業は難航を極きわめた。


　屈くつ強きような精せい鋭えいたる彼らでさえ、こんな狂きよう乱らんの惨さん劇げきを目にするのは初めてだった。


　要の報告通り、全ての異メ魔ギ人ドは腹を割さかれ、胃の内容物を外部に晒さらしていた。なお、その中には、消化されかかった老人の肉にく片へんもちゃんとあった。


　そして彼らは清掃の過程で気づく──異メ魔ギ人ドが腹を割かれたのは、死後だということに。異メ魔ギ人ドの五体は完かん膚ぷなきまでに破は壊かいされ、ほとんどの個体が四し肢しを引きちぎられたうえに、顔面を爆はぜるほど殴なぐられ、心臓を抉えぐり取られ、首が捥もがれていたことに。


　五十体を超こえる異メ魔ギ人ドの、素手による惨ざん殺さつ。


　残ざん虐ぎやくさではぶっちぎりの個人記録は闇に葬ほうむられ、そのまま表おもて舞ぶ台たいで語られることは無かった。


　唯ゆい一いつ残された証しよう拠こは、その後しばらく清掃に当たった者達が、ことごとく悪夢にうなされたことだけ。


　残虐の貴公子サデイステイツクプリンスの究極アルテイメツトドＳバトル──ここに終幕。




　第五章　正宗復活







　要かなめを見送った翌日の午後、琴こと美みは蒼あおいの病室を訪おとずれていた。


　病院から実家はそう遠くなく、帰る場所はちゃんとある。安全というわけではないが、休める場所があるのは幸せなことだろう。


　でも、心が休まることはない。


　すでに家人は出で払はらい、広い家には自分しか残っていない。


　元々居場所の無かった家だが、今は余計に冷たく感じ、生まれ育った場所なのに愛着が湧わいてこない。


　多分、自分にとって本当に帰りたいのは、あの街だ。


　消えることのない劣れつ等とう感に苛さいなまれても、あの街には蒼がいた。要だっていた。冴さえ木きだっていた。


　なのに、今はもう誰もいない。街自体も消えてしまったに等しい。


　だから、少しでも残ざん滓しを求めて病院にいた。


　暗い顔で、蒼のいる集中治ち療りよう室へ向かう。


　傷ついた蒼を見るのはつらいが、さらに心を重くする光景がそこには広がっていた。


　美み亜あが、病室前の長なが椅い子すに腰こし掛かけ、俯うつむいている。


　どう声をかけていいかわからない。


　蒼と美亜の絆きずなは、たとえ要であっても立ち入れないものだろう。まして、自分には。


　だから、ただ立ち尽くすことしかできない。


　しかし美亜の方は琴美の気配に気づき、顔を上げる。


　涙なみだも涸かれ果て、感情も枯こ渇かつした抜ぬけ殻がらのような表情が、ぎこちなく笑みを作り始めた。


　こんなときでも、生徒に脆もろい部分を見せることは許されない。


　彼女は、教師なのだ。


「あら……月つき島しまさん」


　明るく振ふる舞まおうとしている美亜を見ているだけで、琴美の表情も暗くなる。相手の気持ちが痛いぐらいにわかるから、琴美には返す言葉が無い。


「どうか……した？」


　必死に取り繕つくろおうとしているが、美亜の声はかすれている。ロクに食事も睡すい眠みんもとらず、蒼に付き添そっているのだ、無理もない。まだ快方に向かっていれば救いもあるが、相変わらず蒼の容態は予断を許さない。


「先生……その、少し、休んだ方が……」


　ようやく、それだけ言えた。


　だが美亜は痛々しい笑えみを浮うかべて、首を振る。


「平気よ。月島さんこそ、思い詰つめちゃ、ダメよ？」


　そのまま自分に跳はね返る言葉を吐く美亜。


　琴美は無言のまま、彼女の横に腰こしを下ろす。


　生徒と教師、だが同時に恋こい敵がたきでもあった二人。


　人に敵意を抱いだくことを知らない琴美も、美亜が蒼へ放った言葉に激情をぶつけたこともある。


　蒼が彼女と結ばれたことにも、祝福すると同時に、消せない嫉しつ妬との棘とげが未まだ心に渦うず巻まいている。


　でも、今はただ共感しかできない。


　誰だれよりも蒼に近く、誰よりも蒼に愛されたからこそ、きっと美亜が一番傷ついている。


「どんな……子供だったんですか？」


「え…………？」


　予期せぬ問いに、美亜が首を傾げる。


　少しでも空気を軽くしようと、琴美は精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張り、恋した少年の過去を尋たずねる。


「那な斬ぎり君……どんな子供だったんですか？」


「……普ふ通つうの、子供よ」


　ようやく、美亜は真実の微笑ほほえみを浮かべた。


　彼と過ごした日々は、いつだって心に息づいている。いつだって、自分を幸福な時間に連れ戻してくれる。


「明るくて……よく笑ってて……何も考えてないようで、いつも人のことを考えてた。私に気を遣つかって、落ち込んでるときは励はげまして、傍そばにいてくれて……」


「………………」


　立ち入ることのできない、蒼と美亜、二人だけの思い出。


　琴美にとっては、聞くだけで正直つらい。でも、たとえ遠い追つい憶おくでも彼に触ふれたかった。


「彼は、私が傍にいてくれた、忘れさせてくれた、なんて言ってたけど、それは、私も同じ。彼がいてくれたから、傍で笑っててくれたから、私は私でいられた」


　枯渇した感情が、思い出に触れることでまた湧き上がってくる。


　でも、湧き上がった傍から吸い取られていくような気もしていた。


「先生、その……那斬君の、昔のこと……」


「どうだっていいの、そんなこと」


　無感情な呟つぶやきに、琴美は口をつぐむ。


　かつて自分が不用意に触れてしまった蒼の過去──美亜も、もう知っていることは薄々わかっていた。なのに、彼女はそれに対して何の感情も抱いだいていないようだ。


「どうだっていいのよ、そんなの。蒼君は、蒼君だもの。確かに、彼はつらかったかもしれない。でも、私にはどうでもいい。それに、蒼君がああしなきゃ、彼が死んでた。彼に会えなかった。私にはそれが一番つらい。だから……だから、そんなのどうでもいい」


「……大好きなんですね、那斬君のこと」


　達観したように、琴美が呟く。


　かなわない、そう思う。


　でも、きっとそれでいい。


「ごめん、なさい…………」


　自分の言葉が琴美の心を抉ったことに気づき、美亜がまた暗い表情に戻もどった。


　琴美は苦く笑しようしながら、年上の副担任をあらためて見つめる。


　美人で、スタイルもよくて、大人──けれど、自分と何も変わらない。


　恋をして、蒼を想って、悩なやんだり、嫉妬したりする……きっと、彼女の心はまだ思春期のそれだ。


「……謝らないで下さい。那斬君が、決めたことですから」


「……教師、失格ね」


　自じ嘲ちよう気味に美亜は言う。蒼との一夜もそうだが、本当なら琴美を含ふくめた生徒達の心のケアが今の最重要事じ項こうのはず。


　でもできない。


　蒼のことしか、考えられない。


「いいと、思います」


「え…………？」


　強い口調で言われ、美亜は思わず訊きき返した。


「それでいいんだと、思います。ずっと那斬君のことだけ、考えてて下さい」


「………………」


「これからも、ずっと……」


　自分自身にも言い聞かせるように、琴美は言った。


　完全に納なつ得とくしてるわけじゃない。強がって、ちょっと背せ伸のびしてるだけだ。
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　でも、自分で決めたことだ。


「私じゃ、ダメなんです。先生じゃなきゃ、ダメなんです。だから……那斬君のこと、ずっと好きでいて下さい」


　今作れる最大限の笑顔で、琴美は言った。


　美亜も、できるかぎりの笑顔でそれに応こたえる。


　恋が戦いなら、勝者が敗者にかける言葉なんて本当は無いのだろう。


　それでも、美亜は琴美に言った。


「ありがとう……」


　琴美は無言で微笑む。精一杯の強がり──きっと、それが蒼にしてあげられる唯ゆい一いつのこと。


　現状は何も変わっていない。


　蒼は傷つき、眠ねむりについたまま。


　けれども、彼女達は少しだけ救われた。


　そして──絶望は、いつだってそんなときに訪れる。


　二人は、足早に集中治療室に駆かけ込む医師達の足音を聞いた。


　互たがいに青ざめた顔で立ち上がり、ガラス越ごしにベッドに眠る蒼を見る。


　医学の知識がなくても、蒼をかろうじて生存させている医い療りよう器具が全すべて生命の危機を示す数値を弾はじき出していることは理解ができた。


「蒼君……！」


　ガラスの壁かべに両手を当て、美亜が呼びかける。


　声は医師達の怒ど号ごうにも似た声に搔かき消され、届くことはない。


「いかん……処置を急げ!!」


「このままだと……」


　ガラス一枚を隔へだてて、絶望が始まろうとしていた。


　眠れる王メレフに対する永遠の眠りが、近づき始める。








　病院とは、日常的に生死の行き交かう場所だ。


　一方で人が死んでいれば、また一方で命が救われ、時には新しい命も芽め吹ぶく。


　死は全ての者に対して平等でも、生はいつだって不平等だ。


　救われる命と失われる命。


　それぞれを分かつものが何かは、今もって答えが出ていない。


　ただ言えるのは、生きようとする意志は時として命を繫つなぎとめる。


　その一例が、この病室でも見受けられた。


　これまで、彼は二度死線を彷徨さまよった。


　それでも生き延びた。


　単なる偶ぐう然ぜんや幸運ではなく、彼自身がそれを願い、生を渇かつ望ぼうし、生きる意志を失わなかったからだ。


　今だってそう。


　彼は死なない。


　幾いく度ど敗れても、幾度傷ついても、絶対に立ち上がる。


　それが──それが彼の騎き士し道どうだ。


「………………！」


　ベッドから起き上がり、朱す雀ざくは周囲を見回した。


　途と端たん、激痛が全身を襲おそう。


　顔を歪ゆがめながらも、何とか現状を確かく認にんし、これまでのことを思い返す。


　とりあえず……生きているらしい。


　ここは……病院か？


　腕うでに刺ささる点てん滴てきがわずらわしいので外し、朱雀はベッドから降りようとした。


　が……体が重い。


　怪け我が以前に、全身が言うことをきかない。


「あの野や郎ろう……覚えとけよ」


　混こん濁だくした記き憶おくが徐じよ々じよに鮮せん明めいになり、剣けん翁おうへの怨うらみが鎌かま首くびをもたげてくる。


　もっとも、朱雀の性格からして、とりあえずぶん殴なぐる……ぐらいの復ふく讐しゆうしか考えが及およばない。


　このときすでに剣翁が異メ魔ギ人ドの腹に収まっていることを知れば、気が晴れるどころかむしろドンびき、それが四し門もん朱雀だ。


　よろめき、壁を伝いながら、何とか個室のドアを開け、廊ろう下かに首だけ出す。


　目の前に、泣き腫はらした顔の鈴すず香かがいた。


「朱雀……起きたの!?」


「……何泣いてんだ、お前？」


「バカ!!」


　死線から舞まい戻ったばかりの朱雀の頰ほおに、平手打ちが飛ぶ。


　遠えん慮りよ無しの一いち撃げきに、朱雀はよろめいて仰あお向むけに倒たおれた。


　あれれ、死神さんがまた手招きしている気がする。


「ちょ、ちょっと朱雀、大だい丈じよう夫ぶ!?」


「十割方お前のせいだろうが…………！」


　三さん途ずの川かわに足首ぐらいまで浸つかりながら、朱雀がぼやく。


　何だこの扱あつかい……というか、さっき病室のドアの廊下側に、面会謝絶の貼はり紙がなかったか？


　いっそ押しかけ女によう房ぼう謝絶に替かえてほしかった。


「でも……よかった。本当に……よかった……！」


　朱雀の胸に顔をうずめ、また鈴香はわんわん泣き始める。こういう態度に出られると、さすがに強く言えない。


　正直乗られているのもつらいし、硬かたい床ゆかを背にしているのもつらいのだが、この状じよう況きようで無む下げにどけと言えるほど、朱雀は野や暮ぼな男じゃない。


　が、人間、時には要レベルの冷たさが必要なときもある。


　ふと気がつくと、開け放たれた病室のドアの先に、父が立っていた。


「……何をしている？」


「いや、これは……その……お、おい鈴香、どけ!!」


「ヤダ。ちょうどいいから、お義と父う様に既き成せい事実を叩たたきつけておく」


「何だその計画的犯行…………」


　目覚めた直後に、この不運。


　すがるように父を見ると、あちらは床で抱だき合う二人からあえて目を逸そらし、遠い目で呟つぶやいていた。


「これが、若さ、か。お前もそういう年とし頃ごろか」


「いやいや父さん、違ちがうだろ、どう見ても違うだろ!?　つーかちょっとキャラ変わってるぞ！　俺の父さんはそんな人じゃない！」


「……邪じや魔ましたな」


　元気そうで何より、むしろ色々あり余っていると判断し、四門帯たて刀わきは無表情でその場から去ろうとする。


「ちょ、ちょっと父さん！」


　呼び止めたとき、忘れてはいけない事実が頭をよぎる。


　ようやく、思考が本当の意味で元に戻もどってきた。


「父さん……那斬は!?」


　真ま面じ目めな問いかけに、四門も顔を引き締しめ、息子むすこに向き直る。


　ここは、生と死の交こう錯さくする場所。


　一方で繫ぎとめられる命があれば、一方で儚はかなく散る命もある。


〝騎士アビル〟が剣けんを捧ささげた〝王メレフ〟は今──死の淵ふちに。








　いけない、と思いつつも、琴美は廊下を走り、階段を駆け下りて入り口を目指していた。


　急変した蒼の容態は、予断を許さない。つまり、いつ死んでもおかしくない。


　美亜は張り詰つめた表情で医師の処置を見守っている。


　琴美もそうしたかったが、その役目は美亜で事足りる。


　自分にできること──いや、そんなたいそうなものじゃない。ただ、知っている者の責任として、やるべきことがある。


「飛ひ流りゆう君……！」


　こんなときに、蒼の傍そばにいなくてはならない少年は、出て行ったきりだ。


　携けい帯たい電話で連れん絡らくを取るために、琴美はまず建物から出ることを決めた。


　受付を通り過ぎ、後は自動ドアをくぐれば──


「どうした？」


　呼び出す前に、要は戻ってきた。


　先刻の凄せい惨さんな戦いの余よ韻いんなど皆かい無む、いつもの涼すずしげな顔と学生服で、彼は病院のエントランスに足を踏ふみ入れる。


　病院には不似合いな麻あさ袋ぶくろを肩かたにかつぎ、自動ドアの傍で息を切らす琴美を不思議そうに見つめている。


「何かあったのか？」


「那斬君が……大変なの！」


「そうか」


　琴美が拍ひよう子し抜ぬけするほど、要は平然と応こたえた。ある意味美亜以上に心配しているはずなのに、その顔は無表情のままだ。


「そうかって……死んじゃうかもしれないんだよ!?」


「かといって、俺のすべきことは一つしかない。病室に行ったところで、邪魔になるだけだ。お前が行くのはとめないから、好きにしろよ」


　冷れい淡たんに切り捨て、要は院内を歩いていく。


　その態度をいぶかしみながらも、琴美は彼の後を追った。


　要は廊下を進み、病びよう棟とうの端はしにある空室に向かう。特に用よう途との定まっていない物置のような部屋は狭せまかったが、作業には充じゆう分ぶんなスペースだ。


　四門帯刀に要求した設備は、もう搬はん入にゆうされていた。すぐ作業にとりかかることができる。


「これって……」


　琴美は目を疑った。


　病院の中で見られるはずがない光景が、眼前に広がっている。


　それはまさしく、小規模な鍛か冶じ場ばだった。


　部屋の隅すみに置かれた超ちよう小こ型がたの溶よう鉱こう炉ろはすでに火がくべられ、窓の外へ煙けむりを吐はき出している。近代的で金属質な外観から、それが四門工業の最新式の商品であることが窺うかがえる。


　他ほかにも刀身を水に浸ひたす焼き入れの作業のための水を張った容器、熱した鋼はがねを鍛きたえる作業台、熱気を逃にがす換かん気き設備など、伝統と近代の入り乱れた作業場がそこには形成されていた。


　四門工業の真骨頂である刀とう剣けんの生産──効率化を推おし進めながらも、やはり人の手を完全に離はなれることができない日本刀の製造。


　そして今、刀工たる要が最後の仕上げを行う。


　持参した麻袋から、数本の鎚つちを取り出し、学生服の上着を脱ぬいで要は作業に移る。


　もしこの鎚が飛流家に伝わるかの名工、五ご郎ろう入にゆう道どう正まさ宗むねの愛用した品だと知られれば、間違いなく国宝級の扱いとなるだろう。


　しかし鎚の目的はあくまでも刀を造り上げること。


　長き時を経て、今再び振ふるわれる。


「飛流君……まさか!?」


「そのまさかだ」


　要は事も無げに言い、溶鉱炉の中にくべられ、赤熱した長方形の鋼を取り出し作業台の上に置く。


「〝正宗〟を打ち直す」


　一いつ切さいの迷い無く言い切る要。


　四門帯刀への要求は、全すべてこのためのもの。


　剣けん翁おうを斃し、鍔つばを取り戻し、〝正宗〟そのものを完全な形で甦よみがえらせる。


　それこそが〝剣つるぎ守もり〟飛流要の最後の大仕事。


「でも……無理だよ、〝正宗〟を復元するなんて……！」


　日本刀への造ぞう詣けいがある琴美は、その無む謀ぼうを知っている。


　世界に名だたる芸術品たる日本刀、その頂点に君臨するとも言える〝正宗〟の復元など、いかに要とはいえ、できるはずがない。


　あれこそまさにロストテクノロジー、名工の技術を以もつてして、初めて為なしえる偉い業ぎよう。


「できるはずだ……俺が真の〝剣つるぎ守もり〟ならば、あの偉い大だいなる五郎入道正宗の生き様をその目に焼きつけた、最後の弟で子しの血を引く者ならば、絶対にできる！」


　己おのれの血脈への自負が、今の要を支えている。


　俺がやらずして誰だれがやる？


　絶対に、もう一度〝正宗〟を甦らす！


「でも……完全に砕くだけた刀の復元なんて……欠片かけらだって、残ってなんか……まさか、それが!?」


　作業台に置かれた赤熱した鋼を琴美が指差す。


　要は小さく頷うなずいた。


「四門工業に頼たのんで、欠片を一度溶とかして整形してもらった。五郎入道正宗はもういないが、技術の革新は進んでる。玉たま鋼はがねの再形成ぐらいは何とかなるさ」


「そっか……でも、何で？　欠片なんて……どうやって回収したの？」


「蒼の体から」


「ええっ!?」


　琴美が驚おどろきの声をあげる。この少年は……一体どれだけこちらの度ど肝ぎもを抜ぬけば気が済む？


「〝天てん剣けん〟に砕かれたとき、〝正宗〟は最後の力を振り絞しぼって、自身の欠片を全て蒼の体内に潜もぐり込ませた。おあつらえむきに、腹にでかい傷ができてたから、楽だっただろう。当然、病院でその欠片は摘てき出しゆつされる。あとは集めて溶かし込めばいい」


　要だけが、誰よりも近くで〝正宗〟の崩ほう壊かいを見た要だけがそのことを知っていた。


　あのとき、蒼の救出はもちろんのこと、〝正宗〟の回収もまた要に課せられた使命だった。


　ある意味で蒼の身み柄がらの確保より困難なその作業は、〝正宗〟の意地とでも言うべき行こう為いによって手間が省けた。


　文字通り〝王メレフ〟の血肉ごと取り込み、今〝正宗〟が再生の時を迎むかえる。


「話している時間はない。邪魔するなら出ていけ」


　それきり琴美に興味を失い、要は鋼の加工に移った。鎚を振るい、その形を刀身に打ち直していく。


　熱気にあてられながら、琴美はそれを見つめていた。


　カン、と音を響ひびかせ、要は鎚を振るい続ける。それだけが、唯ゆい一いつ友のためにしてやれることと信じながら。


　今一度甦れ〝正宗〟、そう願いながら、要は鎚を振るい続ける。


　今一度──〝王〟と共に。








「蒼君…………」


　美亜は、ただ目の前の光景を見ていることしかできなかった。


　複数の医師が処置を行い、何とか蒼の命を永らえようと、死力を尽つくす。


　しかし、衰すい弱じやくした肉体からは、徐じよ々じよに生の鼓こ動どうが絶えていく。


　誰も口に出さないが、誰も諦あきらめてはいないが、死の影かげは着々と迫せまっていく。


　もう、終わりが近い。








　蒼は闇やみの中に立っていた。


　ずっと、ここにいた。過去に思いを馳はせるとき、いつもここにいた。


　要だけが、この場所を共有してくれた。


　美亜が、闇を晴らしてくれた。


　でも、今日は自分一人で向き合わなければいけない。


　自分の罪と、もう一度──自分一人で。


「久しぶり」


　いつの間にか、景色が変わり、あの故郷の丘おかに変わっていた。


　中央に、自らが作った安っぽい十じゆう字じ架かの墓がそびえている。


　そして、その傍かたわらに母がいた。


　あの日と同じように、あの頃ころと同じように、穏おだやかでやさしい笑え顔がおでこちらを見ている。


　蒼が近づくと、母は白く細い手で頰ほおに触ふれてきた。


　あったかい。


　このぬくもりを、ずっと求めていたのかもしれない。


「こっちへ、来る？」


　母は、薄うすく笑いながら尋たずねた。


　蒼も──小さく笑った。


　ずっと願っていた贖しよく罪ざいの時が近づいている。








「何な故ぜだ……何故できない!?」


　全身から汗あせを噴ふき出させながら、要は床ゆかに拳こぶしを叩たたきつけた。


　作業開始から約一時間──たやすいものでないとわかっていたが、作業台の鋼は、どう叩いても〝正宗〟の形をとってくれなかった。


　おぼろげながら、刀身の形はとっている。長大な大おお太刀たちの輪りん郭かくはもう浮うかび上がっている。なのに、なのに何かが違ちがう。これは〝正宗〟じゃない。


「俺には……無理だとでも？」


　要が弱音を吐く。


　琴美が見てきた中では、最も弱々しい言葉。


　でも自分には何もできない。何もしてあげられない。


　要は歯は嚙がみをしながら、取り返した鍔を握にぎり締しめる。


　ようやく取り返したというのに──肝かん心じんの自分がこのザマだ。この鍔が、ヘブライ語の文字式を〝陰かげ透すかし〟で浮かび上がらせたこの鍔こそが、〝正宗〟の機能のまさに要かなめ。


　喰くらってきた剣けん豪ごうの知識と記き憶おく──それは〝正宗〟の刀身に吸収されているが、完全に顕けん現げんさせるには、この文字式を組み込んだ鍔がいる。


　だが、それも刀身がなくば無用の長物。


　要はもう一度鍔を握り締めてから、苛いら立だち紛まぎれに、力任せに鎚を鋼に叩きつける。


　その手首を、力強い腕うでが摑つかんだ。


「…………!?」


　愕がく然ぜんと振り返る。


　背後に、斎さい服ふく姿の老人がいた。烏え帽ぼ子しをかぶり、厳げん粛しゆくな面おも持もちで作業台に臨のぞむその姿。


　彼の全身は透すき通り、部屋の風景が透けて見える。その肉体はとうに失われ、現代に伝わるのは虚きよ実じつ入り乱れ、偶ぐう像ぞう化された伝説と幾いくばくかの簡素な史実だけ。


　だが要はその男の真実を知っていた。


　何代も前の、何百年も前の自分は、その男の薫くん陶とうを受けている。


　技術的なことは何も教わらず、弟で子しと呼ぶにはいささか語ご弊へいがあるのかもしれない。


　だが、一番大事なことを教わった。


　その生き様を、死に様を、後世に伝えるために命を賭としたその姿は、この胸に息づいている。


「あなたは…………！」


　死してなお、彼はいた。もう一度、〝正宗〟を打つために──ここにいた。


　──相変わらず、腰こしが入ってねえなぁ、お前は。


　老人はそう言って笑った。何百年経たっても、最後の弟子は出来が悪い。


　だからこそ、放ほうっておけない。


　あの日、己は文字通り命を賭し、その魂たましいを刀に捧ささげた。あの日からずっと、〝正宗〟の中に宿っていた。


　要が鍔を取り戻もどしたことで、今その偉大なる魂は束つかの間現世に舞まい戻る。


　──貸せよ。刀ってのはな……こう打つもんだ。


　要の両手に、老人の透ける手が重なり、鎚を振るい始めた。


　それまでとはまったく違う、澄すんだ音が室内に響き渡わたる。


　赤熱した鋼が、みるみるうちにあの美び麗れいな刀身に形作られていく。


　要は、無心で鎚を振るう。


　師の手ほどきをうけ、その肉体を差し出し、ただ無心で〝正宗〟を打ち直す。


　琴美は、茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。


　眼前に、あの伝説の刀工がいる。


　もう一度、蒼のために〝正宗〟を打ち直している。


「五郎入道……正宗」


　ポツリとその名を呼ぶ。


　蒼のために、今一度舞い戻った刀工──だが、蒼はどうなのだ？


　彼は今、死の淵ふちにいる。


　要は生せい還かんを信じ、正宗と共に必死に作業に当たっている。


　でも自分は見ているだけ。


　美亜はただ、祈いのるだけで蒼の力になるだろう。


　だが自分はこんなときでも何もできない。結局、最後まで落ちこぼれだ。


「私は……やっぱり、役立たずだね」


　呟つぶやいたとき、声が聞こえた。


　──だが、君にしかできないことがある。


　振り向くと、異装に身を包んだ者が、立っていた。


　全身を黒い布で覆おおい、ただ両眼だけが晒さらされた異装の者。全身の布は擦すり切れ、両手に巻かれた白い包帯もボロボロだ。


　過か酷こくな運命を辿たどり、その存在を消失してなお〝正宗〟に宿る者。


　かの者は〝剣けん者じや〟と呼ばれる。


「あ、あなた、一体……」


　──私はもう誰だれでもない。あまりにも多くの命を背負いすぎてしまった。だからこそ、君に力を与あたえられる。


「ちか、ら……？　何、言ってるんですか……？　私は、才能なんてなくて……那斬君や、飛流君みたいに、力なんて、何も持ってない……」


　琴美の顔が俯うつむく。


　そうだ、結局自分は何も変わってない。美亜とも要とも違う、蒼のために何もできない落ちこぼれ。


　──そうだな。君には何もない。だが、君にふさわしいものはある。


「…………？」


　──〝正宗〟には、様々な者の生気と記憶が宿っている。中には、極者アダム・バルフのものもある。


「極者アダム・バルフ……そんな、でも、私は……」


　──元来〝神エ理クのス欠ト片ラ〟は個性だ。同質のモノはあっても同一のモノは一部の例外を除き存在しない。ゆえに、極者アダム・バルフが死ねば失われる。だが、〝正宗〟の中でなら生き続けられる。来きたるべき日のために、〝王〟のために、五つの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を以もつてしても克こく服ふくできぬ危機のために、過去の〝剣つるぎ守もり〟が喰らわせてきた欠片が。


「かけら……まさか…………！」


　──六つ目は、すでに私の中にある。〝正宗〟の中にある。鍔つばのおかげで、ようやく解放できる……複数の候補の中から、今〝王〟が必要とするものが──君にふさわしいものが──一つだけある。


「私、に……？」


　琴美は耳を疑った。蒼のような、選ばれし者だけが持つ異能。それが、しかもかつて要が語った六つの中の最後の一つが──自分に？


　──強制は、しない。君の駆く身しん・識しき身しんレベルでは、負担は大きい。それでも顕現は一度しか為なせないだろう。


「…………」


　──だが、君にしかできない。〝神エ理クのス欠ト片ラ〟の属性の適性は、時に残ざん酷こくだ。


「やります」


　決断の時は短かった。


　自分にしかできない、自分ならやれること。


　きっと、この日のために〈武ぶ街がい〉に来た。


　──承うけたまわった。受け取れ。


〝剣者〟は手を伸のばし、手のひらで琴美の額を摑む。


　流れ込んでくる不可視のエネルギーの奔ほん流りゆうに、琴美の意識が一いつ瞬しゆん飛ぶ。


　しかし気絶などできない。してはならない。たとえ流れ込んでくる苦痛が強きよう烈れつでも、耐たえねば、蒼を救えない。


　──受け継つげ……属性〝侍医ロフエー〟──〝癒しの御手ブレスド・ハンド〟！








「脳波微び弱じやく……心音、弱まってます！」


「これは……どう手を施ほどこせばいい？」


　医師たちも、判断がつきかねていた。蒼の容態は、言ってみれば老ろう衰すいに近かった。


　若さに溢あふれた頑がん強きような肉体、すでに傷は回復し、問題は無いはずなのに、生命力が体から抜ぬけ出ていく。


　未知の症しよう例れいに対処する術すべを持たず、ただ月並みな手法を繰くり返すだけ。


　しかし、蒼の命は刻々と失われていく。








　要の作業は、研とぎの段階に入っていた。


　部屋を出ていった琴美のことも眼中にない。今すべきなのは、〝正宗〟を新生させること。ただそれだけだ。


　それでも、蒼を想おもっている。


　死ぬなよ。


　俺が必ず届けるから……死ぬなよ。








「死な、ないで…………」


　美亜の両目から涙なみだが零こぼれる。


　失いたくない。


　ずいぶん遠回りをした。ずっと一いつ緒しよだったのに、近くにいたのに、気づかなくて、知らなくて、遠回りをした。


　やっと抱だきしめられたのに、やっと抱きしめてくれたのに、今彼は遠くに行こうとしている。


「言ったじゃない……」


　ガラスを叩たたき、呻うめくように言う。


「私、待ってるって……言ったじゃない……!!」








　母が、手を差し伸べてくれていた。


　この手をとれば、多分向こうに行ける。親不孝した分、何かをしてやれるのかもしれない。とりあえず、謝ることはいくらでもできるだろう。


　でも、蒼は手をとらなかった。


　苦しげに顔を歪ゆがめ、顔を左右に振る。


「ゴメン……まだ、行けないよ母さん」


　──私を、殺したのに？


　笑え顔がおのまま、母が問いかける。


　蒼の顔に苦く悩のうの翳かげが色いろ濃こく刻まれていく。


　それでも、それでもまだそっちには行けない。


　わがままでも、エゴでも、罪深くても……まだ行けない。


「俺は……守らなきゃ、いけないから。泣かせたく、ないから……!!」


　左手を握にぎり締しめる。


　だが拳こぶしを完全に握り込むことはできない。


　もう、その手は大事な物を握っているから。








「心臓停止！」


　絶望的な宣告に、美亜の顔が青ざめた。


　電気ショックに移る医師達を見ても、まったく希望が持てない。


　予感があった。どれだけ手を施しても、彼が起き上がる姿が想像できない。信じたくないのに、戻ってきてほしいのに、確信めいた予感は消えてくれない。


「イヤ…………」


　首を振って否定する。


　生きていてほしい。もう一度笑ってほしい。


　その想いを共有する少女が、不意に視界に飛び込んできた。


「月島……さん？」


　彼女はガラスの向こうにいた。医師達しか入室を許されぬ場所に立ち入りながら、強い決意を秘ひめた瞳ひとみは、何一つ自分の行動を疑っていない。


「君、邪じや魔まになるから、下がっていなさい」


　初老の医師が見み咎とがめ、外に出るよう促うながすが、琴美は耳を貸さず蒼に近づく。


　蘇そ生せい処置中だけに、何人かの医師が、それこそ力ずくで彼女を排はい除じよしようとする。


　それを、凜りんとした声が止めた。


「やめろ」


　その場にいる者が、皆みな一様に彼の方を向く。


　集中治ち療りよう室のドアの傍そばに、朱雀が立っていた。鈴香に肩かたを借り、ボロボロの肉体を抱かかえながら、彼もまた〝王〟のためにここに来た。


「極者アダム・バルフは……極者アダム・バルフを知るってな。好きにさせろ。これは経営者の命令と思え」


　父親譲ゆずりの威い厳げんを湛たたえた声に、医師達は言葉を失い、琴美に道を空ける。


　彼女はベッドの傍に進み、はだけた蒼の胸むな元もとに両手で触ふれる。


「〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟、解放オープン……」


　その瞬しゆん間かん、蒼の全身に電子回路にも似た光の筋が浮うかび上がる。全身にくまなく伸びるそれは、彼の魂源ルーアハの伝導経路。


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、認識アクセス」


　第参鎖式シエリシー・リミツター時に姿を晒すそれは、本来人に許されざる〝聖命の禁樹セフイロト・ゲート〟の顕けん現げん。


　しかし今、その伝導経路はあちこちが途と切ぎれ、分断され、明らかに崩ほう壊かいしていた。


　第四鎖式レヴイ・リミツターの後こう遺い症しようと、〝天剣〟の一いち撃げき──それが蒼の肉体機能を狂くるわせ、生命力の源たる魂源ルーアハの伝導経路を破は壊かいした。


　医学的な処置云うん々ぬんではない……この経路の修復こそが唯ゆい一いつ蒼を救う方法。


　要の〝破滅の座クライシスポイント〟でもそれを行うことはできない。


　唯一可能な〝神エ理クのス欠ト片ラ〟こそ、王の危機に想定されていた『六つ目』の〝神理の欠片〟──〝神理の欠片〟修復用〝神理の欠片〟、属性〝侍医ロフエー〟、〝癒しの御手ブレスド・ハンド〟。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現レフアー……!!」


　琴美の手から薄うすい緑の光が滲にじみ出て、蒼の体に染しみ渡わたっていく。


　その光によって、本来の姿を取り戻もどしていく魂源ルーアハの流れ。


　途切れた光の筋が、細まった光の筋が、徐じよ々じよに修復されていく。


　その一方で、琴美の息が荒あらくなり、脂あぶら汗あせが噴ふき出してくる。人が神の領域に至るための欠片、それを身に宿すには、彼女の体は脆ぜい弱じやくすぎる。


　でも、倒たおれたりなんかしない。絶対に救ってみせる。


　少しでいい、ほんの少しだけ、魂源ルーアハの一いつ端たんに、聖界せかいを構成する全能の力の理ことわりを理解するだけでいい。


　全能なんていらない。その一部を矮わい小しよう化して、束の間使えればそれでいい。


「目、開けてよ……待ってるんだから、皆待ってるんだから!!」


　琴美の手から流れる光が、さらに強さを増した。蒼の伝導経路の回復だけじゃない、自身の魂源ルーアハすら流し込み、一時的に彼の顕現量を上げる。


　後先のことなんてどうでもいい、お願いだから目を覚まして。


　蒼の手が、ピクリと動く。


　献けん身しん的な〝侍医〟の治療に、〝王〟は今一度過去に向き直る。








「ゴメン」


　蒼はまた母に謝った。今までも、何度も謝ってきた。これからも、永遠に謝り続けるだろう。他ほかにできることがないから、そうするしかない。


　どんなに罪深くても、いつか来る本当の死出の旅の日まで、そちらへ行けないから、謝り続けるしかない。


　母が、両手で顔を包み込んでくる。


　あの日と同じように、過ごした日々と同じように、温かくて落ち着く。このぬくもりに浸ひたっていれば、きっと癒いやされるのだろう。あちらへ行けば、多分母は抱き締めてくれる。


　でも、できない。


「行かなきゃ」


　母は放してくれない。自分だって、心のどこかで留とどまることを願ってる。


　だから斬きり捨てる。


　そんな自分ごと、己おのれの道を阻はばむ幻げん影えいごと、全すべてを。


　それが罪深いのなら、また背負ってやる。全部背負ってやる。


「さよなら」


　左手は、いつしか〝正宗〟を握っていた。その手で母を突つき飛ばし、彼女の両手が顔から離れる。蒼は〝正宗〟を右手に持ち替かえ、悲しげに目を閉じた。


　笑顔のまま、また近づいて頰ほおに触れようとする母。


　その笑顔は、永遠に保たれたまま、宙を舞まった。


　蒼の右手が閃ひらめき、鞘さやの戒いましめから解き放たれた刃はが、細い首を薙なぐ。


　あの日母を殺し、今また──自らの意志で。


　いつの間にか、闇やみが消え失うせてあの墓も消えていた。


　光が差し込んできて、道が拓ひらけている。


　蒼は、光の差す方へ歩き出した。血ち塗ぬられた覇は道どうは、まだ終わりそうにない。重い荷物を背負ったまま、続いていく。


　それでも彼は歩き出した。








　いつの間にか、集中治療室は開放されていた。


　ほぼ蒼一人のためだけの特別室に近かった場所だが、今は本来治療に当たるべき医師達があえて席を外し、ただ彼を巡めぐる人々が取り巻いている。


　鈴香に肩を借り、朱雀はその場にいる。父も傍かたわらに立っていた。


　蒼の容態の急変を亜あ紀きから聞き、綾あや姫ひめも駆かけつけている。兄の分まで、見届ける必要がある。


　琴美が、ふらつきながら、蒼から手を離す。もう役目は終わった。次に行うべきことをやるのは、自分じゃない。


　皆が見つめる中、ゆっくりと少年の上半身が起き上がる。


　半はん裸らの肉体は、腹部に大きな傷を残してはいるが、修復されていた。魂源ルーアハの伝導経路は消え失うせ、ただまだ幼さを残しながらも、徹てつ底てい的てきに鍛きたえ込まれた体は、いつもの頑がん強きようさを取り戻している。
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　前まえ髪がみが両目にかかり、その素す顔がおはまだ晒さらされない。


　この場にいない友の配はい慮りよか、ベッドの横の台の上には、愛用のサングラスが置かれている。右手がゆっくりとそれを手に取り、いつものように両眼と鼻の間の、ほとんど意味をなさない位置にかける。


　そして──蒼そう茫ぼうの両眼が見開かれる。


　最初に視界に飛び込んできたのは、泣きじゃくる最愛の女ひ性とだった。


「蒼君……！」


　人目をはばからず抱だきつく美亜を、蒼は胸元に抱き寄せる。


　安心したように、琴美が昏こん倒とうし、身をのけぞらせて倒れる。床ゆかにぶつかる前に、その体を一人の少年が支えた。


「上出来だ。お前にしちゃよくやった」


　たった今最後に部屋に入ってきたその少年は、携たずさえてきた品を蒼に放ほうる。


　蒼は左手でそれを受け取り、自分の胸で泣き続ける美亜の頭を抱えながら、かけがえのない友を見つめた。


　左手から伝わる慣れ親しんだ重量感と、新生の躍やく動どう感。


　復活した〝正宗〟は、失われた鍔つばを装備し、ついに完全なる姿で〝王〟の下もとへ。


　全てを取り戻し、蒼は屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮かべた。


「ただいま」


　その場にいる全ての者へ、感謝を込めた笑顔で〝王メレフ〟の御み言葉が降り注ぐ。


　皆の意を代表し、〝軍師ヤツド・イエミノ〟が──〝剣つるぎ守もり〟が──親と友もが──要が言葉を紡つむぐ。


「おかえり」


　彼もまた、最高の笑顔を返す。


〝刀とう神しん〟那斬蒼──封ほう刀とう〝裏正宗〟──共に完全復活!!
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　彼らは、待っていた。


　それがどれぐらいの時間になるのかは、よく覚えていない。


　一つの「種」を望む方向に進化させて、その成り立ちを見守ったのだから、どう少なく見積もっても数万年単位になるのだろうが、「時」という概がい念ねんには、お互たがいあまり興味がない。


　問題なのは、成果だ。


　望みの個体ができあがればよし、駄だ目めならば、また新しい方法を模も索さくする。


　よく覚えていないし、別段興味もないが、もしかしたら今のやり方も、何回目かの実験なのかもしれない。


　ただ、今回はかなり予想通りに進んでいる。


「人」という種は、実に多種多様な可能性を秘ひめ、こちらの期待通りの進化を見せてくれた。


〝智ち慧えの実〟を得た者の中で目覚める〝神エ理クのス欠ト片ラ〟とは、実に興味深い。


　魂源ルーアハの完全制せい御ぎよなど望むべくもない、不完全で脆もろい力だが、それゆえにその応用は見ていて飽あきない。


　そう──何と言ったか、あの個体、〝王〟などと呼ばれていた者、そして〝軍師〟と呼ばれていた者などは、実に器用だ。その恵めぐまれていない体たい軀くで、よくあそこまで魂源ルーアハを顕けん現げんできるものだ。


　もう一方の〝生命の実〟を得た方は、あくまでも想定内の進化しかしてくれなかったが、それだけに単純でやりやすい。


　ひたすら捕ほ食しよくし続け、わずかながらも〝智慧の実〟の力を取り込み、「智」も得てくれた。


　ただ、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟は顕現されず、ただ頑強な肉体のみが突とつ出しゆつしていった。喰くうとは単純で便利な手段だが、ただ喰らうだけで相手の全存在を取り込むことなど、できはしない。あくまでも、栄養になるだけだ。


　その肉体は器うつわとしては合格点なのだが、それだけでは少々物足りない。


　人と異メ魔ギ人ド、どちらも一長一短──だが覇は者しやを決めなくてはならない。


　異メ魔ギ人ドはもう大分煮に詰つまり、仮の器も定まった。


　お互いの同意の下もと、とりあえず一か所に集まり、今後の方向性を話し合っている。


　あとは──人。


　あちらの代表ともう一度比べる必要がある。


　選ばれるのはどちらか。


　あのとき、あの賢さかしき人間は言った。





「コイツにはまだ『先』がある」





　と。


　先とは何だ？


　全〝神エ理クのス欠ト片ラ〟中、おそらくは最も対異メ魔ギ人ド戦に突出した力を持ち、その智慧を最大限に使い、人の身で本来持ち得ない〝生命の実〟の力を擬ぎ似じ的とはいえ限界まで顕現させたあの人間──だが、まだ先があると？


　その「先」とは？


　興味は尽つきない。


　それが知りたくて、その場で喰わなかった。いずれまた、向こうからやってくるだろう。


　そのときこそ、約やく定じようのとき。


〝天てん剣けん〟と〝地ち刃じん〟──お互いが求めた存在が、ようやく選ばれる。








「うまっ」


　つい昨日まで死にかけていた少年は、それまでの容態などどこ吹ふく風、名実共に完全復活を果たして旺おう盛せいな食欲で昼食をたいらげていた。


　場所は病院の中庭、天気もいいので芝生しばふの上にビニールシートを敷しき、ピクニック気分で並んだ料理を食いまくっている。


　病人食など不要、うまいもん食わしてというシンプルな蒼あおいの要望に、調理場を借りて要かなめと琴こと美み、そして美み亜あが腕うでを振ふるった。


　それぞれ腰こしを下ろし、蒼と共に食事を囲んでいるが、主しゆ賓ひんの食欲に圧あつ倒とうされ、苦く笑しようしつつそれを眺ながめている。


「おいしい、蒼君？」


　ほほえましい光景に、顔を綻ほころばせながら、美亜が尋たずねる。


「うん」


　と素す直なおに頷うなずき、蒼はまた唐から揚あげを一つ口に入れ、もぐもぐした後に感想を漏もらす。


「このジューシー感と揚あげ具合……超ちよううまい」


「それは、要が作ったやつだけどね」


　美亜は笑顔を崩くずさずに言う。


　もちろん、蒼の顔はちょっとひきつった。


　空気を変えようと、魔ま法ほう瓶びんから味み噌そ汁しるを注ついで飲み、一息つく。


「あ……これダシ違ちがうな。要の味じゃない……でも、これはこれでアリだな。うまいうまい」


「それは、月つき島しまさんが作ったやつだけどね」


　相変わらず美亜は笑顔のままだ。


　それなのに、蒼は嫌いやな汗あせが流れてくるのを止められない。


　助けを求めるように、隣となりで麦茶を飲んでいる要に、耳元で囁ささやく。


「要君……笑顔なのが逆に怖こわいんだけど、どうしようか？」


「俺にふるな。俺が月の無い夜に刺さされる危険が高まる」


「いやいやいや……俺を巡めぐって争うな」


「殴なぐっていいか？」


　死の淵ふちから舞まい戻もどった友は、相変わらず頭のネジがゆるんだままだ。琴美の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟も、これだけは治しようがないのだろう。


「どうだろう要君、ここは一つ、君が料理の修しゆ業ぎようをつけてくれまいか？　とりあえず、ご家庭でも手軽にできる、パラッとした炒飯チヤーハンの作り方から始めよう」


「それガキの頃ころから言ってるが、向こうのちっぽけなプライドで実現してないだろ？　諦あきらめて、そこの明らかに姉さんが作ったとわかる、煮に崩くずれた煮物でも食べてろ」


「二人共──言いたいことあるなら、はっきり言ったら？」


　笑顔のままで美亜が言う。その後ろには、黒い業ごう火かが燃えている。


　蒼と要は、子供の頃からのマニュアルに従い、声を揃そろえて無表情で返す。


「「別に」」


　そしてまた蒼は食事に戻る。


　リスク軽減のため、とりあえず満まん遍べんなく食べておこう。


　対策を実行する蒼を、琴美はほほえましく見つめる。


　少し複雑な想おもいもあるが、今はただ彼が戻ってきたことを喜びたい。


　一回こっきり、非力な自分に舞い降りたささやかな欠片かけらで彼が救われたのなら、それで充じゆう分ぶんだ。


　四人の食事が終わり、片付けも終わると、琴美は中庭のベンチに座って空を眺めていた。


　まだここの空は無事だ。


　異メ魔ギ人ドの脅きよう威いも遠い。けれど、病院には毎日怪け我が人にんが搬はん送そうされてくる。


　さっきのような光景を、いつまで見ていられるのだろうか？


　少し悲観的になり、視線を下ろすと、蒼が眼前に立っていた。要と一いつ緒しよに去ったかと思ったが、残っていたらしい。


「……どうしたの？」


「いや……その、ちゃんと礼言ってなかったなって。ありがと」


　頭を搔かきながら蒼は言う。


「いいよ、そんなの。私、今まで何回も助けてもらったし……」


　琴美は笑顔で返すが、蒼は何だかぎこちない。仮にも相手はふった女なわけだから、仕方無いのかもしれないが。


　色々な意味でふっきれた琴美と違い、相変わらず蒼はヘタレだ。


「え～っと、その……前から思ってたんだけど」


「……何を？」


「あ～……月島は、かわいい、と思います」


「…………？」


　蒼が何を言いたいのかわからず、琴美は首を傾かしげる。


　当の本人も、まだ考えがまとまっていないらしく、なめらかに言葉が出てこない。


「つまりその……いい女なわけで。俺には……もったいない的な」


　ようやく、本題に入れた。


　琴美は苦く笑しようし、この困った少年を見る。要もたまにそうだが、男というのはどうしてこう、手がかかるのだろう？


「なんで……その、だから…………」


「いい人、見つけるよ」


　琴美はまっすぐな眼まな差ざしで、言い切った。


「また、誰だれかを好きになって、いい人、見つけるよ」


「……うん」


　蒼は小さく頷く。肝かん心じんなところでは、いつだって女の方が強い。


　男女間の友情が成立するか否いなか──永遠のテーマに答えは出ないが、結ばれなかった男女でも、うまくやっていくことは、多分不可能じゃない。


「じゃ……俺、行くわ」


「うん……あ、先生のこと、大事にしなきゃダメだよ？」


「……はい」


　最後まで気を遣つかわれ、蒼は苦笑しながらその場を去った。


　どうやら、女運だけには……恵めぐまれていたらしい。


　一人しか選べないのに、神様は残ざん酷こくだ。


　そう思って廊ろう下かを歩いていると、後ろ襟えりをひっぱられて、暗がりに連れ込まれた。


「のわ、何？」


　振り向くと、綾あや姫ひめが立っていた。


　それまでの明るさが消え、蒼の顔も引き締しまる。


　要から、冴さえ木きのことは聞いている。胸を痛めてはいたが、綾姫には何も言えずにいた。言う資格など無いとも思う。


　自分の為に残った、そう思うほど蒼は傲ごう慢まんではないが、それもまた冴木が一人残った理由には違いないのだから。


「あの、さ……その、冴木さんのことだけど」


「……何よ？」


　不ふ機き嫌げんに聞き返す綾姫に、蒼はずっと思っていたことを打ち明ける。


「俺……一人っ子で、兄貴とかいないからさ、もし、もしいたら……あんな感じなのかなって、思ってた」


「………………」


「俺…………」


　蒼が目を伏ふせたとき、綾姫は肩かたを竦すくめて憮ぶ然ぜんと言い返す。


「な～にバカなこと言ってんのよ。お兄ちゃんは私のお兄ちゃんよ。勝手にわかったようなこと言わないでくれる？」


「……パッツン女」


「だ～から、せめて会長と呼びなさい」


　腕うで組ぐみをして、彼女は不平を述べる。その顔に、もう涙なみだはない。


　まだ完全に吹っ切れたわけではないし、複雑な想いだってある。


　でも、泣かない。


　多分、それが兄のためにできる唯ゆい一いつのこと。


「お兄ちゃんは……お兄ちゃんなんだから……いいのよ」


「……ああ」


　蒼にはそれしか言えない。


　が、綾姫には他ほかにもまだある。


「で……訊ききたいんだけど……飛ひ流りゆう君の好きな食べ物って、何？」


「はあ？」


　何言ってんだこの色ボケ女、といった顔で蒼が訊き返す。


　え、立ち直ったはいいけど、いきなりそっち？


「いや、ほら、その……やっぱベタだけど手料理って鉄板じゃない？」


「………………」


「何よ、何か文句あんの!?」


「……別に」


　何か、逆に損した気がしてきた。


　冴木さん、あなたの妹は元気にやってます。追つい伸しん、でも要は俺の嫁よめです。


「で、何なの？　もしかして、知らないとか？」


「いや、まあ知ってるけど……」


「じゃあケチケチしないで教えなさいよ。何？」


「……水」


「はあっ!?」


　予期せぬ答えに、綾姫が目を剝むく。いや、生きていくうえで必要不可欠だけれども。


「食事と合わせるときは麦茶だけど、単体で好きってんならただの水。でもそんなこだわりなくて、最悪水道水でもいいって。まあ日本のは世界一うまいしね」


「いや、でも、そう言われても……ねえ？」


「作るのはうまいけど、食べる方にあんま執しゆう着ちやくないし。まああれだ、そこの自じ販はん機きでミネラルウォーターでも買えば？　ただお前からだと色々警けい戒かいして飲まない可能性が高いので、俺からお前の名前は出さずに渡わたしとくよ」


「それ、単にお金出しただけでしょーが!!　何よ、ケンカ売ってんの!?」


　蒼の襟えり元もとを摑つかんでゆする綾姫。まあ無理もない。


「いや、ケンカって言ってもぉ～～すでに勝負ついてるし？」


　蒼の嫌いや味みな発言に、綾姫の眉まゆが吊つり上がる。またあの屈くつ辱じよくが甦よみがえってきた。


「まああれだ、要のオンリーワンにしてナンバーワンの俺に勝てるわけねーって。最低でも月島クラスのいい女にならないと、望み以前に人間として認にん識しきしてもらえないから」


「何よそれ……だから、私のどこがあの娘こに劣おとってるのよ!?」


「全部」


「何よそれ……ああもういい、アンタに訊いた私がバカだったわ！」


　蒼を突つき飛ばし、憤ふん慨がいした綾姫はそのまま背を向けて去っていく。


「見てらっしゃい、いつか抱だかれたうえにキスしてやるから！」


「順序逆だろ。あと、要はお前のこと抱かないよ？」


「う～るさい！」


　嫌味を払はらいのけ、彼女はまた恋こいの茨いばら道みちへと向かっていく。


　蒼は苦笑しながら、勝者の余よ裕ゆうでエールを送る。


「ま、せーぜー頑がん張ばれよ、会長」


　綾姫は返事をせず、唇くちびるを尖とがらしたまま廊下を進む。


　蒼はそれを見送ってから、行かねばならない男の下もとへ向かった。


　彼は病室におらず、屋上にいた。


　外の風景を眺ながめて、風に当たっているのは、朱す雀ざく。


　だが自らの力で歩くことはできず、車くるま椅い子すに乗っている。それを押しているのは、鈴すず香かだ。


「アンタ……」


　一いつ瞬しゆん、鈴香の表情に複雑な感情が浮うかぶ。


　だがそれを押し殺し、彼女は朱雀に一言告げてからその場を去る。


「飲み物、買ってくるから」


「……悪いな」


　気を利きかせた彼女に、朱雀は素す直なおに礼を言った。


　階段を下りる音を聞いてから、蒼はゆっくり朱雀に近づく。


　彼がこうなっている理由も、もちろん要から聞いていた。


「センパイ……」


「いちいちくだらんこと言うなよ。俺が自分で決めた。弱かった。だから傷を負った。それだけだ」


「………………」


「飛流の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟で、多少は改善されるらしいが、元に戻もどるのは少し時間がいるらしい。まあ、まずは生き延びたことをよしとするさ」


　蒼はまだ何も言えない。


　皆みんな、自分のために命を懸かけてくれた。


　だが、自分は何をしてやれる？


　何も……何もない。


「那な斬ぎり」


　チョイチョイと、朱雀が指を振ふって手招きする。


「…………？」


　顔を近づけると、その頰ほおに朱雀の拳こぶしが叩たたき込まれた。驚おどろきに、蒼は頰を押さえたまま、目をパチクリさせながら朱雀を見る。


「何ふぬけた顔ツラしてんだ、タコ」


「………………」


「行くんだろ？」


　蒼は頷うなずいた。明日にも、また〈武ぶ街がい〉へ戻る気でいる。決着を──つける。


「勝てよ」


「……センパイ」


「勝って、文句無しに地上最強になってこい。そしたら、最初の挑ちよう戦せん者は俺だ。文句は言わせん。我が〝村むら正まさ〟とお前の〝正まさ宗むね〟、どちらが上か、雌し雄ゆうを決しよう」


　朱雀の声は澄すみ切っていた。


　強さとは、もしかしたらただの暴力かもしれない。


　だが、純じゆん粋すいに清い心でそれを求める者がいる。ただ高みを目指して駆かける者がいる。


　四し門もん朱雀とは、そんな男だ。


「……ヤダね」


「ああ!?」


　このシチュエーションでそれはねーだろ、と朱雀は顔を歪ゆがめる。


「……俺の〝正宗〟が負けるわけねーし。いくら武器の性能差も実力のうちだって言っても、それで勝負決まっちゃつまんねーでしょ？」


「お前な……」


「だから……男らしく、こっちでさ」


　蒼が朱雀の前に拳を突き出す。朱雀は微び笑しようし、その拳に自分の拳を突き合わせる。


「よかろう。俺が剣けんだけの男だと思ったら、大おお間ま違ちがいだぞ？」


「上等……」


　また一つ、負けられない理由ができた。


　それは〝王〟の宿命。


　自らに託たくされた様々な想おもいを胸に、彼は進まねばならない。


　明日を迎むかえても、その先に、まだ彼の覇は道どうは続いている。








　翌日の朝、要は蒼の朝食を作った後、病院のエントランスの待合席に腰こし掛かけていた。


　その隣となりに、一人の少女が無言のまま腰掛けてくる。


　綾姫だ。


「……何だ？」


　不機嫌に尋たずねると、綾姫は自販機で買ったとおぼしきミネラルウォーターを差し出す。


「飲んで」


「……何な故ぜ？」


「いいから」


　強い口調で言われ、要は渋しぶ々しぶペットボトルの蓋ふたを外す。ちゃんと未み開かい封ふうだから、毒を仕込まれているわけではなさそうだ。慎しん重ちように味覚を作動させつつ、中の液体を飲み干す。


　うん、ただの水だ。


　当たり前だが。


「……何がしたいんだ、お前？」


　つまらなそうに問うと、綾姫は仏ぶつ頂ちよう面づらで要に質問を返す。


「何で、そんなに那斬蒼が大事なの？」


「はあ？」


「ついて……いくんでしょ？」




[image: ]


　見み透すかしたように彼女は言う。少し考えれば、すぐにわかる。


「それがどうかしたか？」


「何で、そうまでするの？　それがあなたの幸せ？」


　綾姫の目は、まっすぐ要を捉とらえていた。要もそれから目を逸そらすことなく綾姫を見つめている。


「俺は父親を殺した」


「…………！」


　一瞬、綾姫の顔が驚きよう愕がくに歪む。でも、すぐに平静を取り戻して要を見つめる。そんなことで、そんなことぐらいで終わるような、安っぽい恋なんてしてない。


「けど、何も感じない。むしろ楽しかったぐらいだ。母親が相手でもそうだろう。昔俺を捨てて出ていって、今どこにいるかわからないが、会ったところで何も思わない」


「…………」


「友達がほしいと思ったこともないし、別に愛にも恋にも興味無い。〝剣つるぎ守もり〟の使命もどうだってよかった。血を引いているから、その家に生まれたからって、何で毎日親父おやじに半殺しにされなきゃいけないのか、何であんな刀を守んなきゃいけないのか、何で会ったこともない〝刀とう神しん〟に仕えなきゃいけないのか……ずっと運命ってやつを呪のろってた」


　顔色一つ変えず、要は過去を吐はき出す。


　それを他人に伝えることに何の痛つう痒ようも覚えず、ただ淡たん々たんと語るだけ。


　綾姫は、黙だまって彼の独白を受け止める。


「あの日、俺は親父を殺した。右目を抉えぐっただけだが、心の中では死んだも同然だったから、そう表現したっていいだろう。抉る瞬しゆん間かん、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に目覚めた。力が欲しくてたまらなかったからな。親父を殺すために俺は極者アダム・バルフとして目覚めた。そしてあとは〝刀神〟を──親父が、今日現れたといったソイツを殺す気だった」


　要の瞳ひとみは、眼前の綾姫を映さずに、過去を見つめていた。





　かつて〝正宗〟が鎮ちん座ざしていた洞どう窟くつ──あの日、中に入ると、自分と同じ年とし頃ごろの少年が、涙なみだを流して〝正宗〟を抱だき締しめていた。


　ためらうことなく、自分は彼を殺そうとした。


　父親のように目を抉り取るか、心臓を貫つらぬくか、首を摑つかんで絞しめ殺すか──選せん択たく肢しはいくつかあった。


　当時は、まだ蒼は剣けん術じゆつを何一つ知らない子供にすぎない。戦せん闘とう能力は確実に要が上だった。


　それでも、向こうは子供には不似合いな〝正宗〟を手に応戦してきた。


　蒼の意思ではなく、あくまでもそこに宿る〝剣けん者じや〟の意思。


　蒼を守るため、自らが主体となって蒼の体を操作して戦う。蒼は、ただ刀を握にぎり、体を貸していただけだ。


　別に構わない。


　殺すだけだ。


　無表情で、あの日の自分は蒼の命を狙ねらった。


　──やめろ……お前は〝剣つるぎ守もり〟だろう!?


〝剣者〟が脳に呼びかけてくるが、応じる気はなかった。多少手て強ごわい敵だが、武器に使われている身では、所しよ詮せん敵かなうべくもない。


　洞窟の岩いわ肌はだに追い込み、左手で突つきを見み舞まう。拳と岩のサンドイッチで、頭部にダメージを与あたえ、全ては終わり。


　だがさすがは数多あまたの剣けん豪ごうや極者アダム・バルフの生気と記き憶おくを喰くらった〝正宗〟、そのリーチを活いかし、拳が届く前に首を狙ってきた。


　──やむをえん。


　覚かく悟ごを決め、〝剣者〟もこの幼き〝剣つるぎ守もり〟を敵と認にん識しきし、排はい除じよにかかる。


　その太刀たち筋すじは迅はやく、そのまま首を飛ばしに来た。防ぼう御ぎよも回かい避ひも間に合わず、自分は死を覚悟した。


　別に未練なんてない。


　相手を殺したところで、他ほかにやりたいこともないし、死ぬのもいいだろう。


　そう氷の精神は判断し、素す直なおに死を受け入れる。


　だが蒼は許さなかった。


　幼く細い首を刎はねようとする刃。


　それを、幼い小さな手が止めた。


　自らの右手が振るった刃を、敵の首に当たる前に左手で摑んで止める。勢いがついていたから、当然左手は斬きり裂さかれ、血が噴ふき出す。


　理解できなかった。


　何故命を狙う敵を、自分が傷ついてまでかばったのか。


　これまでの短い人生で、初めての光景に幼い自分は目を疑った。


　だが、蒼は違った。


　それが当然だと、疑いもせずに自らの意志で〝正宗〟を押さえ込む。


「どう、して？」


　尋ねたら、アイツはこう言った。


「イヤだ……」


「…………？」


「もう、誰だれかを殺すのも、死ぬのを見るのも、イヤだ」


　そう、蒼は言った。涙を流しながら。


　何だコイツ。


　バカみたいだ。


　傷ついて、血を流して、人を救って……バカみたいだ。


　なのに、何で自分も泣いてるんだ？


　救われたぐらいで、かばってもらったぐらいで、何で泣いてるんだろう？





「──アイツは、俺のために泣いてた」


　過去を思い返し、要は言う。そこから、全ては始まった。


「理解できなかった。何で人のために傷ついて、泣いてるのか」


「…………」


　綾姫は何も言えない。


　誰だって、きっと何も言えない。


「アイツは、俺に無いものを全部持ってた。俺が失ったものを全部持ってた」


「………………」


「俺に家族がいないから、アイツが俺の分まで自分の母親を愛して──俺の分まで苦しんでた。俺が世界のためになんて戦えないから、アイツが戦って、俺の分まで傷ついてた。俺が誰かを愛せない分──きっと、アイツは姉さんを愛してた。俺のかわりに……ずっと泣いてたんだよ」


　二人でいることが、ちょうどよかったのだと思う。


　全てを持っている者と、何も無い者。半分で割るぐらいが、ちょうどよかったのだろう。


「お前が、何をとち狂くるって俺を好きだなんてぬかしてるのかは知らないが……お前が好きになった俺を、俺を俺にしたのは、アイツだ」


「………………」


「俺はアイツを救ってるんじゃない。俺自身を救っているんだ。俺の失った、俺自身を」


　要は立ち上がり、ポケットに両手を突っ込み、綾姫から離はなれる。


「俺の傍そばには誰もいなかったが──どうやら、アイツだけはいてくれたらしい」


　それが、綾姫の問いに対する答え。


　また彼は行ってしまう。


　綾姫も立ち上がる。そして、ありったけの気持ちを込めて言う。


「いるわよ」


　要の足が止まる。


「私だって……いるわよ！」


　要の肩かたがかすかに揺ゆれる。綾姫からは顔が見えないが、きっと──笑っていたのだろう。


「……別に頼たのんでない」


　いらない、とは言わなかった。


　要は自動ドアをくぐって外に出る。綾姫は追わない。すべきことは、他ほかにあった。








　蒼は一いつ般ぱんの個室に移っていた。もう全快しているので、あくまで宿しゆく泊はく場所を提供されたような格好だ。


　軽く部屋を掃そう除じして、シーツを整えて……身み支じ度たくをする。


　いつもの黒のボンデージタイプのストラップシャツにベルトパンツ、もちろんサングラスと〝正宗〟も忘れずに。


　そして、後はトレードマークの三つ編み。


　右の横よこ髪がみを一ひと房ふさ編み込むのは、朝の決まりごとだ。


　そのとき、ドアを叩たたく音が聞こえた。


「どうぞ」


　美亜が入ってきた。蒼の様子を見ると、微び笑しようしながら近づいてくる。


「貸して、私がしたげる」


「うん…………」


　元々、子供の頃ころ美亜に髪型をいじられたのが始まりだった。その思い出を抱かかえていたくて、海外に旅立ったとき、この髪型にした。


　忘れようとしても、彼女との思い出を糧かてに戦っていた。


　昔もらった銀の龍りゆうの飾かざりも、〝正宗〟の柄つかにつけていた。


　きっと、思い出は人が生きていくための燃料なのだろう。そして、蒼の燃費はすこぶるよかった。遠い日の思い出だけで戦えた。


　なのに、彼女は今も新しい思い出を注いでくれる。


「……はい、できた」


「ありがとう」


　支度を完全に終え、蒼はそのまま部屋を出ようとする。


　美亜は止めない──だが、表情は重い。もしかしたら今こん生じようの別れ、言うべきことはいくらでもある。それだけに、逆に何も言えない。何か言って、お互たがいの決意を揺るがすことなどできない。


「色々、考えたんだけど」


　ドアの前で足を止め、蒼が言う。


「何……？」


　ぎこちなく、美亜が返す。


「やっぱり、生徒と教師の恋れん愛あいはどうかな～と。あと、俺ってやっぱガキだから、不ふ釣つり合あいなんじゃないかって」


「そんなこと……ない」


　小さな声で否定する。蒼が本気じゃないことぐらいわかる。でも彼があえて言ったその意味を読み取ろうと、じっと彼を見つめる。


「だから……さ、世界の一つや二つ救ってこないと。そうじゃなきゃ、釣り合い、とれないから」


「蒼君…………」


「〝天てん剣けん〟と〝地ち刃じん〟を斃して、生徒と教師じゃなくなったら」


　蒼が振ふり返る。


　もう逃にげたりしない。まっすぐ彼女を見る。


「抱だき締しめてもいい？」


　美亜が頷うなずく。


「待ってるから」


　蒼も頷く。


「ずっとずっと……待ってるから」


　そして二人はそこで別れた。別べつ離りも、再会の約束も二人だけのもの。








　早朝から実家を出て、琴美は病院に向かっていた。


　今日、二人は〈武街〉へ赴おもむく。


　でも、来て何をすればいいんだろう？　見送り……はしたいが、正直送り出すのはつらいし、別に自分じゃなくてもいい気がする。


　うじうじ考えて建物の外をうろうろしていると、綾姫にでくわした。


　会え釈しやくすると、相手はこちらに近寄ってきて、顔を覗のぞき込む。


「な、何ですか……？」


「……やっぱり、納なつ得とくできない。私のどこが劣おとってるわけ？」


「はあ？」


　事情を知らない琴美には、反応のしようがない。


「那斬蒼が起きたとき……さりげなく飛流君に抱きかかえられてたわよね……!?」


「はあ…………」


　昏こん倒とうしていたので、よく覚えていない。というか、何な故ぜ絡からまれているのか、さっぱりわからない。


　無む垢くな表情で首を傾かしげる琴美。綾姫は溜ため息いきを吐つき、さっさと本題を切り出す。


「まあいいわ。ちょっと手伝って。時間ないし、人手ほしいし」


「はあ……えっと、何すれば……？」


　困こん惑わくする琴美に、綾姫はＡ４用紙の束を差し出す。


「電話とメール。できるだけ、たくさん」








　蒼は病びよう棟とうを後にし、敷しき地ちと外を分かつ門に向かう。


　要はすでにそこにいた。壁かべに背を預け、こちらを見ている。


「要…………」


「言うなよ」


　無愛想に要は言う。念を押すように、さらに続ける。


「来なくていいなんて、二度と言うなよ」


　蒼は苦く笑しようした。どうやら、根に持たれてるらしい。


「お前こそ……二度と俺を置いてくなよ？」


「お前が言ったからだ」


「そこは来てほしいけど、あえて言ったっつー俺の乙女おとめ心ごころを読み取れ、我が嫁よめ」


「知るかボケ。大体、前から思ってたんだが、俺が嫁なら、姉さんは何なんだ？」


　至し極ごく真っ当な問いに、蒼もまた生き真ま面じ目めに答える。


「えっと……お嫁さんになってほしい、みたいな？　どうしよう、言っちゃった[image: ]」


「何恥はじらってんだ……タコ」


　苦笑しながら、二人は連れ立って歩き出す。病院を出て少し歩けば、バス停がある。〈武街〉周辺は閉へい鎖さされているが、ある程度の距きよ離りまではそのバスで近づける。


　バスの発車時刻には余よ裕ゆうがあり、急ぐことはない。ゆっくり歩いていると、後ろで何やらざわめきが聞こえる。かなりの数の足音と、人の声。


　いぶかしみながら、振り返る。


　背後の歩道橋に、人の波ができていた。少なく見ても、二百人以上。


　覚えのある顔が多い。皆みんな──学園の生徒達。蒼のクラスを中心に、主に壱いち年生が多いが、弐に年や参年もまじっている。因いん縁ねん浅からぬ剣けん術じゆつ部や、一ひと悶もん着ちやくあった槍そう術じゆつ部の面々も見える。


　何故、と思ったとき、要は集まりの中に綾姫の姿を見つけ、事情を悟さとった。


　彼女が集めたのだ。


　生徒会長の権力と人脈をフルに使い、この短時間で集められるだけの生徒に声をかけた。自宅待機中で、すでに転校を決めた者や、地方へ疎そ開かいしている者も多い。それでも、集められるだけの者を呼び出した。


　先頭を切って、琴美が叫さけぶ。


　歩道橋の上から、ありったけの声で二人に呼びかける。


「勝ってね……絶対……帰ってきてね～～!!」


　それに呼応して、声せい援えんが次々にあがった。





「何かよくわかんねーけど、頑がん張ばれよ～！」


「四門さんの分まで、頼むぞ！」


「街、取り返してくれよ～！」


「死ぬんじゃねーぞ～！」


「うちの実力、異メ魔ギ人ドに見せつけてこいよ!!」





　全すべての真実を知る者は、その中にはいない。


　だが綾姫の呼びかけに応こたえ、彼らは集まった。決戦に赴おもむく仲間に、心ばかりの声援を届けるために。


　蒼と要にとっては、距離を置いていた生徒達。孤こ独どくに戦う彼らとは、同じ学び舎やに身を置きながら、違ちがう世界の者だと線を引いていた。


　なのに……何故だろう。熱いものが、胸に込み上げてくるのは。


「……ハードル上げすぎだっての。俺、プレッシャーに弱いのにさ」


「まったくだ。奴やつらは属性ヘタレの何たるかをわかってない」


　苦笑し合い、要が呟つぶやく。


「──負けられないな」


「ああ」


　共に声援を背中に受けて歩き出し、片かた腕うでを空に突つき上げる。


　蒼は右腕を。


　要は左腕を。


　それが彼らの答え。


　また、歓かん声せいが上がった。見えなくなるまで続く声援──それが終わる頃、綾姫が欄らん干かんに頰ほお杖づえをついてぼやく。


「ホンット……男って……バカばっか」


　苦笑しながら、もうほとんど見えない要の背を見つめる。


「でも……好きよ」








〈武街〉までの道のりは、最終的には徒歩に切り替かわった。


　自衛隊が封ふう鎖さをしていたが、それは要と四門帯たて刀わきが手を回すことで退けた。この二人なら部隊を全ぜん滅めつさせて進むことも可能だが、余計な手間は省きたい。


　できうるかぎり障害を取り除かれ、二人は〈武街〉へ通じる直線の道路を進む。


「あー、そうそう訊きいときたいんだけどさ」


「何だ？」


「無いんだろ、最終鎖式ゲマル・リミツター？」


　衝しよう撃げき的な一言は、あっさり吐かれた。


　要も平然とその言葉を肯こう定ていする。


「ああ、〝剣つるぎ守もり〟が受け継ついだのは第四鎖式レヴイまでだ。元々、あれですでに人類の限界だからな。当然だろう。最終鎖式ゲマル・リミツターは、六つ目の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟同様、具体的に記述が無く、単に想定されていただけだ。つまり、第四鎖式レヴイで勝てないのがわかってるから、その先に辿たどり着けってことだな」


「……散々世話になってあれなんだけど、何でそうお前の家は、一番大事なところがふわっとしてるのかな？」


「お前なら何とかしてくれそうな気がする。それだけだ」


「……先祖代々、それ？」


「いや、単に俺の勘かん」


　最後の最後で、思いっきり突き放す要。


　もう何も言えず、蒼は苦笑する。


「だから、お前は超こえろよ」


　事も無げに言う要を、蒼は見つめた。


「俺を、〝剣つるぎ守もり〟の予想を、お前自身を超えろ」


「……ハードル上げるなよ」


　いつものように言い合っていると、やがて壁に囲まれた街に近づいてきた。


　重厚で重々しい北ゲートが眼前に聳そびえる。その傍そばには、要が乗り捨てた〝騎き神しん〟が停とまっていた。


「お……ここにあったのか。帰りはこれに乗るか？」


「だな。燃料は残ってるから、多分大だい丈じよう夫ぶだろう」


　状態を確かく認にんしようとタッチパネル式のディスプレイに触ふれる。すると、画面が起動し、メッセージが浮うかび上がる。





　─May you be victorious May you be victorious [image: ]─





「……コイツも、応おう援えんしてくれてる、か」


「ただの誤作動だろ。帰ったら修理に出せ」


「お前には人の心がねーのかよ？」


「いや、これ機械だしな」


　相変わらずの要に溜息を吐きながら、蒼は眼前のゲートに向き直る。


　今は探知センサーと監かん視しカメラは機能していない。扉とびらの開閉機能も完全に沈ちん黙もくし、こちらを受け入れることはない。この扉を開け、〈武街〉の閉鎖を解除することは、さすがに政府も承しよう諾だくしなかった。


　重く閉とざされた扉の前で、蒼は思い出したように言う。


「もう二度と言えないかもしれないから、お前に言っておきたいことがあんだけどさ」


「気が合うな。俺もお前にちゃんと言っておきたいことがある」


　しばらく、間が空いた。


　やがて蒼が言う。


「……お前から言えよ」


「お前から言え」


　要が拒きよ絶ぜつすることで、またしばらく間が空く。


　無む為いな沈黙の果てに、やがてお互たがいタイミングを合わせて口に出す。





「「お前に会えてよかった」」





　どちらともなく、笑いが漏もれた。


「何、何、要君、ここに来てついにデレ期突とつ入にゆう!?」


「うるさい黙だまれ……お前こそ、よくそんなこっぱずかしいこと言えるな」


「お互い様だろーが」


「うるさい、とっとと行け」


　不ふ機き嫌げんな顔でそっぽを向く要。


　蒼は笑いを留とどめたまま、また扉の前に向き直る。


　ここから先は一人だ。


〝天てん剣けん〟と〝地ち刃じん〟を斃たおしうるのは自分だけ。その方法は、もうわかっている。


「じゃ、行くわ」


「ああ」


　別れは平へい淡たんだった。


　勝てよとか、帰ってこいとか、この期ごに及およんでそんなことを言い合う仲じゃない。


　かわりに、餞せん別べつをよこす。


　要が小こ脇わきに抱かかえていた物を投げる。蒼は受け取り、その丸められた衣服を広げる。


　襟えりに黒のファーがついた、漆しつ黒こくのロングコート。全身には、要の鎧がい鞘しよう着ぎを構成する銀の帯がまきつき、強度を上げている。服自体の素材もただの繊せん維いではなく、布の質感を保ちつつも、かなり頑がん強きようなものを使っている。


「もう俺には不要だから、鎧鞘着の素材を転用して作った。無いよりマシだろう。着て行け」


「夜なべして～～的な？　ホント何でも作るな、お前」


「うるさい」


「……サンキュ」


〝軍師ヤツド・イエミノ〟の用意した王のための陣じん羽ば織おりに袖そでを通す蒼。


　要はそれを見つめながら、そっと〝正宗〟の柄つかを握にぎる。


　そして──蒼の左胸を指先で軽く叩たたく。


「つれていけよ、俺も」


「ああ」


　離はなれても、心は共に。


　蒼の右手で〝正宗〟が鞘さやの戒いましめを解かれ、美び麗れいな刀身を晒さらす。


　長大な刃は、眼前の重厚な門を、バターでも切るみたいに苦も無く刳くり貫ぬき、蒼が通る分の空白を作り出す。〈武街〉の装そう甲こうすら斬きり裂さく、これが〝正宗〟の真の力。


　蒼は振ふり返らず進み、要は〈騎神〉の座席に座り、黙って見送った。


　足を踏ふみ入れると、見慣れた景色が飛び込んでくる。


　当たり前だが、人の気配はない。


　とはいえ、異メ魔ギ人ドの気配もまったくなかった。


　最悪、数百体規模の上級レリウーリアとの戦いも考えていたが、進軍を阻はばむ敵はいない。


　だが、その残ざん骸がいは街のあちこちに散乱していた。


　どの個体もすでに死亡しており、なおかつその肉体には捕ほ食しよくの痕こん跡せきが刻まれている。


　この閉とざされた巨きよ大だいな檻おりの中で、上級レリウーリアはお互いを喰くい合っていた。


　喰い合って、喰い合って、喰い合って──残ったモノは、おそらく最上位種に喰われた。


　多分、異メ魔ギ人ドの存在意義はそこにあるのだろう。


　異メ魔ギ人ドが人を襲おそえば、人は技わざを磨みがき、強さを求める。場合によっては〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に目覚める者もいる。


　少しずつ人間の種的戦せん闘とうポテンシャルを引き出し、うまさを増した人間を喰う。


　喰った異メ魔ギ人ドは強くなり、また人を襲う。人も強くなり、また異メ魔ギ人ドがそれを喰う。


　時には異メ魔ギ人ド同士で喰い合って強くなる。


　二つの種は切せつ磋さ琢たく磨ましあいながら、やがて一つの答えに辿り着く。


　全すべての異メ魔ギ人ドは、喰われることで最終的に一体に収しゆう斂れんされる。


　勝つためには、圧あつ倒とう的てきな「個」──人間の中での最強。


　属性〝王〟の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟と、対〝天剣〟・〝地刃〟用兵器を持つ存在。


　勝ち残るのは──いずれか。


「よお」


　蒼は片手を上げて挨あい拶さつをした。


　訪おとずれたのは、四門工業本社ビル。


　敗北を喫きつしたその場所で待ち受けるのは──〝天剣〟・〝地刃〟。


「来たか」


〝地刃〟が笑った。


　異メ魔ギ人ド最上位種の肉体に、全ての〝地刃〟の欠片かけらは宿っている。その真しん紅くの肉体は、筋肉を極限まで凝ぎよう縮しゆくしながらも、なお二メートル近い体たい軀くを誇ほこっている。


　体表や禍まが々まがしい獣けものの顔つきはともかく、その姿はある意味で一番人間に近い。


　足元にある喰い散らかした上級レリウーリアの死体を蹴け散ちらし、〝地刃〟は一つだけ他と異なる死体を持ち上げる。


「お前…………」


　七なな人とだった。もう生きてはいない。傷ついた肉体を晒してはいるが、死に顔は不思議とやすらかだ。


　その首が、不意にもぎとられ、無造作に蒼の下もとへ転がってきた。


　蒼は七人の首に視線を落としてから、再び〝地刃〟へ目を向ける。七人の首からは、柄が生えていた。剣の柄つか──〝天剣〟の柄が！


〝地刃〟は柄を引き抜ぬき、首の無い七人の体を投げ捨てる。彼の肉体は、〝天剣〟の鞘の役目を果たしていたのだろう。


　死してなおその身を〝天剣〟に使われ、彼は今度こそ本当の意味で終しゆう焉えんを迎むかえた。


　そして、〝地刃〟の右手に光る豪ごう壮そうな十字の剣。七人の体に到とう底てい納まるとは思えぬ大きさのそれは、今柄の先から粒りゆう子しのようなものを発し、その体を再構築していた。


　──約やく定じようのときだ。


　そう天剣の声が聞こえる。


「お前ら……殺すわ」


〝司祭コメル〟の完全なる死を前に、今〝王メレフ〟は自らの意志で第四鎖式レヴイを解き放つ。


　蒼そう茫ぼうの瞳ひとみが真紅に変わり、全身に魂源ルーアハの伝導を示す電子回路に似た光の筋が浮かぶ。


　そして発せられる真紅の殺気。


「〝真紅の粛清デツドパージ〟」


　蒼が〝地刃〟に斬りかかる。以前のような無む謀ぼうな突とつ撃げきではない、あくまでも自我を保ち、その首を飛ばす。


　蒼の疾しつ走そうを見定め、〝地刃〟がしかけた。


　その真紅の肉体から迸ほとばしる、無数の微び細さいな刃。


　鈍にぶい光を放つそれは、紛まぎれも無く〝地刃〟そのもの。


　無限とも思える数が、蒼を四方から襲う。


「小こ賢ざかしい」


　蒼は冷れい酷こくに吐はき捨て、数百にも及ぶ刃全てに〝真紅の斬閃デツドライン〟を引いた。


「控ひかえろ」


　その真紅のプレッシャーに、全ての欠片が虚こ空くうで動きを止め──そのまま地に落ちる。


〝正宗〟で叩き落とす必要すら無い。今の彼に、飛び道具は効かない。まさしく〝地刃〟に対たい抗こうするための〝神エ理クのス欠ト片ラ〟、それが〝真紅の斬閃デツドライン〟。


「なるほど……では、自分でやるか」


〝地刃〟が駆かけた。


　無論、蒼も。


「シャァァァッッ！」


　ぶつかりあう〝天剣〟と〝正宗〟──今度は一いつ瞬しゆんで砕くだかれなどしない。


　だが、一ひと太刀たち打ち合っただけで、蒼は敵の力に脅きよう威いを覚えた。


　その衝しよう撃げき──どれだけ〝聖命の禁樹セフイロト・ゲート〟を解放しても、身体能力では敵かなうべくもない。


　そして〝天剣〟──その硬こう度どは、確実に〝正宗〟を凌りよう駕がしていた。何とか、打ち合うことはできる。だが力任せに鍔つば迫ぜり合いを続ければ、確実に競せり負けて折られる。


　これまでの戦いとは違ちがう、不利な条件しか存在しない、絶望からのスタート。


「……だからって、負けられねーんだよっ！」


　一いつ旦たん後ろに跳とび、距きよ離りを置く。そのうえで再度距離を詰つめ、蒼は基本に立ち返り、〝真紅の斬閃デツドライン〟を具現化させ、敵を一撃で屠ほふる必殺の斬せ閃んを見定める。


　だが──見えない。


　意味するところは、完全に、敵の力量が上。


「何だ、それは？」


　落らく胆たんしたように、〝地刃〟が漏らす。期待していたが、目の前にいるのは、結局矮わい小しような人間だ。この前より多少マシだが、それだけ。


　頼たのみの綱つなの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟も、こちらには何の影えい響きようもない。


「この程度か？」


「どう、かな？」


　蒼は斬閃ラインを引けず、それゆえに見斬れない。


　真紅のプレッシャーで、敵の動きを止めることもできない。むしろ、少しでも気を抜けば敵の魔テ合フいムに精神が侵しん食しよくされる。


　万ばん策さく尽つきた──いや、何も終わっていない。ならば、ただ剣を振るえばいいだけだ。


　蒼は〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に頼たよることを捨てた。


　基本中の基本に立ち返り、正眼の構えから敵と打ち合う。


　元来、剣けん術じゆつとは体格の差、身体能力、武器の差を埋うめるためのもの。


　そして蒼の〝正宗〟には数多あまたの剣けん豪ごうの記き憶おくが集結している。力で及ばぬなら、その剣けん捌さばきで差を埋める。


「シャァァァッッ！」


　ぶつかり合う〝天剣〟と〝正宗〟。


　澄すんだ音が鳴り響ひびき、蒼は打ち合いの中でその一瞬を見定める。


　無む駄だな打ち合いは愚ぐの骨こつ頂ちよう、相手の動きを読み、無駄なく懐ふところに入り込んで首を狙ねらう。


　長期戦は不利、短期でかたをつける。


　──…………！


　敵が上段に構え、脇わきが空いた。


　イケル。


　一気に懐に潜もぐり込む。予備動作を消し、なおかつ筋力を極限まで活いかした高速の歩行で相手の間合いに、心理の隙すき間まに滑すべり込む。


　胴どうに一撃──そう思った矢先、敵が後方に跳び、遠ざかった。


　──誘さそわれた!?


　わざと胴を空けてから、後方に下がっての面打ち。


　蒼クラスの剣けん士しであれば、このような仕し掛かけ、まず視線や筋肉の動きで読める。


　なのに、騙だまされた。


　駆け引きでの敗北は、「剣術」でもあちらが上という現実との直面。


　──我が〝智ち慧えの実〟を貴様らに与あたえたこと、忘れたか？


　嘲あざけるような〝天剣〟の声。


　矮小な人間の浅あさ知ぢ恵えなど無意味。人が築き上げた叡えい智ちは、元来〝天剣〟が与えたもの。


　ゆえに、蒼の剣術は脆もろくも崩くずれ去る。


「チィッ！」


　かろうじて、振り下ろされる豪剣の一撃を防ぐ余よ裕ゆうはあった。〝正宗〟を掲かかげて、受け止める。


　しかしそれすら、〝天剣〟の手の内だった。


　面打ちではなく、繰くり出されたのは突つき。


　右胸を、透とう明めいな美しい幅はば広びろの刃が貫つらぬく。


「ガッ……」


　コートの素材、そして胸を覆おおっていた銀の帯が、刃が心臓に届くのを防いだ。貫かん通つうはされ、出血もあるが傷は浅い。


　剣術すら及およばぬことを受け入れ、〝天剣〟と〝地刃〟から離はなれる。だが、追撃は容よう赦しやなく降り注いだ。


　再び〝地刃〟の肉体から迸る、刃の群れ。


　だが、それならば──


「え…………？」


〝真紅の斬閃デツドライン〟は、刻まれなかった。


　己おのれが神より与えられし異能が……発動しない！


　疑問に思うより早く、微細な刃が全身を貫いた。コートのおかげで、何とか致ち命めい傷しようにはならない。


　しかし全身から血が噴ふき出し、無数の傷に彩いろどられていく。


「何、で……だよ!?」


　片かた膝ひざを突き、蒼は呻うめく。そこにまた、〝天剣〟の嘲るような声が届く。


　──知らぬのか？　我の仮の器うつわの使う〝神エ理クのス欠ト片ラ〟は、私が直接与えたものだということを。そして、貴様ら人が〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に目覚めたのは、私が猿さるから分かれた貴様らに、〝智慧の実〟を授さずけたからだということに。


「まさ、か……」


　蒼は、さっき刺さされた右胸に手を当てる。確かに、何かが抜け出たような……吸い取られたような覚えがある。


　単に傷を負うだけでなく、〝天剣〟がもたらすのは〝神エ理クのス欠ト片ラ〟の無効化。


　属性〝王〟すら発動不能。


　以前に敗れたときも、おそらく無効化されたはずだ。それでも今まで使えていたのは、琴美に治ち療りようされたためだろう。


　だがもう〝侍医ロフエー〟の力は無い。


「さて、どう出る？」


　圧あつ倒とう的てきに優位に立つモノだけが持てる傲ごう岸がん不ふ遜そんな自信から、〝地刃〟が問う。


　返す言葉など、あるはずもない。


　武器で負け、力で負け、技わざで負け、異能で負けた。


　ならば──後は何が残る、〝王〟よ？








　内閣総理大臣官かん邸てい──執しつ務む室。


　肘ひじ掛かけ椅い子すに腰こし掛かける男は、決断を迫せまられていた。


　対異メ魔ギ人ド戦の砦とりでたる〈武街〉崩ほう壊かい。


　その後、上空から監かん視しは続けていたが、内部に巣くう正体不明のエネルギー反応は高まるばかり。


　それが異メ魔ギ人ドの最上位種であることは理解している。それ以外に、何か得体の知れないもう一つの反応が存在していることも報告されていた。


　それが外に出れば、もう止める術すべはない。


　かといって、討とう伐ばつ部隊を送り込むことも、無駄だろう。


　つい先日も、精せい鋭えい部隊が上級レリウーリアに壊かい滅めつさせられたばかりだ。


　白兵戦でしか仕留められない異メ魔ギ人ド、だがそれすら太刀打ちできなくなれば、どうすればいい？


「那斬……蒼、か」


　苦く悩のうの中、最高権力者はかつてサミットに殴なぐり込みをかけたあの少年を思い出していた。


　中級クトニアを斃たおし、各国の首相に土ど下げ座ざし、登用を請こうたあの少年の戦果は風の噂うわさで聞いた。


　その後は〈武街〉に住み、そして今戦いに赴おもむいたことも、四門工業のトップから聞かされている。


　あの剃刀かみそりのような男が、何な故ぜあの少年に期待しているのかはわからない。


　凄すご腕うでの剣士であることは認めるが、それでも彼に全すべてを託たくすほど、自分はロマンチストになれない。


　では、どうするか。


　無駄と知りつつも──賭かけと知りつつも、核かくでもあの街に落とすか。


　かつての超ちよう大たい国こくがやった愚ぐ行こうを繰り返すのは避さけたい。だが、そもそも二元物理理論自体が、未完成な理論だ。以前は駄だ目めでも、今回はいけるかもしれない。


　どのみち白兵戦での殲せん滅めつが無理ならば、近代の戦争の原点に立ち返るのも一つの手だ。


　核だけでなく細さい菌きん兵器に化学兵器、液体窒ちつ素そあたりをぶちまけるのはどうだ？


　あるいは殲滅に固こ執しゆうせず、何とか強固な檻おりに閉じ込めて、それこそ宇宙空間にでも放ほう逐ちくすれば……選せん択たく肢しはまだいくつかある。


　まずは軽く……空くう爆ばくからでも始めてみるか。


　思い立ち、首相は卓たく上じようの電話に手を伸のばす。


　それを、軽かろやかな声が止めた。


「あ～もしかして、〈武街〉にヤバイものぶち込む指示とか出しちゃう感じ？」


　はっと前を見ると、扉とびらの先に青年が立っていた。


　なかなかの美男子で、黒のスーツに赤いシャツ、大きくはだけた胸むな元もとは、鍛きたえた肉体を晒さらしている。


　どこぞのホストかと思ったが、全身傷だらけで、特に両りよう腕うでの損傷がひどい。全体に包帯を巻き、さらにその上からは無数の針が突き刺さっている。詳しよう細さいはわからないが、その針のおかげでかろうじて腕が動く……そんな印象を受ける。


　さらに、青年の横には豪ごう壮そうな朱しゆ槍やりが立てかけられていた。部屋の調度品ではなく、彼の持ち物だろう。持ち運ぶのも一苦労だろうが、わざわざこの部屋まで持って来たのか？


「誰だれだね君は？」


　警けい戒かいを解かず、首相は尋たずねた。


　警備は何をしている？　何故こんな部外者が……。


　いぶかしんだとき、首相は青年の両手から血が滴したたっていることに気づいた。よくよく目を凝こらせば、光る糸のようなものと、針のようなものがその手には握にぎられている。


「冴木蘭らん丸まると申します。えーとですね、お願いですから警備の増員はやめてください。さすがに、これ以上は無理っぽいんで」


　微び笑しようする冴木──だが、首相は総毛だった。


　そうだ……どう考えても、ここに至るまでには、複数の警備を突とつ破ぱせねばならない。


　この青年は……それを全て一人で？


　突とつ如じよ現れた政治家人生最大の危機に、首相は何とか平静を装よそおって語りかける。


「目的は……何だね？」


「何ですか、そのテロリスト的扱あつかい。まーしょうがないですけど。あのですね、〈武街〉に何もしないでくれませんか？　多分那斬君が何とかすると思うんで」


「……これは、国家の最重要事じ項こうだ。あの少年を信じる云うん々ぬんの……」


　自分なりに信念を込めた言葉は、冴木の眼まな差ざしに圧あつ倒とうされ、途と絶だえた。


「もう少しだけ」


　冴木は、ただ首相を見つめていた。その気になれば、暴力で圧することはできる。それでも、ただじっと見つめて、要求していた。


「もう少しだけ、待って頂けませんか？」


　この青年から、こんな声が出ることを誰も予想しないだろう。


　そんな、悲痛で、真しん摯しな声だった。


　首相も電話に伸ばした手を引っ込め、あらためて訊きく。


「君は……何者だね？」


「ただの大人です」


　冴木は自じ嘲ちよう気味に答える。そう、自分は大人、蒼や要とは違ちがう。


「あなたと同じ、自分のできることとできないことがわかって、天てん井じようが見えて、ただ生きてるだけかもしれない、つまんない大人です」


「…………」


「けどね、あの街で戦ってるのは子供なんですよ。まだ幼くて、本当は世界なんてどうでもいい、ただ毎日楽しく笑ってることが許されるはずなんです。でも、彼はできなかった。しなかった。そんな子供を見捨てるなんて、許されるはずがないんです」


「彼を……信じているのかね？」


「さあ……どうでしょう？」


　胸ポケットから「ＪＯＫＥＲ」を取り出し、冴木は震ふるえる手で口に咥くわえる。火を点つけるのもやっとだ。両手が再び弓を繰ることは、もうないかもしれない。


「けどね、一人ぐらい、一人ぐらい……彼らを見守る大人がいたって、いいでしょう？　それは大人の仕事ですから」


「……同感だ」


　首相は苦く笑しようした。政治以前に、社会のルールを忘れていたらしい。


「あと……もう一つ、お願いいいですか？」


「何だね？」


「電話貸して下さい。ケータイ、電池切れちゃって」








　要は〝騎神〟の車体に座り、ただ待っている。


　決着でも、世界の救いでもなく、蒼の帰りを。


　懐ふところで、携けい帯たい電話が鳴った。何となく相手を予想しつつも、一応尋ねる。


「どちら様？」


「やっほ～冴木蘭丸です[image: ]」


「ありがとう、冴木蘭丸。さようなら、冴木蘭丸。俺達は忘れない……その勇姿を。あなたが残してくれた、かけがえのない思い出を。さらば、偉い大だいなる〝射手〟、冴木蘭丸」


「何そのそれっぽいモノローグ!?　生きてるよ、ボロボロだけど、生きてるよ!?」


「冴木さん……たまに死んどいた方がかっこよかったのにな～的なキャラって、いますよね？」


「……あのね、僕だって山ほどこの世に未練あるの。それに、何より大事な巴ともえ先生のオッパイ揉もみしだき権がかかってるんだよ？」


「死ねばよかったのに」


　ボソッと要が呟つぶやく。


　なお、目は結構本気だ。


「……言うと思ったけど、ひどくない？〈武街〉から外に繫つながる地下通路の場所、教えてくれたの君でしょ？」


　別れのとき、要は冴木にゲート以外に残された脱だつ出しゆつ経路を伝えていた。


　あの場から離はなれてこそいたが、完全閉へい鎖さまでは地上より余よ裕ゆうがあった地下ルート。


　上空への脱出は不可、壁かべは壊こわせず、ゲートも彼の脱出前に閉とざされた。


　唯ゆい一いつ残ったルートは、地下からの脱出。


　冴木は傷つきながらも、何とかそれを利用してゲート閉鎖後に脱出したのだ。


「こちらも忙いそがしくて、そのルートからの脱出者を確かく認にんする暇ひまが無かった……連れん絡らくが無いので、死んだと思ってましたよ。まずはとっとと妹に連絡してもらえませんか？　泣き喚わめいてて、うるさいことこのうえない。というか、どうしてもっと早く連絡しなかったんです？」


「いや、ほらタイミング待ってたというか、驚おどろくかなぁ～とか思って」


「…………」


「ウソウソ、ほら、ちょっと傷の手当てとかもしてたし、それに……僕ができること、考えててさ」


「なら、早く妹に無事を伝えることが一番かと思いますが」


「あれ、妙みようにやさしいね？　なぐさめで抱だいちゃった？」


「喰くわれてればよかったのに」


　笑え顔がおだが、殺気に満ち溢あふれた声。


　今度は超ちよう本気だ。


「冗じよう談だんだって。いや、真実になればいいけど」


「………………」


「で、そっちはどう？　那斬君待ってんでしょ？　勝率は？」


「考えたことないですね。俺の蒼が負けるはずがないですし」


「わ～お、ゾッコ～ン。でも、僕も賛成だね。何かさ、負けない理由、わかっちゃって」


「興味深いですね、聞かせて頂けますか？」


　少し間を置き、冴木は語り出す。


　考えてみれば、最初から答えは出ていたのかもしれない。


「昔さ、最初の男女は食べちゃいけない果実を食べた。あれ、最初女の子が食べて、男に勧すすめたんだよね？」


「男とは、その成り立ちからして女の言動に左右され、唆そそのかされていた。死にたくなりますね」


「それが真理だよ。でもさ、何かわかる気するんだよね、そのときの男の気持ち」


「………………」


「この世に一人しかない、神様が創つくった自分だけの女性が差し出したなら──食べるしかないでしょ？　たとえそれが許されないことでも、さ」


「蒼なら、どんなにクソまずそうな実でも笑顔で食べるでしょうね。実際、昨日もまずい料理食べてましたから」


　要もまた、冴木の言いたいことを悟さとっていた。


〝智ち慧えの実〟を齧かじる前から、きっと人は一番大事なものを持っていた。


「好きだったんだろうね、彼女のこと。智慧も、永遠の命も関係無しに。僕達は、なまじ理性があるからたまに忘れちゃうけどさ、那斬君はきっと──持ってるよ」


「ですね」


〝智慧の実〟も──〝生命の実〟も関係ない。


　人を人たらしめる最大の因子。


　すなわち、愛を。








　蒼は立ち上がっていた。


　全すべてを破られ──なお、立ち上がっていた。


「何ができる、人よ？」


　──もうお前の役目は終わった。最高のエサとして、〝地ち刃じん〟の糧かてとなれ。選ばれるべきは、異メ魔ギ人ド。そして約やく定じようがなされる。


「勝手に……決めんなっつーの」


　蒼は〝正宗〟を握り締しめる。


　もう彼には何もない。


　だが──〝正宗〟には、まだ詰つまってる。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟が……あの最低の力が、俺に教えてくれたことが一つだけある」


「何？」


　──それは？


「一人じゃないこと」


　蒼はサングラスを外し、投げ捨てる。真しん紅くに染まっていた瞳ひとみ──それが今、再び蒼そう茫ぼうの眼差しに変わる。


「いつだって、一人じゃなかったってこと」


「戯たわ言ごとを」


　──弱者の詭き弁べんよな。


「最終鎖式戒放ゲマル・リミツター・バースト……!!」


「やってみろ！　喰らうぞ」


　──さらばだ。


〝地刃〟が〝天てん剣けん〟を手に迫せまる。


　蒼は目を閉じ、己おのれ自身に〝王〟の勅ちよく命めいを下す。


「目め醒ざめろ」


〝天剣〟の切っ先が迫る。


　蒼は動かない。ただ、唇くちびるが言葉を紡つむぐ。


「俺の……」


　刃が首に触ふれ、さらに〝地刃〟は口を開けて喉のど元もとにむしゃぶりつこうとしている。


「俺達の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟!!」


　蒼の全身が、これまでで最大の光を放つ。


　そしてその肉体の輪りん郭かくが──ぶれた。


　ここに来て、高速での逃とう走そう!?


　右方に揺ゆれる蒼を追い、〝地刃〟はその手を伸のばし、彼の腕うでを摑つかむ。


「…………!?」


　手は、空むなしく宙を舞まった。蒼はいない。


「どうした、〝地刃〟よ？」


　声は左方からした。さきほど、蒼がいた場所からだ。


「余よは……動いてなどおらんが？」


　愕がく然ぜんと振ふり向いたとき、〝天剣〟と〝地刃〟は、蒼の傍そばに立つ青年に気づいた。


　属性〝射手〟にして〝道化バデラン〟──冴木蘭丸。


「なっ……？」


　──バカ、な。


「フェイク」


　蒼が〝天剣〟と〝地刃〟に右手で銃じゆうの形を作り、空から撃うちをする。


　揺らめく幻げん惑わくは、全ての者が逃れられないフェイントの究極型。


　すなわち──〝真実の偽善トウルー・ザ・フエイク〟。


　蒼の体に、今冴木蘭丸の影かげが重なる。


「貴様は的」


　そして〝天剣〟と〝地刃〟は、青白い燐りん光こうに彩いろどられる。


　けして逃のがれられぬ、〝射手〟の的に変わったことの証あかし。


　その力──紛まごうことなき、〝因果の魔弾デイヴアインターゲツト〟。


「貴様……!!」


「安心しろ……お前らはイカせる程度じゃ済まさん」


　蒼が〝正宗〟を放った。狙ねらいは、敵の心臓一直線。


　この程度の投とう擲てき、簡単に避よけられる……そうタカをくくり、〝地刃〟が身を動かす。


「……え？」


　動いた先に、〝正宗〟の刃があった。驚くこともない、動く先に、投げただけ。


　蒼自身、意図したわけではない。それでも体が勝手に選せん択たくし……当たってしまう。


　──何な故ぜ、何故貴様が〝射手〟を!?


「わからんか？」


　隙すきを見み逃のがさず、蒼が距きよ離りを詰め、心臓に突つき刺ささった〝正宗〟の柄つかを引き抜ぬく。


　まだ、まだ〝地刃〟は生きている。〝生命の実〟の顕けん現げんは、この程度で死し滅めつしない。


「エサごときが!!」


　自身の身体能力を極限まで発揮し、〝地刃〟の猛もう打だが迫った。


　蒼の一いつ閃せんをはるかに超こえる速度と威い力りよく。


　その全斬ざん撃げきを……蒼は刃筋を全て殺し、〝正宗〟を振るって受け流した。


「なっ……」


「少し焦あせりすぎだな。確かに余より迅はやいが、もう全て読み切った。〝天剣〟の技量は見事だが……貴様の太刀たち筋すじは、全て理解した」


　愕然としたとき、〝天剣〟と〝地刃〟は蒼の傍に立つ誇ほこり高き〝騎士アビル〟四門朱す雀ざくの姿を見た。


　敵を理解し、その技わざを模も倣ほうし、あまつさえ超えるその力。


　まさしく〝共鳴の刹那エクシードカウンター〟。


「馬ば鹿かなァァァァッッッ!!」


　──貴様、何故他の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を使える!?


　共に吼ほえる〝天剣〟と〝地刃〟。


　あらためて蒼を見たとき、ようやく、以前とは違ちがう〝正宗〟の変化に気づく。


　その鍔つば──今おぼろげながら光を放つそれこそが、全ての鍵かぎ。


　かつて、冴木と朱雀は〝正宗〟の柄に触れた。


　そのときに、〝正宗〟は吸収したのだ──彼らの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を。


　蒼に出会うまで、〝正宗〟が繰くり返してきた行い──六つ目の顕現のきっかけともなった、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟の吸収。


　そして鍔を取り戻もどしたことで、その力は今〝王〟の体で顕現する。


　これこそが欠片かけらの意味。


　一人一人では、勝てない。全ての欠片を集め、唯ゆい一いつ〝天剣〟と〝地刃〟に対たい抗こうしうる〝王〟に全ての力を束ねる。


　これこそが〝正宗〟の力。


　そして──要もまた、柄に触れている。


「巡めぐってみるか？　星々の彼方かなたを！」


　蒼の傍で浮うかび上がる、〝軍師〟飛流要の姿。


　そして今──戦場に無数の星々が瞬またたく。


「これは……」


　──〝破滅の座クライシスポイント〟……！


　気づいたとき、もう蒼は〝正宗〟の切っ先で〝地刃〟の体に浮かぶ星々を貫つらぬいていた。


　爆はぜる星々がもたらした効果は、自じ滅めつ。


〝地刃〟は目を疑った。己の体が、勝手に動いている。


　その右手が……〝正宗〟に貫かれた心臓を再び〝天剣〟で突き刺す。


「ギィィシャァァァッッ!!」


　異メ魔ギ人ドらしい苦く悶もんを聞き、蒼の唇が綻ほころぶ。


　今こそが……好機！


「見事……〝天剣〟よ、よく育てた。まさしく、これが求めた器うつわ!!」


　──私の方が、正しかったようだな。では……始めよう！


　異変を感じ、蒼が身構える。好機が遠のき、急速に危機の予感が高まる。


〝地刃〟の体から、一いつ斉せいに無数の刃が飛び出し、蒼の体に突き刺さる。蒼の反射神経を超えるスピードは、回かい避ひも〝神エ理クのス欠ト片ラ〟の発動も許さなかった。


「ガッ……」


　深く、深く、刃が潜もぐり込んでくる。だが、不思議と生命維い持じに支障が無い。むしろ……より活発になっているような。


　考えを巡らしていると、新たな脅きよう威いが迫っていることに気づく。


〝天剣〟もまた──こちらへ飛来し、腹にその切っ先が突き刺さる！


　かつての敗北と同じ一いち撃げきに、蒼は「死」を実感した。覚かく悟ごした。


　なのに生きている。


〝地刃〟は全てが体の奥深くに潜り込み、〝天剣〟もまたその形を失い、七人の体に溶とけ込んでいたときのように、その形を解く。


　鋼はがねが融ゆう解かいするように、「剣つるぎ」の形が崩くずれ、腹の傷口から蒼の体内へ侵しん入にゆうしている！


「お、お前ら……！」


　蒼は、ついに敵の目的を悟さとった。


　全てはこのため……人間の進化も、異メ魔ギ人ドの創造も、全てこのため。


　互たがいを戦わせ、生き残った最後にして最強の生命の肉体──それを喰くらうため。


　単なるエサとしてではなく……その肉体を、己のモノとするため。


　──今こそ、約定のとき!!


　蒼の体内で、〝天剣〟と〝地刃〟の声が溶け合う。


　どちらが主権を握にぎるのかは、これから決めること。まずはこの肉体を完全に乗っ取ることが先だ。


「これが……目、的、かよ……そうか、そうだな……お前らは……そういう生き物か…………!!」


　蒼の中で、これまで目にした敵の生態が甦よみがえる。


　常に個々の異メ魔ギ人ドの中に、欠片として存在していた〝地ち刃じん〟。


　長い歴史の中、剣つるぎ守もりと呼ばれた人間の中に宿っていた〝天剣〟。


　そうしなければ──生きられない。他の生命に寄生し、その中で存在する生物。


　人の常識を超えた、ある意味での超ちよう越えつ生命体。


　どちらが提案したかはわからない。異なる世界に生まれた二つの命は、あるときより高みへ昇のぼるため、より良質なエサであり器である生物を生み出すことを考えた。


　お互いに既き存そんの生物を進化させ、争い合わせ、育てる。


　結果誕生した最強の個体に寄生する。


　その器の中で、どちらが勝つかは恨うらみっこなし。


　だが、どちらが勝ってもより高みに達した生命が生まれる。


　もしかしたら、神──と呼ばれるものが。


「アアアアァァァァァァァァッッッッッ!!」


　蒼の口から、絶ぜつ叫きようが迸ほとばしる。


　人でもない、異メ魔ギ人ドでもない何かに、自分が創つくり変えられていく。


　全身が激痛に灼やかれ、魂源ルーアハの伝導回路が明めい滅めつし、真しん紅くに体が染まる。


　薄うすれる意識の中、蒼は最後にして唯一の抵てい抗こうに出た。


　右手の愛刀を、ためらうことなく心臓に突き刺す。


　──自死を選ぶか!?　だが、お前は死ねぬ。


　その通りだった。すでに肉体は人間を超越したのか、心臓を貫いても、蒼は生きている。


　──我と共に、永遠となれ。


　それは〝天剣〟の声であり、〝地刃〟の声でもあった。


〝天剣〟・〝地刃〟・〝人じん刀とう〟──三み剣つるぎが蒼の体内に揃そろい、今、真の覇は者しやが生まれる！


「興味ねーな」


　──…………!?


　異変が起こっていた。


　正確には、蒼の肉体が正常を取り戻し始めていた。


　蒼の内側で、ざわめきが起こる。


　──何故……喰えぬ!?


　取り込もうとするのに、その存在が喰えない。不可解な、それでいて明確な拒きよ絶ぜつ。そのくせ、何故か満たされる、飽ほう食しよくに似た感覚。


　──何……だ、これは!?


　疑問を拭ぬぐえぬまま、彼らは蒼の体から飛び出した。


　無数の刃が全身から抜け出し、再び仮の器に……最上級の異メ魔ギ人ドに戻る。


　腹から透すける水すい晶しよう状の物体が染しみ出て、また剣の形を構成し、異メ魔ギ人ドの手元に舞まい戻る。


「貴様、何を……した!?」


　──何故、何故喰い切れない!?


　驚きよう愕がくする〝天剣〟と〝地刃〟。


　完全に自分を取り戻した蒼は、すでに心臓から〝正宗〟を抜き放ち、佇たたずんでいる。


　束つかの間ま〝天剣〟と〝地刃〟をその身に宿した恩おん恵けいで、傷の影えい響きようは無い。


「喰ったさ、お前らは」


　蒼が〝正宗〟の切っ先を敵に向ける。そのことで、〝天剣〟と〝地刃〟も、蒼の行動の意味に気づく。


　自分達が喰ったのは──いや、喰わされたのは、その刀がこれまで喰らってきた数多あまたの人間の生気と記き憶おくだと。


「さすがに、〝正宗〟全部は喰いきれないみてーだな？　小分けにしないとダメってか？　まあ、そうじゃなきゃもっと早くお前らの目的は達成されてたはずだ。神だの魔だの気取ったところで、結局は万ばん能のうじゃない。それがお前らだ」


「ほざけ……」


　──エサが！


「お前らには、可能と不可能しかない」


　人差し指を向け、〝王〟は断言する。


「お前らは、単体で種として完成している。ゆえに貴様らに『先』は無い」


「黙だまれ」


　──言うな……。


「お前らは、進化と進歩を根本的に勘かん違ちがいしている。進化なんざ、存在する限り勝手に行われる。だが、進歩は別だ。すでに終わったお前らに、進歩はない。だから、お前らは人を、異メ魔ギ人ドを求めた」


　断罪の、決着の時が近づく。


　一歩ずつ、にじり寄る三者。


「ならば見せてやろう……貴様らにない、可能性を!!」


「見せてみろ……そして今一度喰らうぞ、人間!!」


　──我が血となり肉となり……生き続けろ!!


　蒼が駆かけ、〝天剣〟と〝地刃〟が走った。


　今こそ、真の決着の時。








　懐ふところで、携けい帯たい電話が鳴った。


「どうした？」


「えっと……そこ、危なくない？　避ひ難なんとか……大だい丈じよう夫ぶ？」


　遠えん慮りよがちな声は、琴美だった。こちらの身を案じてかけてきたらしい。


　要は興味無さげに、その無用な心配を跳はね返す。


「大丈夫だ。ここにいる」


「でも…………」


「ここにいる」


　琴美の声を打ち消すように、要は力強く言った。


「ここにいて、誰だれよりも近くでアイツの鼓こ動どうを感じてる。誰よりも近くでアイツの存在を感じてる」


「飛流君…………」


「姉さんは、傍そばにいるか？」


「え、うん……」


「替かわってくれ」


　要求に応じ、琴美は隣となりにいた美亜に電話を替わる。


「……何？」


　いぶかしみながら、美亜が問う。


「……ちょうどいい機会だから、言っておきたいことがある」


「…………？」


「アイツを不幸にしたら殺す」


　しばらく、沈ちん黙もくが流れた。やがて、ちょっと憤ふん慨がいしたような声が要の耳に届く。


「何言ってるわけ!?　蒼君が、私といて不幸になるわけないでしょ!?」


「どうだかね」


「黙んなさい。あなたこそ、蒼君を連れて帰って来なかったら……」


「来なかったら？」


「英語の成績、『１』よ？」


　今度は要が押し黙った。それから、不ふ機き嫌げんに言い返す。


「……職権乱用。この属性ショタコンのショタコンティーチャー、略してショタティ」


「うるさいわよ、この陰いん険けんドＳ眼鏡めがね」


　どちらも臆おくすることなく言い返す。多分、これが初めての……姉弟きようだいとしての会話。


「連れて帰るさ、必ず」


「幸せになるわよ……絶対」








「なあ……鈴香」


「何？」


　唐とう突とつに声をかけられ、鈴香は車くるま椅い子すに乗る朱雀の方を向く。


　共に蒼と要の帰き還かんを信じ、屋上で〈武街〉の方を見つめていたが、何やら朱雀は思いつめた顔をしている。


「……どうしたの？　傷が痛むとか？」


「俺……多分、お前のこと好きだ」


　顔を赤らめて、そっぽを向きながら朱雀が言う。


「……え？」


「いや、だから……」


「多分って……どういうことよ!?」


「え、そこ!?」


　襟えり元もとを摑つかまれ、思いっきり体を揺ゆさぶられる。怪け我が人にんなのに、何だこの扱あつかい。


「ここはもっとロマンチックに色々あるでしょ!?　何、そのちょっと言ってみました的な!?」


「いや、その……いい機会かな、と」


「あ～～もう、信じらんない！　やり直し、テイク２よ！」


「えっと……俺的には、結構一世一代的な……」


「ダ～メ。もう一回、ちゃんと言いなさい」


　鈴香が顔を近づけてくる。朱雀は頭を搔かきながら、覚かく悟ごを決めてもう一回言う。


「……好きだ」


「もういっか～い」


「…………勘かん弁べんしてくれ」








　冴木は、タバコを咥くわえながら官かん邸てい前の壁かべに背を預け、座り込んでいた。仮にも一国の宰さい相しようの警備が、たった一人に壊かい滅めつさせられた恥はじを公開する気はないらしく、とりあえず不問に付す形で外に出された。


　傍かたわらには、〈武街〉脱だつ出しゆつのときに拾った妹の忘れ物である朱しゆ槍やりもある。


　両りよう腕うでは動かず、新しいタバコに火を点つけることはできない。ただボーッと空を眺ながめていると、聞き慣れたハイヒールの音が聞こえた。


　視線を落とすと、白衣の女性が立っていた。


「約束を果たしに来てくれたんですか？」
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「……飛流に言われてな。妹にも伝えといた。すぐ来るだろう」


「気が利きいてますね。でも……残念」


　冴木は苦く笑しようしながら、両手を顔の前に持ち上げる。


「もうどっちも感覚無いんですよ。せっかく揉もみしだこうと思ってたのに、感かん触しよくすら伝わんない感じでして」


「……バカ」


　小声で言い、相手はタバコを咥え、火を点けた。そのまま赤く燃える先せん端たんが、冴木の咥えるものに押しつけられる。火は燃え移り、冴木の「ＪＯＫＥＲ」もまた煙けむりを立ち上らせた。


　火と共に、伝わってきたものがある。こちらを見つめる瞳ひとみに、宿っている想おもいがある。


　たとえ両腕の感覚が失われても、もう二度と矢が放てなくても──一番大事な的は射止めたらしい。


　紫し煙えんのたゆたう中で、どちらともなく笑い合う。


　ごまかし合いは、もう終わり。


　始めよう──ちゃんと、大人の関係を。








　全すべてが終わろうとしていた。


〝天てん剣けん〟・〝地ち刃じん〟・〝人じん刀とう〟──互たがいに駆け抜ぬけ、交こう錯さくする三み剣つるぎ。


　蒼の動きは敵を幻げん惑わくし、その攻こう撃げきを身から逸そらす。


「的」と認にん識しきした敵には、絶対に必殺の一いつ閃せんを当てる。


　敵の太刀たち筋すじを見抜き、それを超こえる一閃を繰くり出す。


　敵の肉体を支配し、その一閃で全てを終わらせる。


「見斬きった」


　一いつ瞬しゆんの交錯を終え、蒼と〝天剣〟・〝地刃〟は互いに距きよ離りを取り、背中合わせで立ち尽つくす。


「刻め……原罪の痛み」


〝地刃〟の首が、ゆっくりと胴どうから離はなれた。


〝天剣〟の刀身が……ちょうど中央で真っ二つに割れる。


「もう斬せ閃んはいらない」


　斬閃ラインは彼が決める。彼の太刀筋が、彼の一撃が、ただそのまま必殺となる。


「〝蒼茫の正宗デツドブレイド〟」


　蒼は振ふり返り、鍔つばから蒼あおい光を吐はき出す〝正宗〟の切っ先を敵に向ける。


　その先にあるのは、共に地に崩くずれ落ちる二者。


　だがまだ生きている。まだ蠢うごめいている。


「死なぬ、ぞ。人よ」


　──再生など、たやすき……


「そうかな？」


　蒼の微び笑しように、彼らは愕がく然ぜんと異常を悟さとった。


　再生が始まらない。〝天剣〟と地刃〟、共に無限に近い生命を持つモノから、生気が抜けていく。


「ばか、な」


　──まさ、か。


「そう……喰った。お前らの命を。その存在を。さっきお前らが喰ってくれたおかげで、〝正宗〟に空きができた。根こそぎ……喰くらわせてもらった」


「き、さ、ま……」


　──最初から、このための……。


「そのための〝正宗〟だ。このときのために、存在してた。お前達を完全に滅ほろぼすために。完全に喰らい尽くすために！」


「ギィィィィシャァァァッッッッ!!」


　──おのれぇぇぇぇっっっっっ!!


　二つの断だん末まつ魔まの叫さけびが辺りにこだました。


〝地刃〟の肉体はそのまま崩れていき、〝天剣〟もその身を細かい粒りゆう子しに変えていく。


　ようやく、終しゆう焉えんが訪おとずれた。


　それは──〝正宗〟もまた。


〝正宗〟の刀身に、鍔に、柄つかに、皹ひびが入る。


　全ての〝神エ理クのス欠ト片ラ〟と力を解放し、その身はもう限界に近い。


　さらに〝天剣〟と〝地刃〟の生気を限界まで喰らったことで、終焉は加速した。


　覚悟はしていた。


　そのために存在していた。


　でも、悲しい。


　いつの間にか、眼前に〝剣けん者じや〟が立っていた。


　──お別れだ。


「ああ」


　──もう、私はいらない。かわりに、別の者をその手に抱いだけ。


「そうだな」


　蒼が寂さみしげに笑うと、〝剣者〟は顔を覆おおう布に触ふれた。


　──私は、想いの集合体。〝正宗〟に宿る者。〝正宗〟が吸収した全てが私だ。当然、そこには、お前の意志も含ふくまれる。


「……俺の？」


　──そう。お前の意志……お前に宿る意志。お前の身を案じて逝いった者の遺志も、また。だから……これもまた、私だ。


〝剣者〟の顔の布が剝はぎ取られる。


　あらわになったその顔は──。


「母さん…………」


　母が立っていた。昔と変わらぬ笑え顔がおで。


　自分を抱だき締しめて、耳元で囁ささやく。


　──幸せに、ね。


「うん…………」


　抱き締められる感覚は、昔と何も変わらない。


　難しく考えなくて、よかったのかもしれない。


　最初から、許されてた。最初から……母は許してくれていた。


「さよ……なら」


　心配させまいと、涙なみだをこらえて言う。


　薄うすく笑って、母は消えた。


　同時に、〝正宗〟の全てが砕くだけ散る。


　その身を一いつ片ぺんも残さず、完全に四散していく。


　銀の粒つぶが舞まい散る中、蒼は歩き出した。


　ゲートをくぐり、〝騎神〟と共に待つ要の下もとへ。


「よお」


　片手を上げた瞬しゆん間かん、意識が飛んだ。


　そのまま前へつんのめる体を、要が支える。


「終わったな」


　蒼の頭を抱きながら、要が空を仰あおぐ。


　もう、「門」は消えていた。


　もう……全てが終わった。




　最終章







　春が訪れていた。


〈武ぶ街がい〉崩ほう壊かいから二年──変わらぬものなど何もなく、街も人もうつろっていくばかり。


　あの日、世界各国の異メ魔ギ人ドは、本体の死と共に一いつ斉せいにその動きを止めた。


　十年を超える異メ魔ギ人ドとの戦いの終わりは、否いや応おうなしに変革をもたらす。


　その意味と役割を失った〈武街〉は、本来その呼こ称しようすらもう必要はない。適当な市町名が割り振られているが、住民のほとんどがまだ〈武街〉と呼ぶ。


　あの戦いの残ざん滓しである街の外がい壁へきは、まだ存在している。


　元々取り壊こわすことを考えず、ただ外敵から身を守ることだけを考えて強固に建造されたため、いざ撤てつ去きよとなると簡単にはいかない。四し門もん工業を中心に、複数の企き業ぎようが撤去作業に取り組んでいるが、当分は終わりそうになかった。


　あの壁かべが完全に取り払はらわれたときが、〈武街〉がこの世界を完全に受け入れる日となるのだろう。


　その日に先んじて、街は若者を外へ吐き出していく。


　本日は、真しん武ぶ学園卒業式。


　参年生は式を終え、慣れ親しんだ学び舎やに別れを告げる。


　ある者は恩師と思い出を語らい、ある者は両親に新たな旅立ちを祝福され、ある者は友と語り合う。


　かすかな風が運ぶ花びらの舞う中、卒業生二人は卒業証書の入った筒つつを手に、校門へと歩いていく。


　那な斬ぎり蒼あおい、飛ひ流りゆう要かなめ、共に十八歳の春。


　蒼は、珍めずらしく学生服を着ていた。と言っても、単に上着として羽織っているだけ、下はいつものボンデージタイプのストラップシャツ。髪かみ型がたもそのまま、だがもうサングラスはつけていない。蒼茫の眼まな差ざしはそのまま晒さらされ、未来を見つめている。


　要は、いつものように優等生の模も範はん像のような制服姿。彼は何も変わっていない。最初から最後まで、ずっと彼だ。


「俺らも卒業、か。早いような、短いような」


　蒼は卒業証書の入った筒の蓋ふたの開け閉めを繰り返し、キュポキュポ音を出している。


　顔は感かん慨がい深ぶかげだが、動作がつりあっていない。


「蒼、さっきからキュポキュポうるさいぞ。小学生か？」


「いや、これやんないと卒業した気しなくて。俺中学のとき出てないから、久しぶりだし」


「精神年ねん齢れいはあの頃ころのままかよ。いいからやめろ」


「はーい、キュポ」


「……口でも言うな」


　肩かたを竦すくめ、要は傍かたわらの友を見た。最後まで、こんな役回りらしい。


　まあ、コイツらしいと言えば言える。


　苦く笑しようしながら歩いていると、聞き慣れた声が投げかけられた。


「那斬君、飛流く～ん……」


　二人が振り返ると、琴こと美みが手を振って駆かけ寄ってきた。もちろん手には卒業の証あかしの筒が握にぎられている。


　この二年、一番変わったのは彼女だろう。容姿もずいぶん大人びてきたし、髪も少し伸のびた。


　恋こいの噂うわさもあるとか、ないとか。


「おー、月つき島しま」


「親とは、もういいのか？」


「うん……二人は、この後のクラスの卒業パーティー、出るんでしょ？」


「ああ。要も行くよ」


　蒼と要は互たがいに小さく頷うなずき合う。


「もう……卒業、なんだね」


　しみじみと、琴美が呟つぶやく。式の途と中ちゆうも泣いてしまったが、終わった後も、いや、終わったからこそいっそう余よ韻いんが染しみ渡わたってくる。


　卒業まで、三人は同じクラスだった。


〈武街〉崩壊時の生徒の流出もあり、弐に年からの武系・無系によるクラス分けも行われず、いわゆる特進クラスが置かれることもなく、結局そのまま同じクラスで進級していったのだ。


　三年間の授業も、内容はかなり錯さく綜そうしていた気もする。


　そもそも〈武街〉がその意味を失うということは、真武学園も運命を共にするということだ。


　とはいえ、すでに創立した学園をそう簡単に廃はい校こうにするわけにもいかない。戦せん闘とう技術の習熟を排はいしたスポーツの盛さかんな高校にしていくか、あるいは伝統武術の復古を掲かかげた異色校にしていくか、正直この二年ではまだ結論が出ていない。


　大人達はまだ色々と頭を抱かかえているのだろうが、三人としては、労せず時間を共有できて、むしろありがたかった。


「……やっぱり、寂さびしいね。もう、離はなれ離ばなれだもん、ね…………」


　二人と歩みを共にしながら、琴美が呟く。終わりではなく、始まりだとわかっているけれど、やっぱりつらい。


　学びあい、笑いあった日々は、胸の中に息づいていても、二度と戻もどることはないのだ。


「まあ、俺は街に残るけど、二人は出て行くしな。メールくれよ？」


　おどけて言う蒼に、琴美は小さく頷く。


　卒業後の進路は、看護系の大学に進学することになっている。


　二年という月日は、彼女に武術への決別と、新たな道を見つけ出すには、充じゆう分ぶんだった。あるいは、一時的にせよ、その身に宿った力も影えい響きようしているのかもしれない。


「飛流君も……外の大学、だね」


「ああ」


　要は無表情に頷く。要の場合、何かもう進路指導イコール進学しかありえない形で教師からも勧すすめられた。周囲も、進学が前提でどこの大学に行くのか──それだけが気になっていた形だ。


「まあ四年間ヒマつぶしでもするさ。別にやることもないし」


「何だそのモラトリアム？　お前のような思考の持ち主が、日本を食い潰つぶすのだ」


「じゃあお前がきびきび働け。俺の分まで」


　冷たく言い放つ要。


　金と権力と時間に余よ裕ゆうがある男は、かくも友人に厳しい。


「うるさい、人として正しいのは俺だ、この属性ドＳ」


「黙だまれ属性ヘタレ」


「まあまあ、二人とも……」


　最後まで、この二人は変わらない。多少口を挟はさめるようになったことが、琴美にとっては大きな進歩だろうか。


「あ、ねえ、あっち見て！」


　琴美に促うながされて振ふり返ると、校門の傍そばで一足先にこの通過儀ぎ礼れいを済ませた者達が立っている。


「あ～冴さえ木きさん」


「四門朱す雀ざくもいるな。そして、別にいてもいなくてもどうでもいい奴やつの女も」


　三人が近づくと、卒業生の中でまず冴木が祝辞を述べる。一応スーツ姿だが、相変わらず着き崩くずした格好で、胸むな元もともはだけている。


「卒業おめでと。しっかし……琴美ちゃんはまたかわいくなったね。それに卒業後は白衣の天使、どうしよう、君に看護されたくて、自分から怪け我がしちゃうかも？」


「ごめんなさい、恋の病は管かん轄かつ外です」


　笑え顔がおで流す琴美に、冴木は苦笑した。うぶな少女に、いつの間にか手玉にとられるようになった自分がいる。


「やーれやれ、あしらいがうまくなっちゃって。今度そんなかわいいこと言ったら、キスしちゃうぞ？」


「ほっぺぐらいならいいですよ？　でも、浮うわ気きはよくないんじゃないですか？」


「わ～お、痛いとこ突つかれた」


　左胸を押さえ、冴木が天を仰ぐ。やはり女性は強い。


　蒼は腕うで組ぐみし、この遊び人の今後を思ってしみじみ頷く。


「まあ、冴木さんもぼちぼち身を固めそうだしな」


「そうだな。さすがに三年ダブって、妹よりも卒業が遅おくれた身だ。いいかげんまともに生きてもらわないと」


　要の冷たいツッコミに、冴木は唇くちびるを尖とがらす。


「だーって、あの後両りよう腕うでバッキバキで大変だったんだもん。弓は使えないし、無事なのは下半身の矢だけでした、的な？」


「人の卒業式で下ネタやめてもらえますか？」


「それに、今はちゃ～んと社会人だよ？　店も二つ経営してるし[image: ]」


　風の噂で冴木の卒業後を聞いていた蒼と要は、互いに頷き合う。


　どういう店なのかは、もう詳しよう細さいを聞かなくても想像できた。


「さすが冴木さんだよな」


「まったくだ、在学中からホストクラブでバイトしているという噂は、本当だったんですね？」


「最初はただの小こ遣づかい稼かせぎのつもりだったんだけど、ナンバーワンまで昇のぼりつめちゃってさ……まあ、今はどちらかと言えば経営にシフトしてるけど」


　冴木の出世話に、また蒼と要は腕組みしながらうんうんと頷く。


「さすが冴木さんだよな」


「まったくだ、確実に〈武街〉の夜や王おうへの道を歩み始めている」


　まだ大人の娯ご楽らくには乏とぼしい〈武街〉、若い力を得てまた変へん貌ぼうしていくのかもしれない。


　ただ、ほどほどにしてほしい気もするが。


「まったく、お前ら二人は何も変わらんな。だが……ようやく決着をつけるときが来たようだな！」


　冴木を押しのけるようにして、朱雀が進み出た。


〈武街〉に新設された大学に進学した彼は、相変わらずの武む者しや修しゆ行ぎよう中、今日も竹刀しない袋ぶくろを提さげてやってきた。


　長ちよう髪はつを後ろで一つに束ね、その秀しゆう麗れいな美び貌ぼうも変わらず、威い風ふう堂どう々どうとした剣けん士し──だが、蒼と要はおもいっきり見下した口調でボヤく。


「いや、決着とか言われても」


「あの後、素す手での蒼と戦やり合って、ボッコボコにされたくせに」


「…………いや、あれはほら、二年前の話じゃないか」


　ちょっとバツが悪そうに朱雀が言う。二年前、決戦前の約束どおり、素手で戦り合ったが、普ふ通つうに負けた。


「そ、そ、それに俺は剣士なわけだ！　ほら、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟も使わなかったし！」


「いや、でも一年前のセンパイの卒業式でも、ボロ負けしたじゃん。そっち刀持って〝神エ理クのス欠ト片ラ〟使ったくせに」


　蒼の冷れい淡たんな言葉に、朱雀の額に青筋が浮うかぶ。


　脳のう裏りをよぎる忌いむべき記き憶おく──そう、一年前のこの日、卒業生の答辞を務めた朱雀は、壇だん上じようで蒼に宣戦布告、そして──


「その場で完敗して、気絶して、俺らが式の邪じや魔まになんないよう、外に引きずってったよな？」


「そうだな。来らい賓ひんで来てた父親も、ちょっと赤面してたな。何卒業式私物化したうえに、醜しゆう態たい晒さらしちゃってんだ、お前は」


　ダブルの冷たいツッコミに、朱雀は頰ほおを紅潮させて叫さけぶ。


「う、うるさい！　つーか二対一はないだろ、二対一は！　何だあの悪あく魔まのコンビネーション……最後は那斬に蹴けっ飛ばされて、宙を舞まったところに飛流の拳こぶしだ……死んだ母さんと、やさしかった父方のおばあちゃんが、川の向こうで手招きしてるのが見えたぞ!?」


「よかったね、戻ってこられて」


　しみじみと言う蒼。これはやさしさではなく、勝者の余裕。


「つまりアレだよ、俺はもう最後の戦いで色々頑がん張ばりすぎた反動で〝神エ理クのス欠ト片ラ〟使えなくなったけど、別にそれでもセンパイに勝てて、センパイはたとえ〝神エ理クのス欠ト片ラ〟あっても俺に勝てないってことじゃね？」


「…………殺す！」


　憤ふん怒ぬの表情で、朱雀が竹刀袋の包みを解く。再び規制が始まった銃じゆう刀とう法ほう対策で偽ぎ装そうしているが、中身は実は──妖よう刀とう〝禍まがつ村むら正まさ〟。


「えー……またやんの？　つーかさ、さっきから何自分の都合押し付けてんの？　今日は卒業式ですよ？　晴れの門かど出での日ですよ？　そんなめでたい日を、血で汚よごすのが武士のすることなんスかね～？」


「まったくだ。卒業したくせに、成長ゼロだな。それとも何か、蒼はお前が勝つまで相手をしなきゃならないのか？」


　要のおそろしく冷たい視線に気け圧おされ、朱雀は口ごもってゴニョゴニョもらす。


「いや、それは、その……」


「さらに言うなら、たとえここで勝ったところで、お前ぶっちぎりで負け越こしだろ？　何だ、九十九回負けようが、最後に一回勝てばいいのか？　そんなさもしい勝かち逃にげを目指してるのか？」


「いや、だから……」


「蒼も言ってたが、今日はめでたい日だぞ？　そんな日に、祝辞も述べずに勝負なんざ何とち狂くるったことぬかしてんだタコ。常識を知れ、空気読め」


「………………」


　もう何も言えずに朱雀は目を逸そらす。


　何か、前にもこんなことあったような。


「反省したか？」


　完全に上から目線の要に、朱雀はうなだれながら、小さく頷うなずく。


「………………はい」


「聞こえんな～。もっと大きな声で、はっきり言え」


「そうだそうだ、男らしくないぞ」


　蒼も加わり、二人はこれ見よがしに朱雀の方へ耳を向けて手を添そえる。


　全身を恥ち辱じよくに震ふるわせながら、朱雀はちょっと目を潤うるませて言う。


「…………すいませんでした」


「もっと大きな声で」


　ダブルのドＳ指令に、朱雀は秀麗な顔を崩ほう壊かい寸前まで歪ゆがませながら、怨えん嗟さと憤怒と憎ぞう悪おの入り混じった声で叫ぶ。


「このたびは……空気の読めないことをして……ほんっっっとうにすいませんでした……！」


「よろしい。まあこの程度で許してやろう」


　要の嘲あざけりに、ガクッと朱雀の膝ひざが崩くずれ落ちる。その肩かたに、そっと蒼が手を載のせる。


「そのうちいいことあるよ」


「お前に言われると、一番ヘコむからやめてくれ…………」


　泣きそうな朱雀の背に、ここまで静観していた鈴すず香かも手を載せる。うすうすこうなる予感がしていたので、慰なぐさめ役でついてきたが、正解だった。


「……朱雀、もうやめたら？」


「お前まで、そんなことを言うのか!?　俺のこの一年の血の滲にじむような努力は……！」


「無む駄だだったんじゃないの？」


　蒼は、絶対に言ってはいけないことをあっさり言ってしまった。朱雀の顔から表情が消えた。そのままうなだれて、彼は動かない。


「まあそう落ち込まずに。わかった、もうセンパイの勝ちでいいよ。はい、強い強い」


「何だその投げやりな態度は!?　めんどくせーからそうしとこう的な感じは!?」


「朱雀～～もうやめたら？」


「……鈴香、お前までそんなこと言うのか!?」


「とりあえず、口では未来永えい劫ごう勝てないと思うけど……」


　相変わらず成長しない恋人に、肩を竦すくめる鈴香。


　大人の付き合いは、まだ当分始まりそうにない。


　やれやれ、と少し離はなれて朱雀の醜しゆう態たいを見ていた要は、妙みような視線に気づいて振り返った。


　そこにいるのは、桜の陰かげに隠かくれる、艶つややかな美女。


　卒業生の保護者以上に化け粧しようをきめ、ある意味成人式以上に着き飾かざった紅あかいスーツ姿に、要は顔を歪め、深い溜ため息いきをつく。


「お前……また来たのか？」


　うんざりする要に構わず、彼女は、綾あや姫ひめは近づいて手を差し出す。


「……第二ボタン、くれませんか？」


「それ、自分の卒業式でも言ってきただろ？　そのときも言ったが、この制服、ボタンないぞ？」


「じゃあ、あなたのハートを下さい」


「……それもそのとき言われた。そして断ったぞ？」


「じゃあ、私の、女の子の一番大事なものをもらっ……」


「……帰れ」


　何かもう返答する気力も失うせてきた。が、久方ぶりの再会、綾姫は喰くらいつく。


「いいじゃない、卒業記念にキスぐらい、いえ、Ｂぐらい！」


「だから下ネタじゃねーか……」


　この妹にしてあの兄。


　頭痛をこらえていると、唯ゆい一いつまともな思考を持つ琴美が、デジカメを掲かかげて提案する。


「あ、皆みんないるし、写真撮とりません？」


「お、いいね～。何かそれっぽい」


　蒼は頷き、皆を促うながして一か所に集める。


「ほら、センパイも涙なみだ拭ふいて。冴木さんももっと近くに」


「は～い」


　冴木は蒼に近づきつつ、要と綾姫にも手招きする。


「ほら、そこのカップルさん、腕うで組んで写っていいから、おいでよ」


「本当!?　よし、行くわよ！」


「……俺の意志はどこにある？」


　様々な想おもいが交こう錯さくし、入り乱れる中で、誰だれかの手でシャッターが押される。


　同じ時間をすごした仲間、死線をくぐりぬけた仲間達の姿が、一枚の写真に収まる。


　もう、時は帰らない。


　ただ思い出を形にしたくて、過ぎ去った時を少しでも留めたくて、彼らは笑え顔がおを浮かべていた。








　式が終わった後、美み亜あは無人の体育館を訪おとずれていた。


　すでに片付けは終わり、ガランとした空間には何もない。


　校庭に出ても、誰もいない。校舎の中も、きっとそうだろう。


　三回目の卒業式だが、式の後は急に寂せき寞ばくが胸を襲おそう。


　生徒達は巣立っていくのに、自分はそのまま学園にいる。


　もちろん、教師として多少成長しているだろうし、変化だってある。でも、取り残されるような感覚は拭ぬぐえない。


　うれしいのに、祝いたいのに、彼らの輪に──入っていけない。


　さっき、蒼達が写真を撮るとき、シャッターを押したのは自分だ。


　声をかけようと思ったら、何やら誰が撮るかで揉もめていたので、自分が撮った。


　その後で、一いつ緒しよに写るよう勧すすめられたが、断った。参年生の受け持ちはしておらず、蒼達とはこの一年疎そ遠えんだった。何となく……その輪に、一緒に写ることができなかった。


　無意味な感傷と自覚しつつ、美亜は校門に向かう。


　くぐる前に、振ふり返る。


　そびえる校舎と校庭──蒼と再会し、そしてまた送り出した学び舎やは、夕日に染まっている。


　目に光るものが浮かんだとき、後ろから誰かに抱だき締しめられた。


「お待たせ」


　耳元で囁ささやかれる声に、ビクッと体が震える。


　わかってた。


　こうなることは、わかってた。予想してた。それなのに、胸の高鳴りがとまらない。


「……遅おそい」


　少女のように、尖とがった声を出す。何で、素す直なおになれないんだろう？


「二年って、長いよ？」


「うん」


　蒼は頷く。それは自分も同じだ。


「私、もう二十五よ？　四捨五入したら、三み十そ路じよ？」


「えーと、子供っぽいところがあるので、大だい丈じよう夫ぶかと」


「……蒼君が、街を救ったこと、噂うわさになってるから、結構モテてたでしょ？　バレンタイン、チョコもらってるの見た」




[image: ]


「あれは……義理でしょ、うん」


　首に回された腕を、美亜は全力で摑つかむ。


　そうしないと、いなくなってしまいそうで怖こわい。


「体育祭、リレーのアンカーでごぼう抜ぬきして、女子から声せい援えん浴びてたよね？」


「まあ……唯一の取り得だし？」


「私だって、その……あれだよ、合コンの誘さそいとか、その……他の先生に食事に誘われたりとか、それぐらいあったんだよ？」


「何な故ぜ、対たい抗こうしようとするの？」


「…………待ってるのって、つらいんだからね？」


「ゴメン」


　わかってるくせに、言いたいくせに、素直になれない。


　お互たがい、ただ先延ばしにして演じてる。


「私、蒼君より早くおばちゃんになるよ？」


「いいよ、別に」


「三十路と二十三の差は大きいよ？」


「七十と六十三なら、たいして変わらないんじゃない？」


　美亜が押し黙だまる。


　もう、何も言えない。


「七十と七十七なら、もうどうでもいい」


「………………」


「そうなるまで……どうでもよくなるまで、ずっといるから」


　美亜が振り向いた。


　潤む瞳ひとみから涙なみだが零こぼれる前に、蒼が唇くちびるを塞ふさぐ。


　美亜が蒼の首に手を回し、蒼が彼女の腰こしを抱き寄せる。


　いずれ、唇は離れるだろう。


　だが、二人はもう離れることはないだろう。


　もう、二度と。






　あとがき







　ついに最終巻です。


　物語にはいくらでも続けられる物と、終わらなければいけない物、二種類あると思うのですが、この物語は言うまでも無く後者です。そして、書き始めた段階ですでに完全に終わりが僕の中で出来上がっていた物です。


　何やかんやで高校時代から考えていた話だけに、いざ終わりとなると、結構感慨深いものがあります。


　主人公的にも僕の中では四代目という、それなりの古株ですし。


　僕以外の人には、何その微び妙みような数字、そもそも何代目まであんの？という感じでしょうが、問題なのは数字ではなく、時期です。四代目までは高校時代に大体固まってましたし、そもそも僕が真しん剣けんに創作活動を始めたのは高校時代ですし、初めてきちんと書き上げて人目に晒さらしたのは三代目主人公からですから。


　……とまあ僕のどうでもいい創作履歴はさておき、最終巻らしくキチッと作品を語りましょう。ネタバレありでいきますので、あらかじめご了りよう承しよう下さい。





　この作品のコンセプトは、刀、恋れん愛あい、要かなめのドＳ、そして蒼あおいの贖しよく罪ざいの物語です。


　人を殺した罪はいかにして贖あがなわれるのか──というのを真ま面じ目めに考えて、初期の段階から担当とも煮に詰つめていました。


　一番手っ取り早いのは、殺した人に許してもらうことです。


　が、それができないから蒼はずっと悩なやんでいました。


　代だい替たい手段として、殺した人の家族や近しい人に許してもらう、ということも考えられますが、蒼の場合、何を隠そう母親の唯一の家族で最も近い人間は自分です。ゆえに、彼にその選せん択たく肢しはありません。


　刑けいに服す、世間からの責めを甘んじて受けるという方法もありますが、蒼はその年ねん齢れいと状じよう況きようからどう考えても罪に問われません。さらに幸か不幸か、彼の周りにはやさしさが溢あふれていました。


　ゆえに悩み、彼は愛刀と要だけに全てを語り、戦ってきました。


　どれだけ多くの命を救おうと、別に母親が帰ってくるわけではありません。


　ただ自分の愛する者を守るためだけのエゴです。


　少なくとも蒼はそう考えています。罪を背負って生き続ける、それは確かに崇すう高こうなことですが、殺された者からすれば、ただのワガママにしか見えないのではないか、そう考えてもいるでしょう。


　だからこそ、彼が本当の意味で救われる方法は一つしかありません。


　最初に提示された最もシンプルでわかりやすい方法、殺した母親に許してもらうことです。


　あるいは〝正まさ宗むね〟という存在は、そのためにあったのかもしれません。


　蒼があのとき出会った母親は、もしかすると母親でも何でもなく、〝正宗〟の見せたうたかたの夢かもしれません。


　もしかすると、蒼が見た都合のいい幻げん覚かくかもしれません。


　それでも蒼は救われました。


　罪が消せなくても、贖えなくても、彼はこれから歩いていくでしょう。


　いつだって、彼は一人ではありませんから。





　ではこの辺で他ほかの登場人物について。


　まず冴さえ木きさんはボチボチ身を固めるでしょう。何やかんやで大人なので、ある意味一番真っ当に生きてます。日々出すい納とう帳ちようとかつけてるでしょう。


　綾あや姫ひめは……えっと、美しさに磨みがきをかけてるでしょう。結果がどうなるかはよくわかりません。とりあえず花の女子大生でもやってるんでしょう。


　一番まともな琴こと美みは、これからも真面目に生きてまともな幸せを摑つかむでしょう。ふった男の方がバカなのです。彼女にはいい男がいくらでも寄ってきます。多分あの要が初めてまともに「人間」として認にん識しきした女性でしょうし。


　朱す雀ざくは……えっと、頑がん張ばれ。うん。最終巻時点で、すでに冴木は超こえてます。蒼と要を除けば、〈武ぶ街がい〉最強でしょうね。ただ、世の中別に強さで全すべては決まりません。蒼と要は目的のために、仕方な～くいやいや鍛きたえてただけですし。


　まあ、彼は今後も高みを目指し、強くなるでしょう。最も健すこやかで純じゆん粋すいに「強さ」を求めたのは、間ま違ちがいなく彼ですから。死ぬまでに二人に追いつけるのか、追いついたところで相手をしてくれるのか、あと大学の単位は大丈夫なのか、心配なのはそこだけです。


　要は、これからが始まりです。


　ある意味、彼はこれまでの人生の全てを蒼に依い存ぞんしていました。〝剣つるぎ守もり〟の使命が無くなった後のことなど、まったく考えていないでしょう。ですから、これからが彼自身で歩む人生の始まりです。


　どうせ蒼とつるんでるんでしょうけど。卒業後、こんな会話があったはずです。


「お前、もういきなり姉さんと同どう棲せいか？」


「いや、まだ。でも結構な頻ひん度どでメシとか作りに来てくれる。忙いそがしいだろうし、無理しなくていいよとか言うと、『イヤなの？　やっぱり若い娘こがいいの!?』とか半泣きになる」


「………………」


「んで、たまにお前とメシ食い行ったり、お前にメシ作ってもらったりすると、事細かにその内容聞いて、同じ物を後日作る。んで、『どう？　私の方がおいしいでしょ!?』……って訊きいてくる」


「…………ウザ」


「いや……かわいいじゃん？」


　と、ノロケ全開のバカに指を鳴らしているんでしょうね、きっと。


　なお、蒼の今後はよく考えてません。実は他のメンバーも、正直そこまで細かく決めてません。


　僕が行ったのは、ただ彼らが最も熱く、最もがむしゃらに駆かけ抜ぬけた日々を切り取ったことだけです。キャラが勝手に動く、とよく言いますが、これからの日々は彼ら自身のものであり、彼ら自身が決めることです。


　ただ一つ断言できるのは、皆幸せであること、それだけです。





　最後に、今作でお世話になった方々に挨あい拶さつを。


　まずは担当編集……数々の素す敵てきなアオリと、男祭り担当という、多分他の誰もやらないポジション指定、ありがとうございました。あと、度たび々たび進行遅おくれてすいません。


　挿さし絵え担当の天あま野のさん、本当にいつも素敵なイラストをありがとうございました。おかげで創作意欲が刺し激げきされ、特に要のドＳが加速しました。最終巻、初めて話したとき担当も若じやつ干かんヒイてたドＳバトルを書けたのは、そのおかげです。担当一人ヒカせられずに何がドＳか、そう思えるようになりました。


　そして、読者の皆様。温かい声せい援えんとお買い上げ感謝です。今後もご声援のほど、よろしくお願い致します。


　おっと、忘れてました、実はすでに胎たい動どうしている新作。


　え～～主人公は……五代目にして、ドＳです。性的な意味でも。基本主人公の性格が悪いと友人から言われましたが、確かにアイツは悪いです。そして一番女っ気があります。


　まだもろもろ言えませんが……とりあえず、また次作にて。







十月ユウ　
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覇者の三剣トリスアギオン　５





十と月づきユウ
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